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• お買い上げいただき、まことにありがとうございます。 

• 説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。 

• ご使用前に「安全上のご注意」 （2 〜4ベージ）を必ずお読みください。 












安全上のご注意 



人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 
■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を説明しています。 



■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。 


0 


してはいけない内容です。 


❶ 


実行しなければならない内容です。 


△注意 



•交流1 00 V 以外では使用しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 


•ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない 
感電 • 故障の原因となることがあります。 


•雷が発生したときは、この装置や接続ケープルに触れない 

感電の原因となることがあります。 

0 

禁止 

籲この装置を分解 • 改造しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

•電源コードを傷つけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、はさみ込んだり、重いものをのせたり、加熱したじしない 

電源コードが破損し、火災 • 感電の原因となることがあります。 


•開□部やツイストべアポート、コンソールホ°—卜、 GBIC 拡張スロットから内部 
に金属や燃えやすいものなどの異物を差し込んだり、落とし込んだりしない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 


•水のある場所の近く、湿気やほこりの多い場所に設置しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 


•直射日光の当たる場所や温度の高い場所に設置しない 

内部温度が上がり、火災の原因となることがあります。 













△注意 



參ツイストべアポートに1 0 BASE - T /100 BASE - TX /1 000 B AS E - T 以外の機器を接 

続しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

0 

• GBIC 拡張ス□ットに別売の GBIC モジュール 
( PN 5401 1 / PN 54013/ PN 54015) 以外を実装しない 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 

禁止 

•コンソールホ卜に本装置が対応する結線仕様以外のコンソールケープルを接 
続しない（結線仕様につきましては付録 A をご確認ください） 

火災•感電 • 故障の原因となることがあります。 


•この装置を火に入れない 

爆発 • 火災の原因になることがあります。 






必ず守る 


△注意 

籲付属の電源コード（交流10 0 V 仕様）を使う 
感電 • 誤作動 • 故障の原因となることがあります。 

•必ずアース線を接続する 

感電 • 誤作動 • 故障の原因となることがあります。 

•電源コードを電源ポートにゆるみ等がないよう、確実に接続する 

感電や誤動作の原因となることがあります。 

•故障時はコンセントを抜く 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

•自己診断 LED ( STATUS ) が橙点滅となった場合は、システム障害のためコンセン 
卜を抜< 

電源を供給したまま長時間放置すると火災の原因となることがあります。 

•ツイストペアポート、 GB に拡張スロット、コンソールポートは注意のうえ取り 
扱 a 

けがの原因となることがあります。 




_ 使用上のご注意_ 

•内部の点検 • 修理は販売店にご依頼ください。 

•商用電源は必ず本機器の近くで、取り扱いやすい場所からお取りください。 

•この装置の設置 • 移動する際は、電源コードをはずしてください。 

•この装置を清掃する際は、電源コードをはずしてください。 

參仕様限界をこえると誤動作の原因となりますので、ご注意ください。 

• FU 45 コネクタの金属端子やコネクタに接続されたツイストペアケーブルのモジュラプ 
ラグや GBIC 拡張ス□ット内部の金属端子に触れたり、帯電したものを近づけたりしない 
でください。静電気により故障の原因となることがあります。 

•コネクタに接続されたツイストペアケープルのモジュラプラグを力一ぺットなどの帯電 
するものの上や近辺に放置しないでください。静電気により故障の原因となることがあ 
ります。 

•落下などによる強い衝撃を与えないでください。故障の原因となることがあります。 

•コンソールポートにコンソールケープルを接続する際は、事前にこの装置以外の金属製 
什器などを触って静電気を除去してください。 

•以下場所での保管 • 使用はしないでください。 

(仕様の環境条件下にて保管 • 使用をしてください） 

一水などの液体がかかるおそれのある場所、湿気が多い場所 
一ほこりの多い場所、静電気障害のおそれのある場所（カーペットの上など） 

一直射日光が当たる場所 

一結露するような場所、仕様の環境条件を満たさない高温•低温の場所 
一振動•衝撃が強い場所 

•周囲の温度は〇〜 40° C の条件下でお使い下さい。 

上記条件を満足しない場合は、火災•感電•故障•誤動作の原因となることがあり、保 
証いたしかねますのでご注意ください。 

•本機器の通風□をふさがないでください。内部に熱がこもり誤作動の原因となることが 
あります0 

•装置同士を積み重ねる場合は、上下の機器との間隔を 2 cm 以上空けてお使いください。 

• GBIC 拡張スロットに別売の GBIC 拡張モジュール ( PN 54011 / PN 54013 / PN 5401 5 ) 以 
外を実装した場合、動作保証はいたしませんのでご注意ください。 
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1. お客様の本取扱説明書に従わない操作に起因する損害および本製品の故障 • 誤動作な 
どの要因によって通信の機会を逸したために生じた損害については、弊社はその責任 
を負いかねますのでご了承ください。 

2. 本書に記載した内容は、予告なしに変更することがあります。 

3. 万一ご不審な点がございましたら、販売店までご連絡ください。 

※本文中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


この装置は，クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用す 
ると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な 
対策を講ずるよう要求されることがあります。 VCCI-A 
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1. はじめに 

Switch - M 24 HiPWR は、24ポートの IEEE 802.3 af 対応の給電可能な 

1 0 BASE - T /100 BASE - TX 自動認識のツイストペアポートと2組の選択使用可能な 

1 0 BASE - T /100 BASE - TX /1000 BASE - T 自動認識のツイストペアポートと GBIC ポートを 

持つ、管理機能付きイーサネットスイッチングノ\プです。 

1.1. 製品の特長 

• 24個の IEEE 802.3 af 準拠の給電機能を有する 10/100 BASE - TX ポートと2組の選択使 
用可能な10/100/1000 BASE - T ポートと GBIC ポートを有する、管理機能付きイーサ 
ネットスイッチングノ \プです。 

• 標準 MIB ( MIBII , Bridge MIB,RMON 4グループ)をサポートし、 SNMP マネージャか 
らの管理が行えます。 

• Telnet により遠隔から HUB の設定変更 • 設定確認が簡単にできます。 

• オートネゴシエーション機能に対応し、 10 BASE - T 、 100 BASE - TX 、1000 BASE - T の 
混在環境に容易に対応できます。また、設定により速度•通信モードの固定が可能で 
す。 

• LED により機器の状態が確認できます。 

• ツイストべアポート全てが、自動的に MDI / MDI - X の判別を行いますので、ハプやスイ 
ッチを接続する際、ストレートケープルで接続できます。 

• スノ ニングツリープ□トコルをサポートし冗長性のあるシステム構築が可能です。 

• IEEE 802.1 Q のタギング VLAN をサポートしており、最大255グループの設定可能です。 

• IEEE 802.3 ad 準拠のトランキング機能をもち、最大8ポートまでの構成が可能です。 

• Ping コマンドを実行することができます。 

• IEEE 802. IX 準拠のポートべースおよび MAC アドレスベース認証機能 
( EAP - MD 5/ TLS / PEAP 認証方式をサボート)が利用可能です。 

• IGMP スヌービングをサポートしており、マルチキャストバケットによる帯域の独占を 
防ぎます。 

• IEEE 802.3 af 準拠の給電機能を有し、同規格対応の端末機器に対して最大 370 W の電 
力供給が可能です。 
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開封時に必ず内容物をご確認ください。不足があった場合は、販売店にご連絡ください。 


Switch - M 24 HiPWR 本体 1個 

取扱説明書 1冊 

CD-ROM (本取扱説明書を含む） 1枚 

取り付け金具 （1 9インチラックマウント用） 2個 
ネジ （1 9インチラックマウント用） 4本 

ネジ（取り付け金具と本体接続用） 8本 

ゴム足 4個 

電源コード 1本 


1.3, 別売オプション 

• PN 54011 

1000 BASE-SX GBIC モジュール 

• PN 54013 

1000 BASE-LX GBIC モジュール 

• PN 54015 

LX 40 GBIC モジュール 
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1.4. 各部の機能と名称 



(1 0/ 100 BASE - TX ) (10/1 00/1000 BASE - T ) 
図 1-1 Switch - M 24 HiPWR 


STATUS 


■ ■■■■■■■■■■ PoE 

■ ■■■■■■■■■ ■ LINK/ACT. 

「_ RPS 13 5 7 91113151719 2123 ■ ■ G | GA 

PWR ■■■■■■■■■■■■PoE __100 

L _PS ■■■■■■■■■■■ ■ UNK/ACT. ■ ■ LINK/ACT. 

2 4 6 81012141618 20 22 24 25 26 


図 1-2 LED 表示部拡大図 
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籲本体電源 LED ( PS ) 

緑点灯 ：本体電源 ON 

消灯 ：本体電源 OFF 

•自己診断 LED ( STATUS ) 

緑点灯 ：システム正常稼動 

橙点灯 ：システム起動中 

橙点滅 ：システム障害 

籲冗長化電源 LED ( RPS ) 

緑点灯 ： RPS -370 冗長化電源 ON 、 電源供給中 

消灯 ： RPS -370 冗長化電源未接続または OFF 

•ポート LED 
PoE 供給 LED ( PoE ) 

緑点灯 ： PoE 給電中 

橙点滅 ： PoE 検知中 

消灯 ：未給電または PoE 対応端末未接続 

リンク/送受信 LED ( UNK / ACT .) 

1~24ポート 

緑点灯 ： 100 Mbps でリンクが確立 

橙点灯 :1 0 Mbps でリンクが確立 

緑点滅 ：100 M bps でパケット送受信中 

橙点滅 :10 M bps でパケット送受信中 

消灯 ：端末未接続 

2 5〜26ポート 

緑点灯 ：リンクが確立 

緑点滅 ：パケット送受信中 

消灯 ：端末未接続 

速度モード（100) 

緑点灯 ： 100 Mbps でリンクが確立 

消灯 ： IGbps 、10 Mbps でリンクが 

確立、または端末未接続 

速度モード ( GIGA ) 

緑点灯 ：1 Gbps でリンクが確立 

消灯 ： 10 Mbps 、 100 Mbps でリンクが 

確立、または端末未接続 
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2. 設置 

Switch - M 24 HiPWR は、19インチラックへの取り付けが可能です。 

また、それに使用する取り付け金具やネジ等は、標準添付しておりますので、別途ご購入 
していただく必要はございません。 


2,1. 19インチラックへの設置 

付属品の取り付け金具とネジ（小）を取り出し、本機器の横にある4つの穴にネジで本機器 
と取付金具を接続してください。その後、付属品のネジ（大）もしくはラックに用意され 
ているネジでしっかりと本機器をラックに設置してください。 
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3. 接続 


3.1. ツイストペアポートを使用した接続 

•接続ケーブル 

接続には、8極8心の RM 5 モジュラプラグ付き、 CAT 5 E 準拠のストレートケープル（ツイ 
ストペアケーブル）をご使用ください。 


•ネットワーク構成 


100 m 以内 



各端末と本機器との間のケープ J レ長が100 m 以内に収まるように設置してください。 

オートネゴシエーシヨン機能をもった端末または LAN 機器を接続すると、各ポートは自動 
的に最適なモードに設定されます。 

オートネゴシエーシヨン機能を持たない機器または端末を接続すると、本機器は通信速度 
を自動的に判断し、設定しますが、全/半二重は判断できないため、半二重に設定されます。 
才ートネゴシエーシヨン機能をもたない機器または端末を接続する際は、ポートの通信条 
件を固定するよう設定してください。設定方法の詳細については 4.6.4 章をご参照ください 


ご注意：通信条件を固定に設定した場合は、 Auto - MDI / MDI - X 機能は動作しませんので、 
スイッチ間の接続はクロスケープ>1レを使用する必要があります。 
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3.2. GB に拡張ポートを使用した接続 




図 3-2 光ファイバケーブル接続例 



GBIC 拡張ポートにオプションの GBIC モジュールを図 3-3 のように差し込むことにより、光 
ファイパでの接続が可能です。本製品での Giga ポートの工場出荷時状態はツイストペアポ 
一卜が有効ですが、リンクが確立した際に自動的に GBIC ポートが有効となります。 
それぞれ、 TX ポートは相手側機器の RX ポートへ、 RX ポートは相手側機器の TX ポートへ接 
続してください。 

オプションとして下記の GBIC モジュールをお取り扱いしております。 

1000 BASE-SX GBIC モジュール(品番: PN 5401 1) 

1000 BASE-LX GBIC モジュール(品番: PN 5401 3) 

LX 40 GBIC モジュール（品番： PN 5401 5) 



図 3-3 GBIC モジュール取り付け 
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3.3. 電源の接続 

本機器は、添付の電源コードを本体の電源ポートに接続し、電源コンセントに接続します。 
本機器は、 100 V (50/60 HZ ) で動作します。本機器には、電源スイッチがありません。 
電源コードを接続すると、電源が投入され、動作を開始します。電源を切る際には電源コ 
—ドをコンセントから抜いてください。 

3.4. 冗長化電源の接続 

本機器は、 RPS -370( 別売、販売終了品)と冗長化電源コードで本体の冗長化電源ポートに接 
続することで DC 48 V で動作させることが可能です。 
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3.5. LED の動作 


3.5.1. 起動時の LED の動作 

本機器に電源を入れると、 PWR の LED が緑に点灯し、 STATUS と全てのポートの PoE の LED 
が一斉に橙に点灯します。その後、ハードウェアの自己診断を実行し、 PoE の LED が3度点 
灯します。自己診断が完了すると電源 LED とステータス LED が緑に点灯の後、スイッチング 
ハプとして動作します。 
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3.5.2. 動作中の LED の動作 

本機器には下記3つのポート毎に配置されている LED により動作中の各ポートの状態を確 
認することが可能です。 


10/100 BASE-TX ポート 


名称 

本体表 7 J ^ 

電源供給状態 LED 

PoE 

リンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 


各 LED の表示内容は下記のとおりです 


LED 

動作 

内容 

電源供給 LED 

緑点灯 

電力供給中 

消灯 

電力供給していない、または端末未接続 

リンク/送受信 LED 

緑点灯 

100 Mbps でリンクが確立 

橙点灯 

10 Mbps でリンクが確立 

緑点滅 

100 Mbps でパケット送受信中 

橙点滅 

10 Mbps でパケット送受信中 

消灯 

端末未接続 


1000 BASE - T / GBIC ポート(共通) 


名称 

本体表 7 J ^ 

速度モード LED 

GIGA 

速度モード LED 

100 

リンク/送受信 LED 

LINK / ACT . 


各 LED の表示内容は下記のとおりです 


LED 

動作 

内容 

速度モード LED ( GIGA ) 

緑点灯 

1 Gbps でリンクが確立 

消灯 

10、1 00 Mbps で接続、または端末未接続 

速度モード LED (100) 

緑点灯 

100 Mbps でリンクが確立 

消灯 

10 Mbps で接続、または端末未接続 

リンク/送受信 LED 

緑点灯 

100 Mbps でリンクが確立 

緑点滅 

100 Mbps でパケツト送受信中 

消灯 

端末未接続 
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4. 設定 

本機器は電源を入れただけで通常のスイッチングハプとして動作しますが、 SNMP 管理機 
能や特有の機能を使用するにはコンソールポート、 Telnet のいずれかを使って設定をする 
必要があります。 

ここでは、本機器の設定内容について説明します。 


ご注意： Telnet によるアクセスは IP アドレスが設定されていないとできません。必ずはじ 
めにコンソー>1レポートから少なくとも IP アドレスの設定を行なつてからアクセス 
してください。 IP アドレスの設定は4 . 6 . 2章を参照してください。 


4.1. コンソールポートへの接続 

DEC 社製 VT 1 00互換の非同期端末、または Windows のハイパーターミナルのような 
VT 1 00互換ターミナルエミユレータが動作する端末を本機器のコンソールポートに接続し 
ます。 

本機器側が D - sub 9 ピンメスの RS -232 C 準拠クロスケープルの仕様になっております。 
非同期端末の通信条件は、次のように設定します。 


• 通信方式 

• エミユレーシヨンモード 

• 通信速度 

• データ長 

• ストップビット 

• パリティ制御 

• フロー制御 


RS -232 C ( ITU-TS V .24 準拠) 

VT 100 

9600 bps 

8ビット 

1ビット 

なし 

なし 


Windows XP 以前をお使いの場合は「付録 B Windows ハイパーターミナルによるコンソ 
—ルポート接続手順」をご覧ください。 
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4.2. □グィン 

接続後、次のよ a なログイン画面が表示されます。次の画面が表示されない時は、通信条 
件等の設定に間違いがないかどうかをよく確認してください。コンソールから□グインす 
ると図车2-1のような画面が表示されます。 



図小 2-1 □グイン画面（コンソール） 

Telnet で□グインすると図 4-2-2 のように 「Remote Management System 」 と画面上部 
に表示されます。 



図 4-2-2 □グイン画面 ( Telnet ) 
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接続すると 図 4-2-1、 図 4-2-2 のような画面が表示されますので、まず□グイン名を入力して 
くださしヽ。工場出荷時の設定は 「 manager 」 となっていますので、 「 manager 」 と入力し、リ 
ターンキーを押します。すると 図冬 2-3 のようにパスワードを聞いてきます。工場出荷時に 
設定されているパスワードも□グイン名と同じ 「 manager 」 となっていますので正しく入 
力し、リターンキーを押してください。 



図 4-2-3 パスワード入力 

□グイン名およびパスワードは変更することができます。変更方法の詳細は 4.6.6 章を ご参 
照ください。 


ご注意： Telnet では、最大4ユーザーまで同時にアクセス可能です。 
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4.3. 画面の基本的な操作 

本機器の各画面は、次のよ〇な構成になっています。 



Basic Switch Configuration System Admin. Configuration Menu 


Description ： Switch- M24HiPWR l ^ 

Object ID ： 1.3.6.1.4.1.396.1.4.4 r _4 .内谷 


Name ： 

Location ： 

Contact ： 


Set System [N]ame 
Set System [ し ] ocation 
Set System [C]ontact Information 
[Q]uit to previous menu 


く COMMAND 、 


5. コマンド 



図 4-3-1 画面構成 


画面の説明 


1. 

表題 

この画面の表題です。コンソールからアクセスしている場合は 「Local 
Management System 」、 Telnet でアクセスしている場合は 「Remote 
Management System 」 と表示されます 0 

2. 

上位のメニュー名 

ひとつ上位のメニューを表示します。後述のコマンド 「 Q 」 (上位のメニューに戻 
る)を使用すると、この欄に表示されているメニュー画面になります。 

3. 

現在のメニュー名 

現在の画面のメニュ 名を表します。 

4. 

内容 

現在の画面での設定されている内容を表示します。 

5. 

コマンド 

現在の画面で使用可能なコマンドを表示します。使用可能なコマンドは画面ご 
とに異なります。操作をするときはこの欄を参照してください。 

6. 

プロンプト 

コマンド入力を行 a と表示が切り替わり、次に入力を行 e 指示が表示されま 
す。この欄の表示に従って入力してください。 

7. 

コマンド入力行 

コマンドまたは設定内容を入力します。 

8. 

説明 

現在の画面の説明および状況と入力の際のエラーが表示されます。 

本横 

!器では画面の操作はすべて文字を入力することによって行います。力ーソル等での画 


面操作は行いません。各画面で有効な文字は異なり、画面ごとに コマンド 部分に表示され 
ます。 コマンド 部分で [] で囲まれた文字が コマンドを 表します。有効でない コマンド また 
は設定を入力した場合は、説明欄に エラー メ ッ セージが表示されます。 
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4.4. メインメニュー (Main Menu ) 

□ グインが完了すると、 図 44-1 のようなメインメニューが表示されます。 

本機器のメニューはメインメニューとサブメニューから成り、メインメニューを中心とし 
たツリー構造になっています。サブメニューに移動するには、コマンド文字を入力してく 
ださい、戻る場合は、コマンド 「 Q 」 を入力すると上位のメニューに戻ります。現在どのメニ 
ユーを表示しているかは、画面の2行目に表示されていますので、これをご確認くださしヽ。 




£ite £d«t C^ltol Window (Jelp 


PtC3249H Loctl 
Ifoin Menu 


【 C]«ner •丨 Infor*ntion 

[B]asSc Switch Conf itur«tion... 

[A]<^f«nc«d Switch Conficurt!ion... 

[Sjlttiflics 

Switch [T]ools Conf iiuratioo... 
S«vt Coniicurttion to [F]l«sh 
Rix> (C)L! 

[Ojuit 


Ci • 錄， 「 *i. 


図メインメニュー 


画面の説明 


General information 

本機器のハードウヱアおよびソフトウェアの情報とアドレス設定の内容を表示 
します。 

Basic Switch 
Configuration … 

本機器の基本機能 ( IP アドレス、 SNMP 、 ポート設定など)の設定を行います。 

Advanced Switch 
Configuration … 

本機器の拡張機能 ( VLAN 、 トランキング、スバニングツリー、 QoS 、 IEEE 802 .IX 
認証機能 、 IGMP Snooping 、 PoE 給電機能など)の設定を行います。 

Statistics 

本機器の統計情報を表示します。 

Switch Tools 
Configuration 

本機器の付加機能(ソフトウェアアップグレード、設定の保存•読込、 Ping 、 シ 
ステ厶ログなど)の設定を行います。 

Save Configuration 
to Flash 

本機器で設定した内容を内蔵メモリに書き込みます。 

Run CLI 

コマンドラインインタフェースに切り替えます。 

Quit 

メインメニューを終了し、□グイン画面に戻ります。 
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4.5. 基本情報の表示 (GeneraI Information Menu) 

「Main Menu 」 で 「 A 」 を選択すると図 4-5-1 のような 「General Information Menu 」 にな 
ります。この画面を選択すると、本機器の情報を見ることができます。この画面は表示の 
みで設定する項目はあ D ません。 



図 4-5-1 スイッチの基本情報の表示 
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画面の説明 


bystem up for 

本機器が起動してからの通算の時間を表示します。 

Boot Code 
Version 

本機器のソフトウェアのパージョンを表示します。 

Runtime Code 
Version 

Hardware 

Information 

ハードウ I アの情報を表示します。 

Version 

ハードウエアのパージョンを表示します。 

DRAM Size 

実装されている DRAM の容量を表示します。 

i-ixed Baud 

Rate 

コンソ _ ルのボーレ _ 卜を表示します。 

Flash Size 

実装されている Flash メモリの容量を表示します。 

Administration 

Information 

ここで表示される項目は 4.6.1 章の 「System administration Configuration 」 で設定 
を行います。 

switch Name 

設定した本機器の名前を表示します。工場出荷時には何も設定され 
ていません。設定については 4.6. 1章を参照してください。 

Switch 

Location 

設定した本機器の設置場所を表示します。工場出荷時には何も設定 
されていません。設定については 4.6. 1章を参照してください。 

Switch Contact 

設定した連絡先を表示します。工場出荷時には何も設定されていま 
せん。設定については 4.6. 1章を参照してください。 

System MAC 
Address,IP 
Address,Subne 
t Mask and 
Gateway 

ここで表示される項目は 4.6.2 章の 「System IP Configuration 」 で設定を行います。 

MAC address 

本機器の MAC アドレスが表示されます。これは、個々の装置に固 
有の値で、変更することはできません。 

IP Address 

本機器に設定されている IP アドレスを表示します。工場出荷時には 
何も設定されていませんので 0.0.0.0 と表示されます。設定につい 
ては 4.6.2 章を参照してください。 

Subnet Mask 

本機器に設定されているサブネットマスクを表示します。工場出荷 
時には何も設定されていませんので 0.0.0. 0と表示されます。設定 
については 4.6. 2章を参照してください。 

Default 

Gateway 

デフォルトゲートウェイとなるルータの IP アドレスを表示します。 
工場出荷時には何も設定されていませんので 0.0.0. 0と表示されま 
す。設定については 4.6. 2章を参照してください。 

DHCP Mode 

IP アドレスの取得に DHCP を利用するかどうかの設定を表示しま 
す。設定の変更については 4.6.2 章を参照してください。 
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4.6. 基本機能の設定 (Basic Switch Configuration) 

「Main Menu 」 から 「 B 」 を選択すると図 4~6-1 のような 「Basic Switch Configuration 
Menu 」 の画面になります。この画面では IP アドレス、 SNMP 、 ポートの設定、スバニング 
ツリー、アクセス制限等の設定を行います。 



図 4-6-1 スイッチの基本機能設定メニュー 


画面の説明 


bystem Administration 
Configuration 

スイッチの名前、場所、連絡先の管理情報をメモできます。 

bystem IP Configuration 

ip アドレスに関するネットワーク情報の設定を行います。 

SNMP Configuration 

SNMP に関する設定を行います。 

Port Configuration Basic 

各ポートの設定を行います。 

Port Configuration Extend 

各ポートの名称設定を行います。 

System Security 
Configuration 

本機器へのアクセス条件等の設定を行います。 

Mail Report Configuration 

E メールレポートの送信設定を行います。 

Forwarding Database 

MAC アドレステープルを表示します。 

SNTP 

Configuration 

SNTP を利用した時刻同期機能の設定を行います。 

Quit to previous menu 

メインメニューに戻ります。 
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4.6.1. 管理情報の設定 (System Administration Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-2 のような 
「System Administration Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、機器 
名称等の管理情報を設定します。 



図 4-6-2 管理情報の設定 


画面の説明 


Description 

システムの説明です。変更できません 

Object ID 

M 旧のオブジェクト ID を表示します。変更はできません。 

Name 

システム名を表示します。工場出荷時には何も設定されていません。 

Location 

設置場所を表示します。工場出荷時には何も設定されていません。 

Contact 

連絡先を表示します。工場出荷時には何も設定されていません。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

システム名の設定 • 変更を行います。 



「 N 」 と入力するとプロンプトが 「Enter system name >」 となりますので、スイッチを区別するため 
の名前を半角英数字50文字以内で入力してください。 

L 

設置場所情報の設定 • 変更を行います。 



「 U と入力するとプロンプトが 「Enter system location >」 となりますので、スイッチの設置場所を 
区別するための名前を半角英数字50文字以内で入力してください。 

C 

連絡先情報の設定 • 変更を行います。 



「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter system contacts となりますので、連絡先や問い合わせ先 
等の情報を半角英数字50文字以内で入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.2. IP アドレス(こ関する設定 (System IP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド「 I 」を選択すると、図 4-6-3 のような 
「System IP Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、本機器の IP アドレ 
スに関する設定を行います。 



図 4-6-3 IP アドレスの設定 


画面の説明 


MAC Address 

本機器の MAC アドレスが表示されます。 

装置固有の値のため、変更できません。 

IP Address 

現在設定されている IP アドレスを表示します。 

工場出荷時には何も設定されていませんので0.0.0.0と表示されます。 

Subnet Mask 

現在設定されているサブネットマスクを表示します。 

工場出荷時(こは何も設定されていませんので 0.0.0. 0と表示されます。 

Default 

Gateway 

現在設定されているデフォルトゲートウェイとなるルータの IP アドレスを表示します。 

工場出荷時(こは何も設定されていませんので0.0.0.0と表示されます。 

DHCP Mode 

起動時に DHCP サーバ'に IP アドレス取得の要求をだす設定になっているかを表示します。 
工場出荷時は Disabled に設定されています。 

Enabled 

起動時に DHCP サーバに IP アドレス取得の要求を行います。 

Disabled 

起動時に DHCP サーバに IP アドレス取得の要求を行いません。 

DHCP Renew 

IP アドレスを DH 

CP サーバから再取得します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


1 

IP アドレスの設定 • 変更を行います。 



「1」と入力するとプロンプトが 「Enter new IP Address >」 となりますので、スイツチの IP アドレス 
を入力してください。 

M 

サブネットマスクの設定 • 変更を行います。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new IP subnet mask 〉」 となりますので、サブネットマス 
クを入力してください。 

G 

デフォルトゲートウェイとなるルータの IP アドレスの設定 • 変更を行います。 



「 G 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new gateway IP >」 となりますので、デフォルトゲートウ 
エイとなるルータの IP アドレスを入力してください。 

A 

IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイの設定を一括で行います。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Enter IP address 〉」 となりますので、スイッチの IP アドレスを入 
力してください。次にプロンプトが 「Enter subnet mask >」 となりますので、サブネットマスクを 
入力してください。次にプロンプトが 「Enter new gateway IP address 〉」 となりますので、デフ 
ォルトゲートウェイとなるルータの IP アドレスを入力してください。 

D 

DH 

CP サーパからの IP アドレスの自動取得モードの有効 • 無効を設定します。 


E 

自動取得を有効にします。（ネットワーク上に DHCP サーパが稼働中の場合のみ動作します。） 


D 

自動取得を無効にします。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意：この項目を設定しないと、 SNMP 管理機能と Telnet によるリモート接続は使用で 
きません。必ず設定してください。どのように設定したら良いか分からない場合 
は、ネットワーク管理者にご相談ください。ネットワーク上の他の装置の IP アド 
レスと重複してはいけません。また、この項目には、本機器を利用するサブネッ 
卜上の他の装置と同じサブネットマスクとデフォルトゲートウェイを設定してく 
ださい。 
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4.6.3. SNMP の設定 (SNMP Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 N 」 を選択すると、図 4-6-4 のような 
「SNMP Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNMP エージェント 
の設定を行います。 



図 4-64 SNMP の設定 


画面の説明 


SNMP 

Manaaement 

Configuration 

SNMP マネージャに関する設定を行います。 

SNMP Trap 

Receiver 

Configuration 

SNMP トラップ送信に関する設定を行います。 

Quit to previous 

menu 

上位のメニューに戻ります。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


M 

SNMP マネージャの設定を行います。 


「 M 」 と入力すると SNMP Management Configuration Menu に移動します 0 

T 

トラップ送信の設定を行います。 


「 T 」 と入力すると SNMP Trap Receiver Configuration Menu に移動します 0 

Q 

SNMP Configuration Menu を終了し、上位のメニユーに戻ります 0 
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4.6.3.a. SNMP マネージャの設定 (SNMP Management Configuration) 

「SNMP Configuration Menu 」 でコマンド 「 M 」 を選択すると、図 4-6-5 のような 「SNMP 
Management Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNMP マネージ 
ャの設定を行います。 



図 4-6-5 SNMP マネージャの設定 


画面の説明 


SNMP Manager 
List 

現在設定されている SNMP マネージャの設定を表示します。 

No . 

SNMP マネージャのエントリ番号です。 

Status 

SNMP マネージャの状態を表示します 

ヒ nabled 

SNMP マネージャが有効であることを表します。 

Disabled 

S N M P マネージャは無効であることを表します。 

Privileae 

SNMP マネージャのアクセス権限を表示します。 

Read-Write 

読み書きともに可能です。 

Read-Only 

読み取りのみ可能です。 

IP Address 

トラップ送信先の ip アドレスを表示します。 

Community 

トラップ送信する場合の、現在設定されているコミュニティ名を表示 
します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

SNMP マネージャの状態を設定します。 


「 S 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enabled or 

Disabled SNMP manager ( E / D )>」 に変わりますので、 SNMP マネージャを有効にする場合は 「 E 」、 
無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

1 

S 

NMP マネージャの IP アドレスを設定します。 


「1」と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enter IP Address 
for manager >」 に変わりますので、 IP アドレスを入力してください。 

R 

S 

NMP マネージャのアクセス権限を設定します。 


「 R 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enterthe 
selection >」 に変わりますので、読込専用 ( Read - only ) の場合は「1」を、読み書き可能 ( Read - write ) 

の場合は「2」を入力してください。 

C 

S 

NMP マネージャのコミュニティ名を設定します。 


「 C 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりますので、設定を行う 
SNMP マネージャのエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enter community 
name for manager 〉」 に変わりますので、コミュニティ名を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


34 





1 Disabled v 

2 Dibbled v 

3 Disabled v 

4 Disabled v 

$ Disabled v 

5 Disabled v 

7 Disabled v 

8 Dibbled v 

3 Disabled v 

10 Disabled v 


Trap Reviver List ： 

No. Stttius Type IP AMtess Co—unity 


PN 23249 H Loc«l Manaceftent System 

SNMP Confiture!ioo -> SfiF Trtp Receiver Cooficuretion Merw 


Set Receiver [Sji^tus Set Receiver [IjP In[dJ ivid^l Tr，p Confit 

Set Tr®p [T]ype Set Receiver [C]oMunily [0]uii to previous aeru 


COMMHd 〉 



く COMMND 〉 



4.6.3.b. トラッフ送信の設定 (SNMPTrap Receiver Configuration) 

「SNMP Configuration Menu 」 でコマンド 「 T 」 を選択すると、図 4-6-6 のような 「SNMP 
Trap Receiver Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNMP トラップ 
送信の設定を行います。 


図 4-6-6 SNMP トラップ送信の設定 


画面の説明 


Trap Receiver List 現在設定されているトラップ送信先の IP アドレスとコミュニティ名を表示します。 


No . 

トラッフ°送信先のエントリ番号です。 

Status 

トラップを送信するかどうかを表示します 

ヒ nabled 

トラップを送信します。 

Disabled 

トラップを送信しません。 

Type 

トラップの f 

i 類を表示します。 

VI 

SNMP vl のトラップを送信します。 

V 2 

SNMP v 2 のトラップを送信します。 

IP Address 

トラップ送す 

1先の IP アドレスを表示します。 

Community 

トラップ送信する場合の、現在設定されているコミュニティ名を表示 
します。 


0000000000 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

トラップ送信先の有効/無効を設定します。 



「 S 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enabled or 
Disabled Trap Receiver ( E / D )>」 に変わりますので、 SNMP マネージャを有効にする場合は 
「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

1 

トラップ送信先の1 P アドレスを設定します。 



「1」と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enter IP 
Address for trap receiver 〉」 に変わりますので、 IP アドレスを入力してください 0 

D 

U ンク状態変更時のトラップ送出について設定します。 



「 D 」 と入力すると、画面が 「 Enabled/Disabled Individual Trap Menu 」 に切り替わります 0 
詳細な設定については次項 (4.6.3.C) を参照ください。 

T 

トラップの種類を設定します。 



「丁」と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number 〉」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enter the 
selection 〉」 に変わりますので、トラップを SNMP vl とする場合は「1」を 、 SNMP v 2 とする場 
合は「2」を入力してください。 

C 

トラップ送信先のコミュニティ名を設定します。 



「 C 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter manager entry number >」 に変わりますので、設定を 
行うトラップ送信先のエントリ番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Enter 
community name for trap receiver 〉」 に変わりますので、コミュニティ名を入力してくださ 
い0 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.3. C . リンク状態変更時のトラップ送出 

(Enabled/Disabled Individual Trap Menu) 

「SNMP Trap Receiver Configuration 」 でコマンド 「 d 」 を選択すると、図 4-6-7 のような 
「 Enabled/Disabled Individual Trap Menu 」 の画面になります。この画面では、各ポート 
のリンク状態が変更された際のトラップ送出の設定を行います。 



図 4-6-7 リンク状態変更時のトラップ送出の設定 


画面の説明 


Authent Failure 

リンク状態変更時のトラップ送出の有効 • 無効の設定を表示します。 

Enabled 

トラッフ°送出を有効にします。 

Disabled 

トラップ送出を無効にします。（工場出荷時設定） 

Enabled Link 
Up/Down Port 

リンク状態が変1 
工場出荷時は全 

邑された際、トラップ送出がされる対象のポート番号を表示します。 

\卜に設定されています。 

PoE Trap 

Control 

PoE トラップコント□—ルを有効 • 無効の設定を表示します。 


ヒ nabled 

トラップ 1 送出を有効にします。 

Disabled 

トラップ送出を無効にします。（工場出荷時設定） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 
A I リンク状態変更時のトラップ送出の有効/無効を設定します。 

「 A 」 と入力すると、プロンプトが 「Enabled or Disabled SNMP Authentication trap ( E / D )>」 に 
変わりますので、トラップ送出を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してくださ 
い。 

P U ンク状態変更時のトラップ送出の対象ポートを追加します。 

| _ 「 P 」 と入力すると、プロンプトが I Enter port number >」 に変わりますので、トラップ送出の対象 
としたいポート番号を入力してください。 

D リンク状態変更時のトラップ送出の対象ポ^卜を削除します。_ 

「 D 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、トラップ送出の対象 

_&卜としたいポート番号を入力してください。_ _ 

E PoE Global Configuration Menu で設定した Power Usage Threshold For Sendina Trap のパーセ 

ンテージを超えた場合トラップ送出をします。 

| _ 「 E 」 と入力すると、プロンプトが [Enabled or Disabled PoE trap ( E / D )>」 に変わりますので、卜 
ラップ送出を有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

Q 上位のメニューに戻ります。 



[N]exi P^e Set 【 M】ode 

[P]r«yiou« P«(« Set [F]lo« Control 

Set (A]<tein Status [S]ei Auto-lCI 

Co—ir>d> 


(Ojuil to previous i 


PIC 3 ? 4 $H Loctl tUrvucoenl Systea 

Basic Switch Conf i(ur«lion -> Port Corvf icur«tioo Basic Menu 


£ile £drt getup Octroi Window 决ね 


4.6.4. 各ホートの設定 (Port Configuration Basic) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 p 」 を選択すると、図小6-8のような 
「Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、各ポートの状態表示、及 
びポートの設定を行います。 


図 4-6-8 各ポ_卜の設定 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランクに設定されている場合にグループ番号を表示します。 

Type 

ポートの種類を表します。 

100 TX 

10/1 00 BASE - TX を表します。 

10001 

1000 BASE - T を表します。 

1000 X 

GBIC ポートを表します。 

Admin 

現在のポートの状態を表します。工場出荷時はすべて 「 Enabled 」 に設定されています。 

ヒ nabled 

ポートが使用可能です。 

Disabled 

ポートが使用不可です。 

Link 

現在のリンクの状態を表します。 

Up 

U ンクが正常に確立した状態を表します。 

Down 

リンクが確立していない状態を表します。 

Mode 

通信速度、全/半二重の設定状態を表します。 

工場出荷時はすべて 「 Auto 」 に設定されています。 

Auto 

才ートネゴシエーシヨンモード 

100 OF 

1 Gbps 全二重 

100- FDx (100 F ) 

100 Mbps 全二重 

100- HDx (100 H ) 

100 Mbps 半二重 

10- FDx (10 F ) 

10 Mbps 全二重 

10- HDx (10 H ) 

10 Mbps 半二重 

Flow Ctrl 

フローコント □_<) 

工場出荷時は全て r 

レの設定状態を表します。 

Disabled 」 に設定されています。 

ヒ nabled 

フローコント□—ル中であることを表します。 

Disabled 

フローコント□—ルをしていないことを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 

N 次のページを表爪します。 

~| 「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 

P ~ 前のページを表示します。 

_ i =「 p 」 と入力すると前のポートを表示します。 

S 各ポートを有効か無効か ( Enabled / Disabled ) に設定できます。 

「 S 」 を入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てください。すると、プロンプトが 「Enabled or Disabled port # ( E / D )>」 となりますので、有効 
( Enabled ) にする場合は 「 E 」 を無効 ( Disabled ) にする場合は 「 D 」 を入力してください。入力が完 
了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

~ M 各ポートの速度と全/半二重を設定できます。 

「 M 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port number >」となりますので、変更したいポート番号 
を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力してください。す 
ると、プロンプトが 「Enter mode for port # ( A / N )>」 となりますので、才ートネゴ シエーシ ョン 
モードを使用する場合は 「 A 」、 使用しない場合は 「 N 」 を選択してください。 「 N 」 を選択した場合、 
プロンプトが 「Enter speed for port #(10/1 00/1000)>」となりますので、設定したい通信速度 
を入力してください。指定するとプロンプトが 「Enter duplex for port #( F / H )>」 に変わりますの 
で、全二重の場合は 「 F」(Full duplex )、 半二重の場合は 「 H」(Half duplex ) を指定してください。入 

力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。_ 

Mode A 才 _ トネゴシエーションモ _ ドに設定 

N オートネゴシエーションモードを使用しない 

_ ( Giqa の速度の固定は未サポート）_ 

Speed 10 10 Mbps に設定 

_ 100 100 Mbps に設定 

Duplex F 全二重に設定 

H 半二重に設定 

F フローコント□—ルを使用するかどうかの設定を行うことができます。_ 

「 F 」 を入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てくださし、。すると、プロンプトが 「Enabled or Disabled flow control for port # ( E / D )>」 とな 
りますので、使用する ( Enabled ) 場合は 「 E 」 を、使用しない （ Disabled ) 場合は 「 D 」 を入力して 
ください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

Q 上位のメニューに戻ります。 


ご注意：この画面はポートの状態を表示していますが、自動的に更新されません。最新の 
状態を表示するには何らかのキー入力を行なってください。 
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4.6.5. ホートの名称設定 (Port Configuration Extend) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド re 」 を選択すると、図 4-6-9 のような 
「Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、各ポートの状態表示、及 
びポートの設定を行います。 


図 4-6-9 ポートの名称設定 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランクに設定されている場合にグループ番号を表示します。 

Type 

ポートの種類を表します。 


100 TX 

10/1 00 BASE-TX を表します。 


10001 

1000 BASE-T を表します。 


1000 X 

GBIC ポートを表します。 

Link 

現在のリンクの状態を表します。 


Up 

リンクが正常に確立した状態を表します。 


Down 

リンクが確立していない状態を表します。 

Port Name 

ポートの名称を表します。 



II 

port 一 5 

:popopopopopopopopopopopo 


— 21 
112 


iTXwTXTXTXTXTXTXTXTXTXTX 

: sssloosssloosmoss 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると前のポートを表示します。 

A 

各ポートに名称を設定できます。 



「 A 」 を入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、変更し 
たいポート番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力し 
てください。すると、プロンプトが 「Enter port name string >」 となりますので、名称を入力して 
ください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意：この画面はポートの状態を表示していますが、自動的に更新されません。最新の 
状態を表示するには何らかのキー入力を行なってください。 
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4.6.6 . アクセス条件の設定と鼋源の状態確認 

(System Security Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図 4-6-10 のような 
「System Security Configuration 」 の画面になります。この画面では、設定•管理時に本 
機器にアクセスする際の諸設定を行います。 



図 4-6-10 アクセス条件の設定 
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画面の説明 


Power Supplv ( PS ) Status 

AC 電源からの電源供給状態を表示します。 

Redundant Power 
Supply ( RPS ) Status 

冗長化電源 RPS -370( 別売)からの電源供給状態を表示します。 

Console Ul Idle Time Out 

コンソールで接続しているときに、何も入力がなかった場合のセッションが 
切れるまでに設定されている時間を分単位で表示します。 

工場出荷時は5分に設定されています。 

Telnet Ul Idle Time Out 

Telnet でリモート接続しているときに、何も入力がなかった場合のセッショ 
ンが切れるまでに設定されている時間を分単位で表示します。 

工場出荷時は5分に設定されています。 

Telnet Server 

Telnet でのアクセスを可能にするかどうかを表示します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 に設定されています。 

Enabled 

アクセス可 

Disabled 

アクセス不可 

SNMP Agent 

SNMP でのアクセスを可能にするかどうかを表示します。 

工場出荷時は 「 Enabled 」 に設定されています。 

Enabled 

アクセス坷 

Disabled 

アクセス不可 

Web Server Status 

Web でのアクセスを可能にするかどうかを表示します。 

工場出荷時は 「 Disabled 」 に設定されています。 

Enabled 

アクセス可 

Disabled 

アクセス不可 

IP Setup Interface 

Panasonic ! 

ウェアでの3 
「 Enabled 」 
※注意事項7； 

&ネットワークカメラに同梱されている ip アドレス設定ソフト 
マクセスを可能にするかどうかを表示します。工場出荷時は 
に設定されています。 

S どにつきましては、付録 C をご確認ください。 

Enabled 

アクセス可 

Disabled 

アクセス不可 

Local User Name 

現在設定されている□グインする際のユーザー名を表示します。 

工場出荷時は 「 manager 」 に設定されています。 

Syslog Transmission 

Syslog サーバへシステム□グを送信することが可能かどうかを表示します。 
工場出荷時は 「 Disabled 」 に設定されています。 

Enabled 

Syslog サーノ t へシステムログを送信する。 

Disabled 

Syslog サーバへシステムログを送信しない。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


C 

コンソールで接続しているときの何も入力がなかった場合に自動的に接続が切断されるまでの時間を 
設定します。 


「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter console idle timeout >」 と変わります。ここで〇〜60(分） 
までの値を設定してください。0と設定した場合は自動切断しなくなります。 

T 

Tel 

しさ 

net で接続しているときの何も入力がなかった場合に自動的に接続が切断されるまでの時間を設定 
技す。 


「 T 」 と入力するとプロンプトが 「Enter telnet idle timeout 〉」 と変わります。ここで1〜60(分)まで 
の値を設定してください。 

N 

□グインする際のユーザー名を変更します。 


「 N 」 と入力するとプロンプトが 「Enter current password >」 と変わりますので、現在のパスワード 
を入力してください。パスワードが正しい場合、プロンプトが 「Enter new name >」 と変わります 
ので、新しいユーザー名を半角12文字で入力してください。 

P 

□グインする際のパスワードを変更します。 


「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enter old password >」 と変わりますので、現在のパスワードを入 
力してください。パスワードが正しい場合、プロンプトが 「Enter new password >」 と変わります 
ので、新しいパスワードを半角12文字で入力してください。入力すると確認のためプロンプトが 
「Retype new password >」 となりますので新しいパスワードを再入力してください。 

L 

Tel 

net でのアクセスを可能にするかどうかを設定します。 


「 U と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled telnet server ( E / D )>」 と変わります 0 
アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくするには 「 D 」 を入力してください。 

S 

SN 

MP でのアクセスを可能にするかどうかを設定します。 


「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled SNMP Agent ( E / D )>」 と変わります。 
アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくするには 「 D 」 を入力してください。 

W 

Web でのアクセスを可能にするかどうかを設定します。 


「 W 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled web server ( E / D )>」 を変わります 0 
アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくするには 「 D 」 を入力してください。 

1 

Panasonic 製ネットワークカメラに同梱されている IP アドレス設定ソフトウェアでのアクセスを可能 
にするかどうかを設定します。 


「1」と入力するとプロンプトが 「Enable or Disable IP setup interface ( E / D )> J と変わります。 
アクセス可能にするには 「 E 」 を、アクセスできなくするには 「 D 」 を入力してください。 

Y 

Syslog サーバへシステムログを送信するかどうかを設定します。 


「丫」と入力するとプロンプトが 「 Enabled/Disabled S [ y]slog Transmission 」 と変わります。 

Syslog サーパへシステム□グを送信する設定にするならば旧を、送信しないならば 「 D 」 を入力し 
てください。 

R 

IEEE 802. IX 認証で使用する RADIUS サーバのアクセス設定を行います。 


「 R 」 と入力すると RADIUS Configuration Page に移動します。ここでの設定については次項 
(4.6.5. a ) を参照してください。 

G 

Syslog サーバへシステムログを送信する条件の設定を行います。 


「 G 」 と入力すると Syslog Transmission Configuration Page に移動します。ここでの設定につい 
ては次項 (4.6.6. b ) を参照してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.6.a. RADIUS の設定 (RADIUS Configuration) 

「System Security Configuration 」 でコマンド 「 R 」 を選択すると、図 4-6-11 のような 
「RADIUS Configuration Page 」 の画面になります。この画面では、 IEEE 802. IX 認証で使 
用する RADIUS サーバへのアクセス設定を行います。 


図 4-6-11 RADIUS の設定 


画面の説明 


NAS ID 

認証 ID(NAS Identifier ) を表示します 0 

server IP 

Address 

RADIUS サーパの IP アドレスを表示します。 

工場出荷時は設定されていませんので、0.0.0.0と表示されます。 

Shared Secret 

認証の際に用いる共通鍵 (Shared Secret ) を表示します。サーバ側とクライアント側で 
同じ設定にする必要があり、通常システム管理者が設定します。 

工場出荷時は設定されていません。 

Response Time 

RADIUS サーバへの認証要求に対する最大待機時間を表示します。 

工場出荷時は10秒に設定されています。 

Maximum 

Retransmission 

RADIUS サーバへの認証要求が再送される回数を表示します。 

工場出荷時は3回に設定されています。 


i 


0 0 0 00 
00 0 00 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 

J NAS ID を設定します。 

[ 「 I 」を入力するとプロンプトが 「Enter NAS ID >」 に変わりますので、半角16文字以内で入力してくだ 
さい。 

RADIUS サーバの IP アドレスを設定します。_ 

「 A 」 と入力すると表示が 「Errter IP Address for radius server 〉」 となりますので、 IP アドレスを入力 
してください。 

r _ RADIUS サーバの共通鍵を設定します。_ 

「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter secret string for server 〉」 に変わりますので、半角20文字以 
内で入力してください。 

r 認証要求に対してパが応答するまでの待機時間を設定します。 

T 「 R 」 と入力するとプロンプトが 「Enter response time 〉」 に変わりますので、1〜120(秒)までの値を 
入力してください。 

J 認証要求が再送される最高回数を設定します。_ 

「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter maximum retransmission 〉」 に変わりますので、1〜254ま 
での整数を入力してください。 

r 上位のメニューに戻ります。 





4.6.6.b. Syslog Transmission の設定 

(Syslog Transmission Configuration) 

「System Security Configuration 」 でコマンド 「 G 」 を選択すると、図小6-12のような 
「Sysloa Transmission Confiauration Page 」 の画面になります。この画面では、システ 
ムログを送信する Syslog サーバ情報の設定を行います。 



図 4-6-1 2 Syslog Transmission の設定 


画面の説明 


Status 

Syslog Transmission の状態を表示します 0 

IP Address 

Syslog サーパの IP アドレスを表示します。 

Facillity 

Facillity の値を表示します。 

Include 

SysName/IP 

追加する情報を表示します。 

bysName 

送信するシステム□グに本機器の SysName を追加します。 

IP address 

送信するシステム□グに本機器の IP Address を追加します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


S 

Syslog Transmission の状態を設定します 0 



「 S 」 と入力すると表示が 「Enter manager entry number >」 となりますので、設定したい No . を入力 
してくださしヽ。するとプロンプトが 「Enabled or Disabled Server ( E / D )>」 と変わりますので、有効 
にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

F 

Fadllity ^ r 設定します。 



「 F 」 と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。するとプロンプトが 「Enter Server Facility 〉」 と変わりますので、〇〜 7( Local ◦〜 
Local 7 ) までの値を入力してください。 

1 

Syslog サーパの IP アドレスを設定します。 



「1」と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉 」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。するとプロンプトが 「Enter IP address for manager 〉」 と変わりますので 、 Syslog 
サーノ t の1 P アドレスを入力してください。 

Y 

送信するシステムログに追加する情報を設定します。 



「丫」と入力すると表示が 「Enter manager entry number 〉」 となりますので、設定したい No . を入力 
してください。するとプロンプトが 「Enter Include Information 〉」 と変わりますので、本機器の 
SysName を追加する場合は 「 S 」 を、 IP アドレスを追加する場合は「1」を、追加しない場合は 「 N 」 を入 
力してください。 

C 

Syslog Transmission の設定情報を初期化します。 



「 C 」 と入力すると表示が 「Enter manager entry number >」 となりますので、初期かしたい No . を入 
力してください。するとプロンプトが 「Clear Syslog Server informations 」 と変わりますので、初 
期化する場合は「丫」を、初期化しない場合は 「 N 」 を加しない場合は 「 N 」 を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.7. E-mail 通知機能の設定 (Mail Report Configuration) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 M 」 を選択すると、 図 4-6-13 のような 
「Mail Report Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 E - mail を用いた 
障害や動作情報の通知を設定することができます。 



図 4-6-1 3 メールレポート機能の設定 


画面の説明 


SMTP Serverl 

SMTP サーパのアドレスを表します。 

Dest Account 1 

送信先のメールアドレスを表します。 

Dest Account 2 

Dest Account 3 

Sender Account 

送信元のメールアドレスを表します。 

Report Destination 

レポートの送信対象である送信先アカウントの番号を表します。 

Trap Destination 

トラップの送信対象である送信先アカウントの番号を表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


S 

SMTP サーパのアドレスを設定します。 



rs 」 を入力するとプロンプトが 「Enter new SMTP server 〉」 に変わりますので、設定するアドレスを 
入力してください。 

D 

送信先のメールアドレスを設定します。 



「 D 」 を入力するとプロンプトが 「Enter destination account entry number 〉」 に変わりますので、 
設定したいアドレスの番号を 1-3 の範囲で入力してください。その後、プロンプトが 「Add or Delete 
or Set destination account E-mail address ( A / D / M )>」 に変わりますので、追加および変更をす 
る場合はそれぞれ 「 A 」 か 「 M 」 を入力後に設定アドレスを、削除する場合は 「 D 」 を入力してくだ 
さい。 

C 


"Report Data Configuration 」 を表示します。詳しくは次項 (4.7.6. a .) を参照してください。 

N 

送信元メールアドレスのドメイン名を設定します。 



「 N 」 を入力するとプロンプトが 「Enter domain name >」 に変わりますので、設定するドメインを入 
力してください。」 

R 

レポートの送信先を設定します。 



「 R 」 を入力するとプロンプトが 「Enter report destination entry number >」 に変わりますので、レ 
ポートの送信先に設定するアカウントの番号を1 -3 の範囲で入力してください 。 j 

E 

レポートの送信先を解除します。 



「 E 」 を入力するとプロンプトが 「Enter report destination entry number >」 に変わりますので、解 
除設定するアカウントの番号を1 -3 の範囲で入力してください 。 d 

T 

トラップの送信先を設定します。 



「 T 」 を入力するとプロンプトが 「Enter trap destination entry number >」 に変わりますので、トラ 
ップの送信先に設定するアカウントの番号を1 -3 の範囲で入力してください 。 d 

P 

トラップの送信先を解除します。 



「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Enter trap destination entry number >」 に変わりますので、解除 
設定するアカウントの番号を1 -3 の範囲で入力してください 。 j 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.7.a. レポートデータの設定 (Report Data Configuration) 

「Mail Report Configuration 」 でコマンド 「 CI を選択すると、図 4-6-1 4のような 「Report 
Data Configuration 」 の画面になります。この画面では、レポートメールに記載する内容 
の設定を行います。 



図 4-6-1 4 レポートデータの設定 


画面の説明 


Report Interval 

レポートの間隔を表します。 

sample Interval 

サンプ;レの取得を行う間隔を表します。 

Port Info 

ポートの状態が通知対象になっているかを表します。 

Traffic Info 

トラフィック情報が通知対象になっているかを表します。 

System Log 

システム□グが通知対象になっているかを表します。 

Attach File 

レポートメールに通知内容を添付するかを表します。 

Attached File Type 

添付ファイ)レの形式を表します。 

Attached Ports 

レポートの対象とするポート番号を表します。 

Utilization 

利用率が通知対象になっているかを表します。 

Total Frame 

合計フレーム数が通知対象になっているかを表します。 

Broadcasts 

ブロードキャストの回数が通知対象になっているかを表します。 

Multicasts 

マルチキャストの回数が通知対象になっているかを表します。 

Collisions 

コリジョンの回数が通知対象になっているかを表します。 

Errors 

エラーの回数が通知対象になっているかを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


R 

レポート間隔を設定します。 


「 R 」 を入力するとプロンプトが 「Set report interval to daily / weekly/monthly ( D ハ/ V / M )>」 に変 
わりますので、毎日通知させる場合は 「 D 」 を、毎週の場合は rw 」 を、毎月の場合は 「 M 」 を入力 
してください。 

S 

サンプ ) レの取得間隔を設定します。 


「 S 」 を入力するとプロンプトが 「Set sample interval (1/2/3/4/5/6)>」に変わりますので、設定し 
たい間隔を以下の番号 ( 1 -6) から選択してください。 

110分 2 30分 31時間 4 3時間 5 6時間 61日 

P 

ポート情報の通知を設定します。 


「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled port information attached in report 
( E / D )>」 に変わりますので、有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してくださ 
い〇」 

T 

トラフィック情報の通知を設定します。 


「 T 」 を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled traffic information attached in report 
( E / D )>」 に変わりますので、有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してくださ 
い〇」 

L 

システム□グ上納の通知を設定します。 


「 U を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled system log attached in report ( E / D )>」 に 
変わりますので、有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください 。 d 

F 

添付 ファイ j レの有無を設定します。 


「 F 」 を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled attached file in report ( E / D )〉」 に変わりま 
すので、有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください 。 d 

Y 

添付フアイ）レの形式を設定します。 


「丫」を入力するとプロンプトが 「Set attached file type to csv/txt ( C / T )>」 に変わりますので 、 CSV 
形式にする場合は rc 」 を、テキスト形式にする場合は 「 T 」 を入力してください。 

A 

レポートの対象とするポートを設定します。 


「 A 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port numbers (up to 26 ports )〉」 に変わりますので、解除 
設定するポート番号を 1-26 の範囲で入力してください。^ 

D 

レポートの対象とするポートを解除します。 


「 D 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port numbers (up to 26 ports )〉」 に変わりますので、解除 
設定するポート番号を 1-26 の範囲で入力してください 。 j 

U 

利用率の通知を設定します。 


「 U 」 を入力するとプロンプトが 「Attach or Detach utilization in report ( A / D )>」 に変わりますの 
で、通知する場合は 「 A 」 を、通知しない場合は 「 D 」 を入力してください 。 j 

〇 

合計フレーム数の通知を設定します。 


「〇」を入力するとプロンプトが 「Attach or Detach total frames in report ( A / D )>」 に変わります 
ので、通知する場合は 「 A 」 を、通知しない場合は 「 D 」 を入力してください 。 d 

B 

ブロードキャストの回数通知を設定します。 


「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Attach or Detach broadcasts in report ( A / D )>」 に変わりますの 
で、通知する場合は 「 A 」 を、通知しない場合は 「 D 」 を入力してください 。 j 

M 

マルチキャストの回数通知を設定します。 


「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Attach or Detach multicasts in report ( A / D )>」 に変わりますの 
で、通知する場合は 「 A 」 を、通知しない場合は 「 D 」 を入力してください 。 u 
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m 


コリジョンの回数通知を設定します。_ 

「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Attach or Detach collisions in report ( A / D )>」 に変わりますの 
で、通知する場合は 「 A 」 を、通知しない場合は 「 D 」 を入力してください。^ 

エラーの回数通知を設定します。_ 

「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Attach or Detach total errors in report ( A / D )>」 に変わりますの 
で、通知する場合は 「 A 」 を、通知しない場合は 「 D 」 を入力してください。^ 

上位のメニューに戻ります。 






4.6.8. MAC アドレステープルの参照 (Forwarding Database) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 F 」 を選択すると、 図小6-15 のような 
「Forwarding Database Information Menu 」 の画面になります。この画面では、パケッ 
卜の転送に必要な学習され記憶されている MAC アドレスのリストを表示します。 

また、静的に MAC アドレスの追加 • 削除を行えます。 



図 4-6-1 5 MAC アドレステープルの参照 


画面の説明 


btatic Address Table 

フォワーディングデータベースの MAC アドレスの追加•削除を行います。 

Display MAC Address by 

Port 

ポート每の MAC アドレステープルを表示します。 

Display MAC Address by 
MAC 

登録されている全ての MAC アドレスを表示します。 

Display MAC Address by 

VID 

VLAN 毎の MAC アドレステープルを表示します。 

Quit to previous menu 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.8. a . MAC アドレスの追加 • 削除 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、 図小6-16 の 
ような 「Static Address Table Menu 」 の画面になります。この画面では、静的に MAC アド 
レスの追加 • 削除を行えます。 



図 4-6-1 6 MAC アドレスの追加 • 削除 


画面の説明 


MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属するポートを表示します。 

VLAN ID 

MAC アドレスの属する VLAN ID を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると前のページを表示します。 

A 

MAC アドレスを追加登録します。 



「 A 」 と入力すると表示が 「Enter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx )」 となりますので、追加する MAC 
アドレスを入力してください。 

D 

登録された MAC アドレスを削除します。 



「 D 」 と入力すると表示が 「Enter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx )」 となりますので、削除する MAC 
アドレスを入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.8. b . MAC アドレスの学習モードの設定 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-6-17 の 
ような 「MAC Learning Menu 」 の画面になります。この画面では、ポート毎の MAC アド 
レスの学習モードの設定を行えます。 


図 4-6-1 7 MAC アドレスの学習 


画面の説明 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


Port 

ポート番号を表示します。 

MAC Learning 

MAC アドレスの学習方法を表示します。 

Auto 

動的な MAC アドレスの学習を行います。 

Disabled 

動的な MAC アドレスの学習を行いません。 

静的に登録された MAC アドレス以外への通信は破棄されます。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示します。 

S 

MAC アドレスの学習モードを切り替えます。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select Port Number to be changed 〉」 に変わりますので、設定変 
更したいポート番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Change MAC Learning Mode 
for port # (指定したポート番号)>」に変わりますので、自動学習の際は 「 A 」、 学習させない場合は 「 D 」 
を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


Tcra Ter 


000000000000 

I234S678SOI2 
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ご注意： IEEE 802. IX ポートべース認証機能および MAC ベース認証機能を使用する場合、 
MAC Learning Menu でポートに学習させない ( Disabled ) 設定との同時使用は 
できません。 
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4.6.8. C . ポート毎の MAC アドレステーブルの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 P 」 を選択すると、プロンプトが 
「Enter Port Number >」 に切り変わりますので、ここでポート番号を指定することにより、 
図 4-6-1 8のような 「Display MAC Address by Port 」 の画面になります。この画面では、ポ 
一卜毎の MAC アドレステープルの表示を行えます。 



図 4-6-1 8 ポート毎の MAC アドレステープルの表示 


画面の説明 


Age-Out Time 

MAC アドレステーブルを保存する時間を表示します。最後にバケツトを受信してから 
の時間となります。工場出荷時は300秒 （5 分）に設定されています。 

select Port 

選択したポート番号を表示します。 

MAC Address 

MAC アドレステープル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 


60 























ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 

I 次のページを表爪します。 

| 「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 

_ 前のページを表示します。 

f 「 P 」 と入力すると前のポートを表示します。 

、 MAC アドレスの保管時間を設定します。 

["「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Enter Age-Out time >」 と変わりますので、時間を秒単位で10〜 

1000000の間で設定してください。 

_ 表示するポートを切り替えます。 

| _ 「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter Port Number >」 に変わりますので、表示したいポート番号を 
入力してください。 

) 上位のメニューに戻ります。 




4.6.8. d . 全ての MAC アドレスの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド 「 M 」 を選択すると、図 4-6-19 の 
ような 「Display MAC Address by MAC 」 の画面になります。この画面では、本機器の全 
ての MAC アドレステープルの表示を行えます。 



図 4-6-1 9全ての MAC アドレスの表示 


画面の説明 


Age-Out Time 

MAC アドレステーブルを保存する時間を表示します。最後にバケツトを受信してから 
の時間となります。工場出荷時は300秒 （5 分）に設定されています。 

MAC Address 

MAC アドレステーブル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると前のポートを表示します。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「 EnterAge - Outtime >」 と変わりますので、時間を秒単位で10〜 

1000000の間で設定してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.8. e . VLAN 毎の MAC アドレステープルの表示 

「Forwarding Database Information Menu 」 でコマンド「 V 」を選択すると、プロンプト 
が 「Enter VLAN ID >」 に切り変わりますので、ここでポート番号を指定することにより、図 
4-6-20 のような 「Display MAC Address by VLAN ID 」 の画面になります。この画面では、 
VLAN 毎の MAC アドレステープルの表示を行えます。 



図 4-6-20 VLAN 毎の MAC アドレステープルの表示 


画面の説明 


Age-Out Time 

MAC アドレステーブルを保存する時間を表示します。最後にバケツトを受信してから 
の時間となります。工場出荷時は300秒 （5 分）に設定されています。 

Select VLAN ID 

選択した VLAN ID を表示します。 

MAC Address 

MAC アドレステープル内の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートを表示します。 

A 

MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「 EnterAge - Outtime >」 と変わりますので、時間を秒単位で10〜 

1000000の間で設定してください。 

S 

表示する VLAN を切り替えます。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter VLAN ID >」 に変わりますので、表示したしヽ VLAN ID を入力し 
てください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.6.9. 時刻同期機能の設定 (SNTP Configuration) 

本機器では、 SNTP(Simple Network Time Protocol ) のサボートにより、外部の NTP サー 
バと 内蔵時計の同期による正確な時刻設定が可能です。 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 T 」 を選択すると、図 4-6-21 のような 
「SNTP Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 SNTP による時刻同期の 
設定を行います。 



£»te £dit Cgntrol Wndow 决ね 


PN2324SH Loc«l System 

Basic $vlich Conf icuration -> SKTP Conf icuraticn Menu 

Tiae ( W ： M：SS ) : M ： D0：47 

OtU ( mY/IH/DO ) : 1300/01/01 Thurwky 

SHTP S*rvtr IP : 0.0.0.0 

SHIP Pollinc Inlerval :1440 Min 
Tiae Zone : (GMT 岣 $:00> Ot«k«.Stpporo.Tokyo 
Deyl i|M Savins : N/A 

- <comu<D> - 


Set SNTP Server I[P) 

Set SNTP [!]nlervftl 
Set Tim [2]on« 

$[e]i Day I icM Sftvinc 
[Q]uit to previous mhu 


Enter nw IP addre»s> 



図 4-6-21 時刻同期機能の設定：設定前 



図 4-6-22 時刻同期機能の設定：設定後 
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画面の説明 


Time ( HH : MM : SS ) 

内蔵時計の時刻を表示します。 

Date (丫丫 YY / MM / DD ) 

内蔵時計の日付を設定します。 

SNTP Server IP 

時刻同期を行 OSNTP サーバの IP アドレスを表示します。 

SNTP Polling Interval 

SNTP サーバ'との時刻同期間隔を表示します。 

Time Zone 

タイムゾーンを表示します。 

Daylight Saving 

Daylight Saving (夏時間)の適用状況を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


P 

外部 NTP サーパの IP アドレスを設定します。 



「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new IP address 〉」 と変わりますので、 SNTP サーパの IP アド 
レスを入力してください。 

1 

NT 

P サーバとの時刻同期間隔を設定します。 



「1」と入力するとプロンプトが 「Enter Interval Time >」 と変わりますので、 SNTP サーパとの時刻同 
期の間隔を1〜1440(分)の範囲で入力してください。 

工場出荷時は1440分〇日)に設定されています。 

E 

Daylight Saving (夏時間)の適用を設定します。 



「 E 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled Daylight Saving ( E / D )>」 と変わりますの 
で、夏時間を適用する場合は 「 E 」、 しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

但し、夏時間が適用されないタイムゾーンに設定されている場合は切り替えができません。 

国内で使用する場合のは設定不要です。 

Z 

タイムゾーンを設定します。 



「 Z 」 と入力するとタイムゾーンの一覧が表示されますので、該当するタイムゾーンを指定してくだ 
さい。 

国内で使用する場合は工場出荷時設定の「(〇|\/|丁+09:00)〇531<3,53ロロ〇「〇,丁〇1<7〇」からの変更は不 
要です。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意： SNTP サーバがファイアウォールの外部にある場合、システム管理者の設定に 
よつては SNTP サーノ \'と接続できない場合があります。 

詳しくはシステム管理者にお問い合わせください。 

また、時刻同期機能を無効にしたい場合は SNTP Server IP を 0.0.0. 0に設定し 
てください。 
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4.6.10. ARP テーブル (ARP Table) 

「Basic Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 R 」 を選択すると、 図 4-6-23 のような 
「ARP Table 」 の画面になります。この画面では、 ARP テープルの参照、及び設定を行いま 
す0 



図 4-6-23 ARP テープルの参照 


画面の説明 


bortina Method 

表示する順番を表示します。 

ARP Age Timeout 

ARP テープルのエージングタイムアウトを表示します。 

IP Address 

ARP テープル上にある IP Address を表示します。 

Hardware Address 

ARP テーブル上にある Hardware Address を表示します。 

VID 

ARP テープル上にある VLAN ID を表示します。 

Type 

ARP テーブル上にある Type を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

T 

ARP テープルのエージングタイムアウトを設定します。 



「 T 」 と入力するとプロンプトが 「Enter ARP age timeout value 〉」 と変わりますので、 ARP テープ 
ルのエージングタイムアウトを30〜86400(秒)で設定してください。 

S 

ARP テープルの表示する順番を選択します。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select method for sorting entry to display ( l / M / V / T ) >」と変 
わりますので 、 IP Address の順番を表示する場合は「1」を 、 Hardware Address の順番を表示す 
る場合は 「 M 」 を 、 VLAN ID の順番を表示する場合は「 V 」を、 Type の順番を表示する場合は 「 T 」 
を選択してください。 

A 

ARP テープルのエントリーを追加/修正します。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Enter IP address >」と変わりますので、 IP アドレスを入力してく 
ださい。入力後 、 「Enter Hardware address >」と変わりますので、 MAC アドレスを 
r**:**:**:**:**:**J のように入力してください。入力後 、 「Enter VLAN ID >」と変わりま 
すので、1〜4094の間で VLAN ID を入力してください。 

D 

ARP テープルのエントリーを削除します。 



「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Enter IP address >」と変わりますので 、 「Enter IP address >」 

と変わりますので、 IP アドレスを入力してください。入力後 、 「Enter VLAN ID >」と変わります 
ので、1〜4094の間で VLAN ID を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7. 拡張機能の設定 (Advanced Switch Configuration) 

「Main Menu 」 から 「 A 」 を選択すると図 4-7-1 のような 「Advanced Switch 
Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では本機器がもつ、 VLAN 、 リンクア 
グリゲーシヨン、 QoS 、 ポートモニタリング、 IEEE 802. IX 認証機能 、 IGMP snooping 、 
Power Over Ethernet の設定を行います 0 



図 4-7-1 拡張機能の設定 


画面の説明 


VLAN Management 

VLAN に関する設定を行います。 

Link Agqreaation 

リンクアグリゲーシヨンの設定を行います。 

Port Monitoring 

パケットモニタ等を使用する場合のモニタポートの設定を行いま 

Configuration 

す 。 

Rapid Spanning Tree 
Configuration 

スノ \°ニングツリーに関する設定を行います。 

Quality of Service 
Configuration 

QoS に関する設定を行います。 

Storm Control Configuration 

ス1ムコント□—ル機能の設定を行います。 

802 .lx Port Base Access 
Control Configuration 

IEEE 802 .IX 認証機能の設定を行います。 

IGMP Snooping 

Configuration 

IGMP Snooping の設定を行います。 

Power Over Ethernet 
Configuration 

電源供給の設定を行います。 

Quit to previous menu 

メインメニューに戻ります。 
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4J.1_ VLAN の設定 (VLAN Management) 

47.1 . a . 特徴 

• IEEE 802 . IQ に準拠したタギングに対応し、フレームへタグをつけて送信することが可 
能です。また、ポートごとにタグをつけるかどうかの設定が可能です。 

• VLAN ID 、 PVID の2つの異なるパラメータをもっています。このパラメータを組み合 
わせることによりタグなしのパケットの送信先を制御することができます。 

VLAN ID : 

タグつきフレームを取り扱う際に各フレームへつけられる VLAN 識別子です。タグ 
なしフレームの場合にもこの ID でポートがグループ化され、この ID を参照しフレ 
一厶の転送先が決定されます。各ポートに複数設定することが可能です。 


PVID : 

PVID は各ポートにひとつだけ設定することができ、タグなしフレームを受信した 
場合にどの VLAN ID へ送信するべきかをこの ID によって決定します。タグつきフ 
レームの場合はこの ID は参照されず、タグ内の VLAN ID が使用されます。 
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4.7.1. b . VLAN 設定の操作 (VLAN Management Menu ) 

rAdvanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド「 V 」を選択すると、 図 4-7-3 のよう 
な 「VLAN Management Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN に関する設定を 
行います。 



図 4-7-3 VLAN 設定メニュー 


画面の説明 


GVRP 

機器全体での GVRP の状態を表示します。 

Enabled 

GVRP が有効です。 

Disabled 

GVRP が無効です。 

Internet 

Mansion 

インターネッ 

、マンションモードの状態を表示します。 

Enabled 

インターネットマンションモードが有効です。 

Disabled 

インターネットマンションモードが無効です。（工場出荷時設定） 

Uplink 

インターネッ 

、マンションモード有効時のアップリンクポートを表します。 

VLAN ID 

VLAN の VLAN ID を表示します。 

VLAN 

Name 

設定されている VLAN の名前を表示します。 

VLAN Type 

VLAN の種類を表示します。 

Permanent 

初期設定の VLAN であることを表します。 VLAN は最低1つなくてはなら 
ず、この VLAN は削除できません。 

Static 

新たに設定された VLAN であることを表します。 

Mgmt 

VLAN が管理 VLAN であるか否かを表示します。 

UP 

この VLAN が管理 VLAN(CPU と通信できる VLAN ) であることを表しま 
す。 

DOWN 

この VLAN が管理 VLAN ではないことを表します。 
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ご注意：工場出荷時は Default VLAN として VLAN 1が設定され、全てのポートがこの 
VLAN に属しています。また、 PVID は全て1に設定されています。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 


「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

新たな VLAN を作成します。 


「 CI と入力すると画面が 「VLAN Create Menu 」 へ変わります。内容については次項 (4.7.1 て) を参 
照してください。 

D 

設定されている VLAN を削除します。 


「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Enter VLAN ID >」となりますので、削除した しヽ VLAN ID (2 〜 
4094) を入力してください。 

M 

管理 VLAN を設定します。 


「 R 」 と入力するとプロンプトが 「Enter index number 〉」 に変わりますので、管理 VLAN としたい 
VLAN ID (1 〜 4094) を入力してください。 

1 

インターネットマンションモードを設定します。 


「1」と入力するとプロンプトが 「Enable or Disable Internet Mansion Function ? ( E / D )>」 に変わ 
りますので、インターネットマンションモードを有効にしたい場合は 「 E 」、 無効にしたい場合は 「 D 」 
を入力して下さい。 「 E 」 を選択した場合、プロンプトが mplink port ? >」に変わりますので、アッ 
プリンクポートとするポート番号をを入力してください。この設定により、インターネットマンシ 
ョンで使用するスイッチとして最適な環境に設定できます。指定したポートをアップリンクポート 
とし、他のポートはダウンリンクポートとのみ通信可能になり、ダウンリンクポートは互いに通信 
ができなくなるため、各戸間のセキュリティを確保することができます。 

(使用上の制約条件があります。次ページのご注意を必ずご確認の上設定して下さい。） 

〇 

VLAN 内のポート構成を設定します。 


「0」と入力するとプロンプトが 「Enter VLAN ID >」 となりますので、設定を行いた しヽ VLAN ID (1~ 
409 4) を入力してください。すると画面が 「VLAN modification Menu 」 に変わります。内容につ 
いては次項(4。 7. 1 . d ) を参照してください。 

S 

ポートごとの PVID 設定および確認を行います。 


「 S 」 と入力すると画面が 「VLAN Port Configuration Menu 」 に変わります。内容については次項が 
(4.7.1. e ) を参照してください。 

G 

GVRP の動作を設定します。 


「 G 」 と入力するとプロンプトが 「Enable or Disable GVRP status ( E / D )>」 に変わりますので、 
GVRP を有効にしたい場合は 「 E 」、 無効にしたい場合は 「 D 」 を入力して下さい。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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ご注意：新たに VLAN を作成した場合、後述の PVID は連動して変更されません。 

VLAN の作成後に図4-7-5、図 4-7-6 の設定画面で設定および設定内容の確認を行 
なってください。 VLAN を削除する際は、削除しようとする VLAN ID が PVID と 
して設定が残っていると削除できないため、 PVID を別の ID に変更してから削除 
をしてください。 


ご注意：インターネットマンションモード有効時には下記の制約条件があります。 

必ずご確認頂いた上で使用して下さい。 

( 1 ) アップリンクポートのフレームが全て U ntag となります。 

(2) スノ \°ニングツリー機能との併用ができません。 

(3) IGMP Snooping 機能との併用ができません。 

(4) リンクアグリゲーション機能との併用ができません。 

(5) MAC アドレステープルへ Static 登録ができません。 

(6) 46.6. b 項の MAC Learn 機能は使用できません 0 

(7) アップリンクポート以外を管理 VLAN に設定できません。 

(8) インターネットマンションモードを有効から無効に切り替えると IP アドレ 
ス以外の設定が初期化されます。 
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4.7.1.c. VLAN の作成 (VLAN Creation Menu) 

「VLAN Management Menu 」 でコマンド 「 C 」 を選択すると、図 4-7-4 のような 「VLAN 
Creation Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN の新規作成に関する設定を行いま 
す0 



図4-7>4 VLAN の作成 


画面の説明 


VLAN ID 

作成したし、 VLAN の VLAN ID を表します。 

VLAN Name 

作成したし、 VLAN の VLAN 名を表します。 

Port Member 

作成したし \ VLAN のメンバーのポート番号を表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

VLAN ID を設定します。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Set VLAN ID->Enter VLAN ID >」となりますので、新しい VLAN ID 
を入力してください。 

N 

VLAN の名前を設定します。 



「 N 」 と入力するとプロンプトが 「Set VLAN name->Enter VLAN name >」となりますので、新しい 
VLAN 名を半角英数字30文字以内で入力してください。 

P 

VLAN のメンバーを設定します。 



「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enter egress port number >」となりますので、ポート番号を入力し 
てください。ポート番号を複数入力する場合はスペースなしで、カンマで区切るか、連続した数字の 
場合はハイフンで指定してください。 

A 

VLAN 設定を適用します。 



「 A 」 と入力すると VLAN が作成されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意： VLAN を作成する場合は必ず 「 A 」 を入力して設定の適用をしてください。 
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4.7.1.d. VLAN 設定の変更 (VLAN Modification Menu) 

「VLAN Management Menu 」 でコマンド「〇」を選択し、対象の VLAN ID を指定すると、 
図 4-7-5 のような 「VLAN Modification Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN の 
設定情報の変更を行います。 



図 4-7-5 VLAN 設定の変更 


画面の説明 


VLAN ID 

作成したし、 VLAN の VLAN ID を表します。 

VLAN Name 

作成したし、 VLAN の VLAN 名を表します。 

Port Member 

作成したしヽ VLAN の Member のポート番号を表します。 

Untagged 

Port 

タグを使用しないポートを表します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

VLAN の名前を設定します。 



「 N 」 と入力するとプロンプトが 「Set VLAN name->Enter VLAN name >」となりますので、新しい 
VLAN 名を半角英数字30文字以内で入力してください。 

P 

VLAN のメンバ'—を設定します。 



「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enter egress port number >」となりますので、ポート番号を入力し 
てください。ポート番号を複数入力する場合はスペースなしで、カンマで区切るか、連続した数字の 
場合はハイフンで指定してください。 

A 

VLAN を設定します。 



「 A 」 と入力すると作成した VLAN が反映されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.1.e. ポート每の設定 (VLAN Port Configuration Menu) 

「VLAN Management Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図 4-7-6 のような 「VLAN 
Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面で、 VLAN のポート每の設定を行 
います0 



図 4-7-6 ポート毎の設定 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

PVID 

現在そのポートに設定されている PVID(Port VLAN ID ) を表示します。 PVID はタグな 
しのバケットを受信した場合にどの VLAN ID に送信するかを表します。工場出荷時は1 
に設定されています。タグつきのパケットを受信した場合は、この値とは関係なくタグ 
を参照し、送信先のポートを決定します。 

Acceptable 

Type 

受信フレームのタイプを表します。 

Admit All 

全てのフレームを受信します。 

Tagged 

Only 

タク''付きフレームのみ受信します。 

GVRP 

ポート毎の GVRP の状態を表します。 

ヒ nabled 

GVRP が有効です。 

Disabled 

GVRP が無効です。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

V 

PVID を設定します。 



「 V 」と入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 となりますので、設定したいポート番号を 
入力してください。するとプロンプトが 「Enter PVID for port #>」となりますので、すでに設定さ 
れている VLAN ID のうちから変更する VLAN ID を入力してください。 

F 

受信バケツトの種別を設定します。 



「 F 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 となりますので、変更したいポート番号を 
入力してください。するとプロンプトが 「Select port acceptable frame type ( A / T )〉」 となりま 
すので、全てのフレームを受信する場合は 「 A 」 を、タグ付きフレームのみとする場合は「丁」を入力し 
てください 

G 

ポート毎の GVRP の状態を設定します。 



「 G 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 となりますので、変更したいポート番号を 
入力してください。するとプロンプトが 「Enable or Disable port GVRP status ( E / D )〉」 となりま 
すので、 GVRP を有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意：本機器はひとつのポートに複数の VLAN を割り当てることができます。新たに 

VLAN を設定した場合、それまでに属していた VLAN と新ししヽ VLAN の両方に属す 
ることになります。したがって、ドメインを分割する場合には今まで属していた 
VLAN から必ず削除してください。 
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4.7.2. リンクアグリゲーシヨンの設定 (LinkAggregation) 

4.7.2. a. トランキンク'について 

トランキングとはスイツチの複数のポートをグループ化し、グループ化したポート同士を 
接続することにより、スイツチ間の通信帯域を增やすことができる機能です。 

本機器では IEEE 802.3 ad で規定された LACP(Link Aggregation Control Protocol ) をサ 
ポートしています。 1 グ)レープ最大8ポートまでの構成が可能です。 

図4-7-7、図ル 7-8 にトランキングを用いたネットワークの構成例を示します。 


ご注意：本機器では1 00 M ポートと Giga ポートを混在したトランキング構成はできません。 
また、スパニングツリー及びインターネットマンションモードとの併用はできま 
せん。 

※トランキングの設定を行った場合は、クロスケープルで接続する必要があります。 


ご注意：グループ内のポート数やトラフィックの条件により、全てのポートに対して均一 
にトラフイツクが割り振られない場合があります。 
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図 4-7-7 は1000 BASE - T の 2 つのポートを 1 グループとし、スイッチ間を1000 Mb / s 全二 
重 X 2の4000 M b / s で接続した例です。 


1000 Mb/s 全二重 X 2=4000 Mb/s 



図 4-7-7 トランキンク'を用いた構成例1 


図 4-7-8 は1 00 BASE - TX の4つのポートをグループ化したものを2グループ、1000 BASE-T 
の2つのポートをグ;レープ化したものを1グ>1レープ作成し、スイツチ間のバツクボーンとし 
て構成した例です。 


1000 Mb/s 全二重 X 2=4000 Mb/s 



図 4-7-8 トランキングを用し、た構成例2 
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4.7.2.b. トランキングの設定 (Trunk Configuration Menu) 

rAdvanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 L 」 を選択すると、 図 4-7-9 のよう 
な 「Trunk Configurator ! Menu 」 の画面になります。この画面でトランキングの設定を行 
います0 



図 4-7-9 トランキンク'の設定 


画面の説明 


bystem Priority 

LACP を用いてネットワーク上でトランキングを構成する際に必要な本機器の優先順位 
です。数値が小さいほど優先順位が高くなります。工場出荷時は1に設定されています。 

Key 

トランキングのグレープ番号を表示します。 

Mode 

トランキングの動作モードを表示します。 

Active 

本機器から LACP バケットを送出し、相手側とネゴシエーションを行うこ 
とでトランクを構成します。 

相手側のモードが Active 、 または Passive である必要があります。 

Passive 

本機器からは LACP バケットは送出せずに、相手側からの LACP パケット 
の受信でネゴシエーションを行った上でトランクを構成します。 

相手側のモードが Active である必要があります。 

Manual 

LACP パケットを用いず、強制的にトランキングを構成します。相手側も 
同様の設定である必要があります。 

Members Port 
List 

トランキングのグループに属しているポートを表示します。 


ご注意：トランキングのモードを接続するスイツチ同士が共に Passive の場合はトランキ 
ングの構成ができないためループが発生します。 Manual 以外で構成する場合は 
片側の設定を必ず Active にしてください。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

T 

LACP における本機器の System Priority 値を設定します。 



「 T 」 と入力するとプロンプトが 「Enter system priority for LACP >」 となりますので 、 System 
Priority 値を〇〜65535の範囲で入力してください。 

A 

新たにトランキングの設定を行います。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Enter trunk group admin key 〉」 となりますので、設定したいグ 
ループの番号を入力してください。プロンプトが 「Enter port member for group key #>」となり 
ますので、トランキングするポート番号を入力してください。ポート番号を複数入力する場合はス 
ペースなしで、カンマ （，） で区切るか（例「1,2,3」）、連続した数字の場合はハイフン （-) で指定 
(例「8-12」）してください。その後、プロンプトが 「Lacp Active,Lacp Passive or Manual 
trunk setting ( A / P / M )>」 に変わりますので、動作モードを Active にする場合は 「 A 」、 Passive の場 
合は 「 P 」、 Manual の場合は 「 M 」 を選択してください。 

R 

トランキングの設定を削除します。 



「 R 」 と入力するとプロンプトが 「Enter trunk group admin key >」 となりますので、削除したいグ 
ループの番号を入力してください。プロンプトが 「Enter port member port for group key #〉」 
となりますので、削除するポート番号を入力してください。ポート番号を複数入力する場合はスぺ 
—スなしで、カンマで区切るか、連続した数字の場合はハイフンで指定してください。 

M 

トランキングの動作モードを変更します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter trunk group admin key >」 となりますので、変更したいグ 
ループの番号を入力してください。その後、プロンプトが 「Lacp Active,Lacp Passive or Manual 
trunk setting ( A / P / M )>」 に変わりますので、動作モードを Active にする場合は 「 A 」、 Passive の場 
合は 「 P 」、 Manual の場合は 「 M 」 を選択してください。 

〇 

トランキングにおける本機器のポート每のプライオリティ値を設定します。 



「〇」を入力すると画面が 「Set port Priority 」 に変わります。詳細設定の方法は次項 (4.7.2. C ) を参照 
してください。 

G 

LAC P グ)レープの状態を表示します。 



「 G 」 と入力するとプロンプトが 「Enter trunk group number >」となりますので、表示したいグル 
-プの key を入力してください。（ここで入力できるのは mode が 「 Active 」 または 「 Passive 」 のグル 
—プのみです。）その後、画面が 「LACP Status 」 に変わります。これについては次項 (47.2. d ) を参 
照してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意：本機器では1グループに最大12ポートまでのメンバーを設定可能ですが、トラン 
ク動作するのは8ポートまでとなります。9ポート目以降のメンノ（一はノ\'ツクアツ 
プモードとなり、8ポート目までのリンクに障害が発生した際に代替としてトラン 
クを構成するメンバーとなります。この場合、メンバーとなれる優先順位は次項 
(4.7.2. c ) で設定される Port Priority 値により決定され、全て同じ Priority 値の場合 
はポート番号が小さしヽ順からトランクを構成します。 
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4.7.2.c. ポート每の優先値設定 (Set Port Priority) 

「Trunk Configuration Menu 」 でコマンド「〇」を選択すると、図小7-10のような 「Set Port 
Priority 」 の画面になります。この画面でトランキングの優先設定を行います。 



図 4-7-1 0ポートごとの優先値設定 


画面の説明 


bystem Priority 

LACP を用いてネットワーク上でトランキングを構成する際に必要な本機器の優先順位 
です。数値が小さいほど優先順位が高くなります。工場出荷時は1に設定されています。 

by stem ID 

LACP を用いてネットワーク上でトランキングを構成する際に必要な本機器の ID です。 

本機器の MAC アドレスが ID となり、変更はできません 。 System Priority 値と System 
ID の組み合わせが LACP におけるシステム ID となります。 

Port 

本機器のポート番号です。 

Priority 

トランキングにおける本機器のポート別の優先順位です。数字が小さいほど優先順位が 
高くなります。9ポート以上のトランキンググ;レープを設定した際に有効です。 

工場出荷時は全て1に設定されています。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rpj と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

S 

ポート毎のプライオリティ値（優先順位）を設定します。 



「 S 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port no >」 となりますので、設定したいポート番号を入力し 
てくださしヽ。プロンプトが 「Enter port priority 〉」 となりますので、プライオリティ値を〇〜255の 
範囲で入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.2.d. LACP グループの状態表示 (LACP Group Status) 

「Trunk Configuration Menu 」 でコマンド 「 G 」 を選択し、 LACP グループとなっている Key 
を指定すると、図 4-7-10 のよろな 「LACP Group Status 」 の画面になります。この画面で 
LACP グループの状態が確認できます。（状態表示はモードが 「 Active 」、 または 「 Passive 」 の 
key のみ行えます。） 



図 4-7- 10 LACP グループの状態表示 


画面の説明 


bystem Priority 

LACP を用いてネットワーク上でトランキングを構成する際に必要な本機器の優先順位 
です。数値が小さいほど優先順位が高くなります。工場出荷時は1に設定されています。 

bystem ID 

LACP を用いてネットワーク上でトランキングを構成する際に必要な本機器の ID です。 

本機器の MAC アドレスが ID となり、変更はできません。 System Priority 値と System 
ID の組み合わせが LACP におけるシステム ID となります。 

Key 

トランキングのグ ) レープ番号を表示します。 

Aggregator 

トランキングの論理的インターフェースの番号です。トランキングを構成するポートの 
中でもっとも Port Priority 値の高いポート番号と同一になります。 

Attached Port 
List 

論理的インターフェース ( Aggregator ) に接続される物理的インタフェース（ポート） 

の番号です。9ポートを越えるトランキンググループを設定した場合、 Port Priority 値 
が低いポートはノ ックアップモードとなり r ( Standby)J と表示されます。 

Standby port 

List 

9ポートを越えるトランキンググループを設定した場合、 Port Priority 値が低いポート 
はパックアップモードとなります。該当ポートが本欄に表示されます。 
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4.7.3. ポートモニタリンク (Port Monitoring Configuration) 

r Advanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 M 」 を選択すると、図 4-7-12 のよ 
うな 「Port Monitoring Configuration Menu 」 の画面になります。本機器ではプロトコル 
アナライザ等で通信の解析を行う場合に、フィルタリングされ通常では見ることのできな 
い他ポートのバケツトをモニタすることができます。この画面ではモニタするポートの設 
定を行うことができます。 



図小7-12ポートモニタリング設定 


画面の説明 


Monitoring Port 

他ポートのバケツトをモニタできるポートのポート番号を表します。 

Be Monitored 

Port ( s ) 

モニタされるポートのポート番号を表します。 

Direction 

モニタするポートのバケツトの送信バケツトか受信バケツトのどちらをモニタす 
るかを表示します。 

Tx 

送信バケットをモニタします。 

Rx 

受信バケットをモニタします。 

Both 

送受信パケットともモニタします。 

Status 

モニタを行っているかどうかを表します。 

ヒ nabled 

モニタリングをしています。 

Disabled 

モニタリングをしていません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

モニタするポート（アナライザ等を接続するポート）を設定します。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 となりますので、設定したいポート番号を 
入力してください。 

M 

モニタされるポートを設定します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number 〉」 となりますので、設定したいポート番号を 
入力してください。（複数設定可能） 

D 

受 f 

言バケツトをモニタするか送信バケツトをモニタするかを設定します。 



「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Select port monitoring direction ( R / T / B )>」 となりますので、受 
信バケツトをモニタする場合は 「 R 」 を、送信バケツトをモニタする場合は「丁」を、送受信ともにモニ 
夕する場合は 「 B 」 と入力してください。 

C 

モニタの開始または停止を行います。 



「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter the select ( E / D )>」 となりますので、開始する場合は旧を入 
力してください。またモニタを行っているときに中止する場合は 「 D 」 を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意：ポートモニタリングの実行中に各種設定を変更する場合は Port Monitoring の 
Status を Disabled にしてから実施し、終了後に再度 Enabled にしてください。 
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4.7_4 ，スハ — ンク ' ツリーの設定 (Rapid Spanning Tree Configuration) 

rAdvanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図 4-7-27 のよう 
な 「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 の画面になります 0 
本機器では 、 IEEE 802 . ID 互換のスバニングツリープ□トコル ( STP : 図4-7-28)、及び 
IEEE 802.1 w 準拠のラピッドスノ\°ニングツリープ□トコル ( RSTP : 図小7-29)をサポートし 
ています。 



図 4-7-27 スノ \°ニングツリーの設定 


Tera Term - VT 


File Edit Setup Control Window Help 


B 回 ® 


PN 23249 H Local Management System 

Advanced Switch Configuration -> Rapid Spanning Tree Configuration 


Global RSTP Status ： Enabled 


Root Path Cost ： 0 

Designated Root ： 8000 !；!|!；!；!| 
Hello Tine: 2 Sec. 
Maxi nun Age ： 20 Sec. 
Forward Delay：15 Sec. 


[Elnable/Disable Global RSTP 
Set RSTP Protocol [V]ersion 
Set Bridge [P]riority 
Set Bridge [H]el lo Time 
Set Bridge [M]aximum Age 


Protocol Version ： STP-Compatible 

Time Since Topology Change ： 22 
Topology Change Count ： 0 

Bridge ID ： 8000 i__i 

Bridge Hello Time ： 2 Sec. 

Bridge Maximum Age ： 20 Sec. 

Bridge Forward Delay：15 Sec. 


Set Bridge [F]orward Delay 
RSTP [B]asic Port Configuration 
RSTP [A]dvanced Port Configuration 
Topology [information 
[Q]uit to previous menu 



恩 Tera Term - 

VT 


E 回 B 

I File Edit Setup 

Control Window 

Help 


II PN 23249 H Local Management System 

|| Advanced Switch Corn igurat ion -> Rapid Spanning Tree Configuration 

占 i 

1 Global RSTP Status ： Enabled 

Protocol Version ： RSTP 


Root Port ： 

Root Path Cost ： 

0 

0 

Time Since Topology Ch&nse ： 
Topology Change Coont ： 

0 Sec. 

0 

Designated Root ： 
Hello Time ： 
Maximum Age ： 
Forward Delay ： 

8000 ijiiiiiiiiiiiiiji 

2 *§ec. . 

20 Sec. 

16 Sec. 

II ： Brictee ID ： 8000 j 

Bridge Hello Tine: 2 

Bridge Maximum Age ： 20 

Briifee Forward Delay：15 

^ec. 

Sec. 

Sec. 



〈 COMMAND 〉 . 


[E]nable/Disable Global RSTP 

Set RSTP Protocol [V]ersion 

Set Bridge [P]rlority 

Set Bridge [H]ello Time 

Set Bridge [M]aximum Age 

Set Bridge [F]orward Delay 

RSTP [B]asic Port Configuration 

RSTP [A]dvanced Port Configuration 

Topology [information 
[Q]uit to previous menu 

I Command 〉 







図 4-7-28 STP モード動作時 


図 4-7-29 RSTP モード動作時 


87 



























画面の説明 


Global RSTP Status 

スノ \° ニングツリーの動作状況を表示します。 

Enabled 

スノ（ニングツリーが有効です。 

Disabled 

スノ\°ニングツリーが無効です。（工場出荷時設定） 

Protocol Version 

スパニングツリーのノ《ージョンを表示します。 

RSTP 

IEEE 802.1 w 準拠のラピッドスバニングツリープロトコル 
で動作します。 

STP-Compatible 

IEEE 802 .1 D 互換のスパニングツリープロトコルで動作しま 
す0 

Root Port : 

現在のルートポートを表示します。 

Root Path Cost 

ルートポートからルートプリッジへのコストを表示します。 

Time Since 

Topology Change 

スノ《ニングツリーの構成変更を行ってからの経過時間(秒)を表します。 

Topology Change 
Count : 

スノ（ニングツリーの構成変更を行った回数を表します。 

Designated Root 

ルートプリッジのプリッジ ID を表示します。 

Hello Time 

スバニングツリーの構成を確認するためのルートブリッジとのアクセス間隔を表 
爪します。 

Maximum Age 

Hello メッセージのタイムアウト時間を表示します。 

Forward Delay 

「 Listening 」 から 「 Learnina 」、 または 「 Learning 」 から 「 Forwarding 」 のように、ス 
バニングツリーの状態遷移の時間を表示します。 

Bridge ID 

本機器のプリッジ ID を表示します。プリッジ ID はプリッジプライオリティと MAC 
アドレスで構成され、工場出荷時のプリッジブライオリティは80⑻に設定されて 
います。 

Bridge Hello Time 

本機器がルートプリッジになった際の Hello タイムを表示します。 

Bridge Maximum 
Age 

本機器がルートプリッジになった際の Maximum Age を表示します。 

Bridge Forward 

Delay 

本機器がルートプリッジになった際の Forward Delay を表示します。 


ご注意：本機器ではスバニングツリーとトランキング、およびインターネットマンション 
モードは併用できません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

E 

スバニングツリープ□トコルの ON / OFF を設定します。 



「 E 」 を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled STP ( E / D )>」 に変わりますので、使用する場 
合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 DJ を入力してください。 

V 

スバニングツリープロトコルの動作モードを設定します。 



「 V 」を入力するとプロンプトが 「Set RSTP protocol version ( S / R )>」 に変わりますので、 

IEEE 802 . ID スパニングツリープ□トコルで動作させる場合は 「 S 」 を、 IEEE 802.1 w ラピッドスパニ 
ングツリープ□トコルで動作させる場合は 「 R 」 を入力してください。 

B 

ポート每の基本設定を行います。 



「 B 」 を入力すると画面が 「Basic Port Configuration 」 に変わり、ポート毎の基本設定が可能となり 
ます。ここでの設定方法については次項 (4.7.4.a) を参照してください。 

A 

ポート每の拡張設定を行います。 



「 A 」 を入力すると画面が 「Advanced Port Configuration 」 に変わり、ポート每の拡張設定が可能 
となります。ここでの設定方法については次項 (47.4.b) を参照してください。 

P 

プリツジプライオリテイを設定します。 



「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Enter bridge priority 〉」 に変わりますので、画面最下部の黒帯に指 
定された範囲で入力してください。 

H 

Bridge hello time を設定します。 



「 H 」 を入力するとプロンプトが 「Enter bridge hello time >」 に変わりますので、画面最下部の黒帯 
に指定された範囲で入力してください。 

M 

Bridge maximum age を設足します。 



「 M 」 を入力するとプロンプトが 「Enter bridge maximum age >」 に変わりますので、画面最下部の 
黒帯に指定された範囲で入力してください。 

F 

Bridge forward delay を設足します。 



「 F 」 を入力するとプロンプトが 「Enter bridge forward delay >」 に変わりますので、画面最下部の 
黒帯に指定された範囲で入力してください。 

1 

ポート每のトポロジー情報を表示します。 



「 1 」 を入力すると画面が 「Designated Topology Information 」 に変わり、ポート每のトポ□ジー情 
報が参照できます。画面の内容については 次 項 (4.7.4.C) を参照してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意 ： 「Bridge Hello Time」、「Bridae Maximum Age」、「Bridge Forward Delay 」 
の各値は互いに関連しているため、一つのパラメータの変更に伴って自動的に 
他のパラメータの設定可能な範囲が変化します。 
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CHJext Pax® 
[Pjrevjous Pace 
Set Port Pr[»]ority 


STF Status 


Enabled 
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Enabled 
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Embled 
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Embled 

Enabled 


Role 

Priority 

P®lh Cost 

Dibbled 

128 

200000 

Disabled 

12S 

200000 

Disabled 

128 

200000 

Disabled 

12$ 

200000 

Disabled 
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200000 

Oiwbled 
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200000 

Disabled 
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200000 
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200000 

Disabled 

12$ 

200000 
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<CCIilAND> - 

128 

200000 


Set Port Path [C]ost 
Set Port STP [S]t«tuf 
(Q]uit to previous mat 


State 


Disc«rdinf 
Disc«rdin( 
Discerdinc 
Discardinc 
Discardinc 

Disc^rdinc 
Discardinc 
Discarding 
Disctrdinc 
Discardinc 
Discardinc 
Disc«rdinc 


PW324SH Local M*n«(c«ent System 
R#pid 


Spanninc Tree Conficuration *> Basic Port Confinirttion 


Fite Setup Control 


47.4.a. ホート每の基本設定 (Basic Port Configuration) 

「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 でコマンド 「 B 」 を選択すると、図 4-7-25 の 
ような 「Basic Port Configuration 」 の画面になります。この画面ではスバニングツリー■に 
関するポート毎の設定を行います。 


図 4-7-2 5ポート毎の基本設定 


0 .* ct V 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランキングが設定されている場合、トランクのグループ番号 ( key ) を表示します。 

Link 

リンクの状態を表します。 

UP 

リンクが正常に確立している状態です。 

DOWN 

リンクが確立されていない状態です。 

State 

現在のポートの状態を表します。 

Forwarding 

計算の結果、通常の通信を行っている状態を表します。 

Learning 

情報をもとに計算を行っている状態を表します。 

Discarding 

計算を行わない状態を表します。 

Role 

スパニングツリーにおけるポートの役割を表します。 

Designated 

指定ポートとして動作中です。 

Root 

ルートポートとして動作中です。 

Alternate 

オルタネイトポートとして動作中です。 

Backup 

パックアップポートとして動作中です。 

Disabled 

STP が動作していません。 

Priority 

スイッチ内でのの各ポートの優先順位を表します。数値が高いほど優先順位が高くなりま 
す。工場出荷時は全ポ ー M 28に設定されています。（値は16の倍数となります。） 

Path Cost 

各ポートのコストを表します。 

工場出荷時は10/1 00 M ポートが2⑻⑻0、10⑻ M ポートが2⑻00に設定されています。 

STP Status 

各ポートのスパニングツリーの有効 • 無効を表示します。 

Enabled 

スノ（ニングツリーが有効です。 

Disabled 

スノ \°ニングツリーが無効です。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

1 

スイッチ内でのポートの優先順位を設定します。 



「1」と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、対象 
のポート番号を入力してください。その後、その後 、 「Enter priority for port #>」となりますので、 

〇から255の範囲で16の倍数を入力してください。 

C 

各/- 

k _ 卜のコストを設定します。 



rcj と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、対 
象のポート番号を入力してください。その後、その後 、 「Enter pal:h cost for port #>」となります 
ので、 1 から200000000の範囲で入力してください。 

S 

各丁 

K — 卜のスバニングツリーの有効 • 無効を設定します。 



rsj と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、対 
象のポート番号を入力してください。その後 、 「Enabled or Disabled STP for port # ( E / D )>」 と 
なりますので、スバニングツリーを使用する場合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してく 
ださい。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.4.b. ポート每の拡張設定 (Advanced Port Configuration) 

「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 でコマンド 「 A 」 を選択すると、図 4-7-26 
のような 「Advanced Port Configuration 」 の画面になります。この画面ではスパニングツ 
リーに関するポート毎の拡張設定を行います。 



図 4-7-26 ポート毎の拡張設定 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランキングが設定されている場合、トランクのグループ番号 ( key ) を表示します。 

Link 

リンクの状態を表します。 

UP 

リンクが正常に確立している状態です。 

DOWN 

リンクが確立されていない状態です。 

State 

現在のポートの状態を表します。 

i-orwardinq 

計算の結果、通常の通信を行っている状態を表します。 

Learning 

情報をもとに計算を行っている状態を表します。 

Discarding 

計算を行わない状態を表します。 

Role 

スノ \°ニングツリーにおけるポートの役割を表します。 

Designated 

指定ポートとして動作中です。 

Root 

ルートポートとして動作中です。 

Alternate 

オルタネイトポートとして動作中です。 

Backup 

バックアップポートとして動作中です。 

Disabled 

STP が動作していません。 

Admin / 

〇 perEdge 

エッジポート(即, 
( Admin:Admin 
します。 

座に Forwarding に移行可能なポート)の設定状態を表示します。前半 
istration ) は設定した状態、後半 ( Oper : Operation ) は実際の状態を表 

True 

エッジポートに設定可能です。 

False 

エッジポートに設定不可です。 

Admin / 

〇 perPtoP 

本機器が Point - to - point で接続されているかを表します。前半 
( Admin : Administration ) は設定した状態、後半 ( OperOperation ) は実際の状態を表 
します。 

Auto 

ポートの状態により自動認識します。 （ Admin のみ） 

True 

P - to - P 接続されています。 

False 

P - to - P 接続されていません。 

Migrat 

現状のスパニングツリーの動作状況を表します。 

STP 

STP が動作中です。 

RSTP 

RSTP が動作中です。 

Init . 

STP が動作していません。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

E 

各ポートの Edge Status を設定します。 



「 E 」 と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、対 
象のポート番号を入力してください。その後 、 「Set edge port for port # ( T / F )>」 となりますので、 
True の場合は 「 T 」 を、 False の場合は 「 F 」 を入力してください。 

T 

各 7 

■(— 卜の P - to-P Status を設定します。 



「丁」と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、対 
象のポート番号を入力してください。その後 、 「Set point - to-point for port # ( A / T / F )>」 となり 
ますので、 Auto の場合は 「 A 」 を、 Tme の場合は 「 T 」 を、 False の場合は 「 F 」 を入力してください。 

M 

スノ \°ニングツリーの動作を再起動します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 に変わりますので、対 
象のポート番号を入力してください。その後 、 「Restart the protocol migration process for 
port #? (丫 / N )>」 となりますので、再起動する場合は「丫」を、しない場合は 「 N 」 を入力してくだ 
さい0 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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図 4-7-27 構成情報の表示 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Trunk 

トランキングが設定されている場合、トランクのグループ番号 (key) を表示しま 
す。 

Link 

リンクの状態を表します。 

UP 

リンクが正常に確立している状態です。 

DOWN 

リンクが確立されていない状態です。 

Desig.Root 

ルートブリッジの ID を表します。 

Desig.Cost 

送信しているコストを表します。 

Desig.Bridge 

指定プリッジのブリッジ ID を表します。 

Desig.Port 

指定ポートのポート 1 D を表します。 (ポート1 D はポートプライオリティ値とポー 
卜番号の組合せです。） 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 


rpj と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


47.4.C. 構成情報の表示 (Designated Topology Information) 

「Rapid Spanning Tree Configuration Menu 」 でコマンド「 I 」を選択すると、図 4-7-26 の 
ような 「Designated Topology Information 」 の画面になります。この画面ではポート每の 
スバニングツリーの構成情報の表示を行います。 
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4.7,5. QoS の設定 (Quality of Service Configuration) 

rAdvanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 S 」 を選択すると、図 4-7-27 のよう 
な 「Quality of Service Configuration Menu 」 の画面になります。ここでは本機器の 
QoS(Quality of Service ) に関する設定が可能です 0 



図 4-7-27 QoS の設定 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


T 

バケツトによる QoS の設定画面に移動します。 



「丁」と入力すると画面が 「Traffic Class Configuration Menu 」 に変わります。ここでの設定内容 
については次項 (4.7.5. a ) を参照してください。 

D 

Diffsev による QoS の設定画面に移動します。 



「 D 」 と入力すると画面が 「Differentiated Service Configuration 」 に変わります。ここでの設定 
内容については次項 (4.7.6.) を参照してください。 

E 

帯域幅の制御の設定画面に移動します。 



「 E 」 と入力すると画面が 「Egress Rate Limiting 」 に変わります。ここでの設定内容については次 
項 (4.7.7.) を参照してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.5.a. トラフイツククラスの設定 (Traffic Class Configuration Menu) 

「Quality of Service Configuration Menu 」 でコマンド 「 T 」 を選択すると、図小7-28のよう 
な 「Traffic Class Configuration 」 の画面になります。この画面ではパケットによる QoS の 
設定を行います。 



図 4-7-28 トラフィッククラスの設定 


画面の説明 


QoS Status 

IEEE 802 . Ip を使った QoS 機能のステータスを表示します。 

Enabled 

QoS が有効です。 

Disabled 

QoS が無効です。（工場出荷時設定） 

Priority 

パケツトの Tag の中の Priority の値を表示します。 

Traffic Class 

バケツトの優先順位を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

QoS 機能の有効/無効を切り替えます。 



rsj と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled QoS ( E / D )>」 となりますので 
使用する場合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

M 

IEEE 802 . Ip の Priority 値に優先順位 (Traffic Class ) を割り当てます。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter Priority ( E / D )>」 となりますので、割り当てを行う Priority 
値 (0 〜 3) を入力してください。その後、プロンプトが 「Enter traffic class for priority #>」に変わ 
りますので 、 Traffic Class (0 〜 7) を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


97 




































4.7.6. DiffSerV の設定 (Differentiated Service Configuration Menu) 

「Quality of Service Configuration Menu 」 でコマンド 「 D 」 を選択すると、図 4-7-29 のよ 
うな 「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
DiffServ の設定を行います。 



図 4-7-29 DiffServ の設定 


画面の説明 


Classifier 

トラフィックの分類を行 ^Classifier の設定を行います。 

In-profile action 

コミットレートのアクションを設定します。 

No-match action 

No-match の設定を行います 0 

Out-profile action 

コミットレートを超えたアクションを設定します。 

Port list 

Port list の設定を行います。 

Policy 

Policy の設定を行います。 

Quit to previous menu 

上位のメニュー画面に戻0ます。 
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4.7.6.a. Classifier の設定 (Classifier Configuration Menu) 

「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選択すると図 
4-7-30 のような 「Classifier Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
Classifier の設定を行います。 



図 4-7-30 Classifier の設定 


画面の説明 


Total entry 

作成されている Classifier の数 (index の数)を表示します。 

Index 

Classifier の Index 番号を表示します 0 

Src IP Addr/Mask 

送信元 ip アドレスおよびマスク長を表示します。 

Dst IP Addr/Mask 

宛先 ip アドレスおよびマスク長を表示します。 

DSCP 

優先度情報 DSCP(Diffserv Code Point ) 値を表します。 

Protocol 

プロトコル番号を表します。 

Src Port 

L 4 の送信元のポート番号を表します。 

Dst Port 

L 4 の宛先のポート番号を表します。 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

新しい Classifier の作成を行います。 



「 C 」 と入力すると 、 「Create Classifier Configuration Menu 」 に変わります 。 Create Classifier 
Configuration Menu に関しては、「79ぺージ」を参照してください 0 

D 

Classifier の削除を行います。 



「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Please enter classifier index >」 と変わりますので、肖 U 除す 
る Classifier の index を1〜65535の範囲で入力してください 0 

M 

Classifier の情報を表示します。 



「 M 」 と入力すると、送信元 MAC アドレス、宛先 MAC アドレス 、 VLAN ID の情報を表示しま 
す。 

S 

詳糸 

B な Classifier の情報を表示します。 



rsj と入力すると、送信元 MAC アドレス、宛先 MAC アドレス 、 VLAN ID 、 送信元 IP アドレス、 
宛先 IP アドレス、 DSCP , プロトコルの種類、送信元レイヤー4ポート、宛先レイヤー4ポートの 
情報を表示します。 

〇 

Classifier の設定の修正を行います。 



「〇」と入力すると 、 「Modify Classifier Menu 」 に変わりますので 、「」 Create Classifier 
Configuration Menu と同じように設定（修正）してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.6.b. Classifier の作成 (Create Classifier Configuration Menu) 

「Classifier Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選択すると 図小7-31 のような 
「Create Classifier Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Classifier の作 
成を行います。 



図 4-7-31 Classifier の作成 


画面の説明 


Classifier Index 

Classifier の Index を表示します 0 

Source MAC Address 

送信元の MAC アドレスを表示します。 

Destination MAC 

Address 

宛先の MAC アドレスを表示します。 

VLAN ID 

VLAN ID の設定を表示します。 

DSCP 

優先度設定 DSCP を表示します。 

Protocol 

プ □ トコルの種類の設定を表示します。 

Source IP Address 

送信元の IP アドレスを表示します。 

Destination IP Address 

宛先の IP アドレスを表示します。 

Source L4 Port 

L4 の送信元のポ 卜番号を表示します。 

Destination L4 Port 

L4 の宛先のポート番号を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


C 

Classifier の Index を設 ； ce します。 



「 CI と入力すると 、 「Enter Classifier Index 〉」 に変わりますので、1〜65535の範囲で Classifier 
の Index を入力してください。 

S 

送ィ _ 

i 元の MAC アドレスを設定します。 



「 S 」 と入力すると 、 「Enter Source MAC Address >」に変わりますので、送信元の MAC アド 
レスを xx : xx : xx : xx : xx : xx のように入力してください。 

D 

宛先の MAC アドレスを設定します。 



「 D 」 と入力すると 、 「Enter Destination MAC Address >」に変わりますので、宛先の MAC ア 
ドレスを xx : xx : xx : xx : xx : xx のように人力してください 0 

V 

VLAN ID の設定を行います。 



「 V 」と入力するとプロンプトが 「Enter VLAN ID >」 と変わりますので 、 VLAN ID を1〜4095 
の範囲で入力してください。 

P 

優先度設定 DSCP 値の設定を行います。 



rpj と入力すると、プロンプトが rEnter DSCP value (0-63)> J と変わりますので、 DSCP 値 
を〇〜63の範囲で入力してください。 

R 

プロトコルの設定を行います。 



「 R 」 と入力すると、プロンプトが rSelect protocol > J と変わりますので、 TCP の場合は「1」 
を、 UDP の場合は「2」を、 ICMP の場合は「3」を、 IGMP の場合は「4」を、 RSVP の場合は 
「5」を、0 ther Protocols の場合は「6」を入力してください。 

〇 

送 t 

i 元の IP アドレスを設定します。 



「〇」と入力すると、プロンプトが 「Enter Source IP Address >」と変わりますので、送信元 
の1 P アドレスを入力してください。 

E 

宛先の IP アドレスを設定します。 



「 E 」 と入力すると、プロンプトが 「Enter Destination IP Address >」と変わりますので、宛 
先の IP アドレスを入力してください。 

U 

L 4 の送信元のポート番号を設定します。 



ruj と入力すると、プロンプトが 「Entersource port >」 と変わりますので、送信元のポート 
番号を入力してください。 

T 

L 4 の宛先のポート番号を設定します。 



「丁」と入力すると、プロンプトが 「Enter destination port >」 と変わりますので、宛先のポー 
卜番号を入力してください。 

A 

設定した内容を適用します。ここで適用しないと、設定した内容は有効になりません。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.6.c. Classifier の参照 (Classifier Configuration Menu) 

「Classifier Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 M 」 を選択すると 図 4-7-32 のよう 
な 「More Classifier Information 」 の画面になります。この画面では Classifier の情報を参 
照できます。 



図 4-7-32 Classifier の参照 


画面の説明 


Classifier Index 

Classifier の Index を表示します 0 

Source MAC Address 

送信元の MAC アドレスを表示します。 

Destination MAC 

Address 

宛先の MAC アドレスを表示します。 

VLAN ID 

VLAN ID の設定を表示します。 
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4.7.6.d. Classifier の詳細情報参照 


(Show Detailed Entry Information Menu) 

「Classifier Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 S 」 を選択すると図小 7-33 のような 
「Show Detailed Entry Information Menu 」 の画面になります。この画面では Classifier 
の詳細情報の参照ができます。 



図 4-7-33 Classifier の詳細情報参照 


画面の説明 


Classifier Index 

Classifier の Index を表示します 0 

Source MAC Address 

送信元の MAC アドレスを表示します。 

Destination MAC 

Address 

宛先の MAC アドレスを表示します。 

VLAN ID 

VLAN ID の設定を表示します。 

Source IP Address 

送信元の IP アドレスを表示します。 

Source IP Address Mask 
Length 

送信元 IP アドレスのマスク長を表示します。 

Destination IP Address 

宛先の IP アドレスを表示します。 

Destination IP Address 
Mask Length 

宛先 IP アドレスのマスク長を表示します。 

DSCP 

優先度設定 DSCP を表示します。 

Protocol 

プ□トコルの設定を表示します。 

Source Layer 4 Port 

L 4 の送信元のポート番号を表示します。 

Destination Layer 4 Port 

L 4 の宛先のポート番号を表示します。 

TCP SYN Flag 

SYN フラグを対象にするかど〇かを表示します。 

ICMP Type 

ICMP タイプを表示します。 
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4.7.6.e. In-Profile の設定 (In-Profile Action Configuration Menu) 

「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド「 I 」を選択すると図 
4-7-34 のような 「 ln-Profile Action Configuration Menu 」 の画面になります。この画面で 
は In-Profile の設定を行います。 



図 4-7-34 In-Profile の設定 


画面の説明 


Index 

In-profile の Index 番号を表示します 0 

Action 

In-profile における実行モードを表示します。 

Drop 

破棄します。 

Ponced-dscp 

DSCP をマーキングします。 

Ponced-Precedence 

Precedence をマーキングします 0 

Ponced-CoS 

CoS をマーキングします。 

Value 

優先度を表爪します0 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 

I 次のページを表爪します0 

f 「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

前のページを表示します。 

_ l =「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

I n-prof i le を作成します。 

rcj と入力するとプロンプトが 「Select action type >」 と変わりますので、実行する Index を 
入力してください。入力後 「Select action type >」 と変わりますので、実行モードを drop の場 
合は 1"1」、 policed - dscp の場合は「2」、 policed - precedence の場合は「3」、 policed-cos 

一の場合は「4」を入力してください0 _ 

Drop 破棄します。 

policed-dscp DSCP をマーキングします 0 

policed-precedence Precedence をマーキングします。 

policed-cos CoS をマーキングします。 

| In - profile を削除します 

「 D 」 と入力するとプロンプトが rPlease enter in-profile action lndex > J と変わりますので、 

肖 U 除する In - profile の Index 番号を入力してください 0 
/I I n-prof i le を修正します。 

「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Please enter in-profile action Index 〉」 と変わりますので、 
修正する In - profile の Index 番号を入力し、修正箇所を In - profile の作成時と同様な操作で修正し 
てください。 

) f 上位のメニューに戻ります。 




4.7.6.f. No-Match の設定 (No-Match Action Configuration Menu) 

「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 N 」 を選択すると図 
4-7-35 のような 「 No-Match Action Configuration Menu 」 の画面になります。この画面 
では No-Match の設定を行います。 



図 4-7-3 5 No-Match の設定 


画面の説明 


Index 

No-Match の Index 番号を表示します 0 

Action 

No-Match における実行モードを表示します。 

Drop 

破棄します。 

Ponced-dscp 

DSCP をマーキングします。 

Ponced-Precedence 

Precedence をマーキングします。 

Ponced-CoS 

CoS をマーキングします。 

Value 

優先度を表爪します0 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


H 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 


前のページを表示します。 


rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

No - match モードを作成します 0 


rcj と入力するとプロンプトが 「Enter no-match action index >」 と変わりますので、実行 
する Index を入力してください。入力後 「Select action type >」 と変わりますので、実行モード 
を drop の場合は「1」、 policed - dscp の場合は「2」、 policed - precedence の場合は「3」、 
policed - cos の場合は「4」を入力してください 0 

Drop 

破棄します。 

policed-dscp 

DSCP をマーキングします。 

policed-precedence 

Precedence をマーキングします 0 

policed-cos 

CoS をマーキングします。 

D 

No - match を削除します 


「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Please enter no-match action index 〉」 と変わりますので、 
削除する No - match の Index 番号を入力してください。 

M 

No - match を修正します。 


「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Enter no-match action index >」 と変わりますので、修正 
する No - match の Index 番号を入力し、修正箇所を No - match の作成時と同様な操作で修正して 
ください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


108 



4.7.6.g. Out-Profile の設定 (Out-Profile Action Configuration Menu) 

「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド「 0 」を選択すると図 
4-7-36 のような 「 Out-Profile Action Configuration Menu 」 の画面になります。この画面 
では Out-Profile の設定を行います。 



図 4-7-36 Out-Profile の設定 


画面の説明 


Index 

〇 ut - Profile の Index 番号を表示します。 

Committed Rate 

Data が、バッファに入る速度を表示します。 


1 M ( bps / unit ) 

10/1 00 M 対応の Port に使用します。 

8 M ( bps / unit ) 

1000 M ( 1 G ) 対応 Port に使用します。 

Burst Size ( KB ) 

1クンのバッファに蓄積できる最大のサイズを示します。 BurstSize は 4 K 、8 K 、 
16 K 、32 K 、64 K の中から使用します。 

Action 

Out - Profile における実行モードを表示します。 

Drop 

破棄します。 

Ponced-dscp 

DSCP をマーキングします。 

Value 

優先度を表 7 JT します0 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

〇 ut - Profile を作成します。 



rcj と入力するとプロンプトが 「Enter out-profile action index >」 と変わりますので、実行 
する Index を入力してください。入力後「10/100 port : 1 Mbps / unit , giga Port : 8 Mbps / unit , 
range from 1 to 127> J と変わりますので 、 Committed Rate を 1 〜 127 の間で入力してくだ 
さい。入力後 rSelect burst size (1-5)> J と変わりますので 、 Burst Size が 4 K の場合は「1」を、 
8 K の場合は「2」を、 16 K の場合は「3」を、 32 K の場合は「4」を、 64 K の場合は「5」を入力 
してください。入力後 「Select action type >」と変わりますので、破棄する場合は「1」を、 
DSCP をマーキングする場合は「2」を入力してください。 

D 

〇 ut - Profile を削除します 



「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Please enter out-profile action lndex >」 と変わりますの 
で、肖 U 除する〇 ut - profile の Index 番号を入力してください。 

M 

〇 ut-prof i le を修正します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter out-profile action Index 〉」 と変わりますので、修正 
する Out - profile の Index 番号を入力し、修正箇所を〇 ut - profile の作成時と同様な操作で修正し 
てください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.6.h. ポートリストの設定 (Port List Configuration Menu) 

「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 U を選択すると図 
4-7-37 のような 「Port List Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
Diffserv を適用する Port List の設定を行います。 



図 4-7-37 Port List の設定 


画面の説明 


Index 

ポートリストの Index 番号を表示します。 

Port list 

ポートリストに属するポート番号を表示します。 


ill 


















ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 



rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 


ポートリストを作成します。 



rcj と入力するとプロンプトが 「Enter port list index 〉」 と変わりますので、実行する Index 
番号を入力してください。入力後 「Enter port list number e . g .:1, 3, 5-12〉」 と変わりますの 
で、ポートリストに設定するポート番号を入力してください。 

D 

ポートリストを削除します 



「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Please enter index 〉」 と変わりますので、削除するポート 
リストの Index 番号を入力してください 〇 

M 

ポートリストを修正します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port list index 〉」 と変わりますので、修正するポー 
トリストの Index 番号を入力し、修正箇所をポートリストの作成時と同様な操作で修正してくだ 
さい。 

m 

上位のメニューに戻ります。 



4.7.6.i. Policy の設定 (Policy Configuration Menu) 

「Differentiated Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド「 0 」を選択すると図 
4-7-38 のような 「Policy Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Classifier, 
In-Profile Action, No-Match Action, Out-Profile Action, Port List の相互性を確立する 
Policy の設定を行います。 



図 4-7-38 Pol icy の設定 


画面の説明 


Index 

ポリシーの Index 番号を表示します。 

Classifier 

Classifier Configuration Menu で作成した Classifier の Index 番号を示しま 
す。 

sequence 

シーケンス番号を設定します。 

In-profile 

In-Profile Action Configuration Menu で作成した In-profile の Index 番号 
を爪します。 

No-match 

No-match Action Configuration Menu で作成した No-match の Index 番 
号を示します。 

Out-profile 

Out-Profile Action Configuration Menu で作成した Out-profile の Index 番 
号を示します。 

Port List 

Port List Configuration Menu で作成した Port list の Index 番号を示します。 

Status 

Policy の適用状態を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

P 

前のページを表示します。 


rp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

C 

Policy を作成します。 


rcj と入力すると 「Create Policy Configuration Menu 」 の画面になります。 

D 

Pol 

icy を削除します 


「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Please enter a Policy index >」と変わりますので、肖！]除す 
る Policy の Index 番号を入力してください 0 

E 

Pol 

icy を有効/無効にします。 


「 E 」 と入力するとプロンプトが 「Please select policy index >」 と変わりますので、有効/無効 
にする Policy の Index 番号を入力してください。入力後 「Enabled or disable policy entry >J 
と変わりますので、有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

Enabled 

Poli cy が有効にします。 

Disabled 

Policy が無効にします。 

S 

Pol 

icy の情報を表示し当 

ミす0 


rsj と入力すると Policy と Classifier , In-Profile Action , No-Match Action , Out-Profile 
Action , Port List の相互性を確認でき、各々の詳細な情報を表示します。 

U 

Pol 

icy の更新を行います。 


ruj と入力するとプロンプトが 「Enter policy index 〉」 と変わりますので、アップデートす 
る Index 番号を入力してください。入力後 Policy 作成時と同様の操作をしてください。また 
Enabled の状態ではアップデートはできないことに注意してください。 Enabled の場合 
Disabled の状態にしてからアップデートを行ってください。 

B 

ポート每にシーケンスを表爪します0 


「 B 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number >」と変わりますので、表示するポート 
番号を入力してください。入力後 「Policy index or policy sequence ( I / P ) >」に変わりますの 
で 、 policy index に対応する policy sequence を見る場合は「1」を 、 policy sequence に対応 
する policy index sequence を見る場合は 「 P 」 を、入力してください 0 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.6.j. Policy の作成 (Create Policy Configuration Menu) 

「Policy Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 CI を選択すると図 4^7-39 のような 
「Create Policy Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Policy の作成を行 
います 0 



£ile 【dit 这 C^fitrol 


P»C324$H Loc«l IMnnet^r^ System 
Policy Conf i(ur«licn -> Create Policy Conf icur«tion I 
Pol Icy Index 
Classifier Index 
Policy Sequence 
In-Proflle Action Index 
No*M»lch Action Index 
Ou い Profile Action Index 
Port List Index 


. <OOMUMD>. 

Set [P]olIcy Indejc Select [O]ui-Profile Action Index 

Select [C]Itsslfier Ind»x Select Pori [L]isl Index 

Set Policy [$]eojenc« (A)pply Policy 

Select [l]n*Prof lle Action Index Show [E]&ch Index Infomtiiort 

Select [N]o-ll*tch Action Index (0)uit to previous Mnu 

C0MMDd> 


図 


4-7-39 Pol icy の作成 


画面の説明 


Policy Index 

Po 1 i cy の 1 n d ex 番号を表示します。 

Classifier Index 

Classifier Configuration Menu で作成した Classifier が適用する Index 番号 
を爪します。 

Policy Sequence 

シーケンスを表示します。 

In-profile Index 

In-Profile Action Configuration Menu で作成した In-profile が適用する 
Index 番号を示します 0 

No-match Index 

No-match Action Configuration Menu で作成した No-match が適用する 
Index 番号を示します 0 

Out-profile Index 

Out-Profile Action Configuration Menu で作成した〇 ut-profile が適用す 
る1 ndex 番号を示します。 

Port List Index 

Port List Configuration Menu で作成した Port list が適用する Index 番号を 

71^ しま ~0~ 〇 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 


P 

Policy COInd ex 番号を設定します。 



「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enter policy index 〉」 に変わりますので、ポリシーの Index 番 
号を入力してください。 

C 

適戶 

与させる Classifier の Index 番号を設定します。 



「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter classifier index >」 に変わりますので、適用させる 
Classifier の Index 番号を入力してください 0 

S 

シーケンス番号を設定します。 Policy の適用順を降順で指定します。 



rsj と入力するとプロンプトが 「Enter policy sequence >」 に変わりますので、シーケンスを入 
力してください。 

1 

適戶 

与させる In - Profile の Index 番号を設定します。 



「1」と入力するとプロンプトが 「Enter in-profile index >」 に変わりますので、適用させる 
In - Profile の Index 番号を入力してください 0 

N 

適戶 

与させる No - Match の Index 番号を設定します。 



「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter no-match index >」 に変わりますので、適用させる 
No - Match の Index 番号を入力してください 0 

〇 

適戶 

与させる〇 ut - Profile の Index 番号を設定します。 



「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter out-profile index >」 に変わりますので、適用させる 
〇 ut - Profile の Index 番号を入力してください 0 

L 

適戶 

与させる Port List の Index 番号を設定します。 



「 C 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port list index > J に変わりますので、適用させる Port list 
の Index 番号を入力してください。 

A 

設定した内容を適用します。ここで適用しなければ設定した内容は反映されません。 

E 

設定内容を個別に表示します。 



「 E 」 と入力するとプロンプトが 「Please select mode >」に変わりますので、 Classifier の場合 
は1"1」を、 In - Profile の場合は「2」を、 No - Match の場合は「3」を、〇 ut - Profile の場合は「4」 
を 、 Port List の場合は「5」を入力してください。各々の個別の設定内容を表示します。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.7. 帯域幅の制御設定 


(Egress Rate Limiting Configuration Menu) 

「Quality of Service Configuration Menu 」 の画面でコマンド 「 C 」 を選択すると図 4-7-40 
のような 「Egress Rate Limiting Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
帯域幅の制御設定を行います。 



図小 7>40 帯域幅の制御設定 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Bandwidth 

帯域幅を表します。 

単位はそれぞれ1 00 M ポートでは1 Mbps 、 GIGA ポートでは 8 Mbps です。 

工場出荷時は全て128です。 

Status : 

帯域幅の制御設定を有効/無効を表します。 

Enabled 

帯域幅の制御設定は有効です。 

Disabled 

帯域幅の制御設定は無効です。 
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ここで使用できるコマンドは次のとおりです。 

I 次のページを表爪します。 

f 「 N 」 と入力すると表示が次のぺージに切り替わります。 

_ 前のページを表示します。 

frp 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります。 

_ 帯域幅を設定します。 

| _ 「 B 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number e . g .: 1,3, 5-12> J に変わりますので、指 
定するポート番号を入力してください。入力後 、 「Enter bandwidth >」に変わりますので、帯 
域幅を1〜1023の間で入力してください。 

_ 帯域幅の制御設定を設定します。_ 

「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number e . g .: 1,3, 5-12> J に変わりますので、指 
定するポート番号を入力してください。入力後 、 「Enable or Disable status ( E / D )>」 に変わ 
りますので、帯域幅の制御設定を有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力して 
ください。 

) 上位のメニューに戻ります。 




4.7.8 .ス I -一厶コント□ール設定 

(Storm Lontrol Conriguration Menu) 

rAdvanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド「〇」を選択すると、図小 7"41 のよう 
な 「Storm Control Configuration Menu 」 の画面になります 。 Unknown unicast 、 
Broadcasts Multicast の各ス I — ムコント □ ールの設定を行います。 



図小 741 ス I' ームコント□—ルの設定 


画面の説明 


DLF 

Unknown unicast のストー厶コント□—ルを有効•無効にします。 

Enabled 

Unknown unicast のストー厶コント□—ルが有効です。 

Disabled 

Unknown unicast のストー厶コント□—ルが無効です 0 
(工場出荷時設定） 

Broadcast 

Broadcast のス 1 ムコント□-ルを有効 • 無効にします。 

Enabled 

Broadcast のス 1 -- ムコント□-ルが有効です。 

Disabled 

Broadcast のス 1 ムコント□—ルが無効です。（工場出荷時設定） 

Multicast 

Multicast のス 1 ムコント□—ルを有効 • 無効にします。 

Enabled 

Multicast のス 1 ムコント□—ルが有効です。 

Disabled 

Multicast のス 1 ムコント□—ルが無効です。（工場出荷時設定） 

Threshold 

パケット数 (Packet Per Second ) の閾値を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 
)Unknown unicast のストームコントロールを有効 • 無効に設定します。 

「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled DLF storm control status ( E / D )>」 と変 
わりますので 、 Unknown unicast を有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力し 

_てくださし、。_ 

5 Broadcast Storm のス I —ムコント□—ルを有効 • 無効に設定します。 

「 B 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled broadcast storm control status 
( E / D )> J と変わりますので、 Broadcast を有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を 
入力してください。 

J \ Multicast Storm のス I ムコント□—ルを有効•無効に設定します。_ 

「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled multicast storm control status 
( E / D )>」 と変わりますので、 Multicast を有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入 

丄力してくださし'。_ 一 _ 

パケツト数 (Packet Per Second ) の閾値を設定します 〇 

nj と入力するとプロンプトが 「Enter threshold value 〉」 と変わりますので、バケツト数 (Packet 
Per Second ) の閾値を1〜262143の間で入力してください。 
r 上位のメニューに戻ります。 







4.7.9. IEEE 802.1 X 認証機能 

(802. IX Access Control Configuration) 

rAdvanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 x 」 を選択すると、図 4-7*42 のよう 
な「 802. IX Access Control Configuration 」 の画面になります。この画面では 
IEEE802. 1 X 準拠の認証機能についての設定を行うことができます。 

認証方式は EAP-MD5/TLS/PEAP をサボートしています。 



図 4-7*42 IEEE 802 .IX 認証機能 


ご注意： IEEE 802 .IX ポートべース認証機能および MAC ベース認証機能を使用する場合、 
MAC Learning Menu でポートに学習させない (Disabled ) 設定との同時使用は 
できません。 
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4.7.9.a. IEEE 802.1 X ポートベース認証機能の設定 
(Port Base Access Control Configuration) 

「 802. IX Access Control Configuration Menu 」 でコマンド 「 p 」 を選択すると、図小 7*43 
のような 「Port Base Access Control Configuration 」 の画面になります。この画面では 
IEEE 802.1 X 準拠のポートベース認証機能についての設定を行うことができます。 

認証方式は EAP-MD5/TLS/PEAP をサボートしています。 



図 4-7-43 IEEE 802 .IX ポートべース認証機能の設定 


画面の説明 


NAS ID 

認証 ID(NAS Identifier ) を表示します 0 

Port No 

ポートの番号を表示します。 

Port Control 

認証要求の際の動作を表示します。 

Auto 

認証機能を有効とし、クライアントと認証サーバ間の認証プ 
□セスのリレーを行います。 

Force Unauthorized 

認証機能を無効とし、クライアントからの認証要求をすべて 
無視します。 

Force Authorized 

認証機能を無効とし、認証許可なしでポートを通信可能とし 
ます。（工場出荷時設定） 

Port Status 

認証の状態を表示します。下記の Port Control 設定を反映します。 

Unauthorized 

認証が不許可の状態です。 

Authorized 

認証が許可の状態です。 

Authorized MAC 
Address 

認証に成功している端末、または Guest Access を使用している端末の 

MAC アドレスを表示します。何も使用されていない場合は、と表示します。 

Operational 

現在認証対象となっている通信方向を表示します。 
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Control Direction 

Both 

送受信を認証対象とします。 

In 

受信のみを認証対象とします。 

Administrative 
Control Direction 

認証の対象とする通信方向の設定を表示します。 

Both 

送受信を認証対象とします。 

In 

受信のみを認証対象とします。 

Per Port Re-auth 

定期的再認証の辛 

|効 • 無効を表示します。 

Enabled 

定期的再認証を行います。 

Disabled 

定期的再認証を行いません。（工場出荷時設定） 

Current PVID 

現在適用されている PVID を表示します。 

Dynamic VLAN 

Dynamic VLAN の動作状況を表示します。 

Disabled 

Dynamic VLAN 機能が無効の状態です。 

<VLAN ID > 

DyanmicVLAN 機能を有効とし、動作している VLAN ID を表示しま 
す0 

Guest Access 

Mode 

Guest Access への適用条件を表示します。 

Timeout 

Supplicant Timeout が発生した際に Guest Access を適用します 0 

Auth Fail 

認証に失敗した際に Guest Access を適用します 0 

Both 

Timeout と Auth Fail のどちらかの条件に一致した際に Guest 

Access を適用します。 

Transmit Period 

RADI US サーバへの認証の再送信要求までの間隔です。 

工場出荷時は30秒に設定されています。 

Max Request 

認証の最大再送信試行回数です。工場出荷時は2回に設定されています。 

Supplicant 

Timeout 

クライアントのタイムアウト時間を表します。 

工場出荷時は30秒に設定されています。 

Quiet Period 

認証が失敗した際、次の認証要求を行うまでの時間です。 

工場出荷時は60秒に設定されています。 

Serv Timeout 

認証サーバのタイムアウト時間を表します。工場出荷時は30秒に設定されています。 

Re-auth Period 

定期的再認証の試行間隔です。工場出荷時は3600秒に設定されています。 

Guest VLAN ID 

Guest Access 時に適用される VLAN ID を表示します。 

無効の場合は----と表示します。 

Default VLAN ID 

Port Control を Auto から Force Authorized 、 または Force Unauthorized に変更した 
際に適用される VLAN ID を表示します。また 、 Dynamic VLAN が有効で認証に成功し 
たが、認証サーパから VLAN 情報が得られなかった場合にも Default VLAN ID が適用さ 
れます。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

Port Based モードでは使用しません。 

V 

Port Based モードでは使用しません。 

P 

ポート番号を設定します。 



「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 に変わりますので、設定を行うポート番号 
を入力してください。 

M 

MAC ベース認証メニューに移ります。 



プロンプトが 「Select the Port based or MAC based auth mode ( P / M ) >J に変わりますので、 
「 M 」 を選択してください 。 「MAC Based Access Control Configuration Menu 」 の画面になり 
ます。 

C 

認言 

正要求の際の動作を設定します。 



「 C 」 を入力するとプロンプトが 「Select authenticator port control ?( A / U / F )>」 に変わりますの 
で、 Auto の場合は 「 A」、Force Unauthorized の場合は 「 U」、Force Authorized の場合は 「 F 」 を入 
力してくださし 、0 Default VLAN が無効の場合に Auto に設定すると 、 Current PVID の値が Default 
VLAN ID に自動的に設定されます。 

D 

認言 

正対象とする通信方向を設定します。 



「 D 」 を入力するとプロンプトが 「Select Administrative Control Direction , Both or IN ? ( B / I)>J 
に変わりますので、バケツトの送受信について認証が必要な場合は 「 B 」 を、受信のみ認証が必要な 
の場合は「1」を入力してください。 

B 

Port Based モードでは使用しません。 

F 

Default VLAN ID を設定します。 



「 F 」 を入力するとプロンプトが 「Enter default VLAN ID > J に変わりますので、 1 から4094の整数 
を入力してください。また、0を入力した際は Default VLAN 機能が無効となります。 

T 

認言 

正の再送信要求までの間隔を設定します。 



「 T 」 を入力するとプロンプトが 「Enter Transmission Period >」 に変わりますので、1から 

6 5535 (秒)の整数を入力してください。 

U 

認言 

正が失敗した際の待機時間を設定します。 



「 U 」 を入力するとプロンプトが 「Enter Quiet PeriocW に変わりますので、1から65535(秒)の整数 
を入力してください。 

X 

認言 

正の最大再送信試行回数を設定します。 



「 X 」を入力するとプロンプトが 「Enter Max request count >」 に変わりますので、再試行回数を1 
から10(回)の整数を入力してください。 

〇 

認言 

正サーバのタイムアウト時間を設定します。 



「0」を入力するとプロンプトが 「Enter Server Timeout 〉」 に変わりますので、1から65535(秒)の 
整数を入力してください。 

L 

クライアントのタイムアウト時間を設定します。 



「 U を入力するとプロンプトが 「Enter Supplicant Timeout value >」 に変わりますので、1から 
6 5535 (秒)の整数を入力してください。 

S 

Guest Access への適用条件を設定します。 



「 S 」 を入力するとプロンプトが 「Select the guest access mode ( T / B / A ) >」に変わりますので、 
Supplicant Timeout の場合は 「 T」、Auth Fail の場合は 「 A 」、 両方の場合は 「 B 」 を入力してください。 

G 

認言 
す。 

正に失敗した端末やサプリカントを持っていない端末が接続されたときに割当てる VLAN を指定しま 



「 G 」 を入力するとプロンプトが 「Enter guest VLAN ID >」に変わりますので、1から4094の整数を 
入力してください。また、0を入力した際は Guest Access 機能が無効となります。 
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Y 

Dynamic VLAN 機能を有効 • 無効に設定します。 



「丫」を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled dynamic VLAN status ? ( E / D ) >」に変わ 
りますので 、 Dynamic VLAN 機能を有効にする場合は、 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力 
してください。 

E 

定! 

fi 的再認証の試行間隔を設定します。 



「 E 」 を入力するとプロンプトが 「Enter re-authentication Period 〉」 に変わりますので、1から 
6 5535 (秒)の整数を入力してください。 

A 

定! 

h 的再認証の有効 • 無効を設定します。 



「 A 」 を入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled re - authentication ?( E / D )>」 に変わります 
ので、有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

Z 

認言 

正状態を初期化します。 



「 Z 」 を入力するとプロンプトが 「Would you initialize authenticator ? (丫 / N )>」 に変わりますの 
で、初期化する場合は「丫」、しない場合は 「 N 」 を入力してください。 

R 

再認証の状態を初期化します。 



「 R 」 を入力するとプロンプトが 「Would you want to initialize re - authenticator ? (丫 / N )>」 に変 
わりますので、初期化する場合は「丫」、しない場合は 「 N 」 を入力してください。 

H 

Port Based モードでは使用しません。 

1 

Port Based モードでは使用しません。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意：弊社スイッチは、 RADIUS サーバからの RADIUS パケットに含まれる、 

Attribute 81: Tunnel Private Group Id の値を参照して VLAN ID を割当てます。 
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4.7.9. b . MAC ベース認証機能の設定 

(MAC Based Access Control Configuration) 

「 802. lx Port Base Access Control Configuration 」 でコマンド 「 M 」 を選択すると、プロ 
ンプトが 「Select the Port based or MAC based auth mode (P/M) >J に変わります 
ので、 「 M 」 を選択してください。図 4"7"44 のような 「MAC Based Access Control 
Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では MAC ベース認証機能についての 
設定を行うことができます。認証方式は EAP-MD5/TLS/PEAP をサポートしています。 
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図 4-7-44 MAC ベース認証機能の設定 
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画面の説明 


NAS ID 

認証 ID(NAS Identifier ) を表示します。 

Port No 

ポートの番号を表示します。 

Number of 
Supplicant 

ポートに認証できる Supplicant の数を表示します。工場出荷時は512に設定されています。 

Operational 

Control Direction 

現在認証対象となっている通信方向を表示します。 

Both 

送受信を認証対象とします。 

In 

受信のみを認証対象とします。 

Administrative 
Control Direction 

認証の対象とする通信方向の設定を表示します。 

Both 

送受信を認証対象とします。 

In 

受信のみを認証対象とします。 

Transmit Period 

RADI US サーバへの認証の再送信要求までの間隔です。 

工場出荷時は30秒に設定されています。 

Max Request 

認証の最大再送信試行回数です。工場出荷時は2回に設定されています。 

Supplicant 

Timeout 

クライアントのタイムアウト時間を表します。 

工場出荷時は30秒に設定されています。 

Quiet Period 

認証が失敗した際、次の認証要求を行うまでの時間です。 

工場出荷時は60秒に設定されています。 

Serv Fimeout 

認証サーバのタイムアウト時間を表します。工場出荷時は30秒に設定されています。 

Re-auth Period 

定期的再認証の試行間隔です。工場出荷時は3600秒に設定されています。 

Force Auth MAC 

Timeout 

Force Auth MAC アドレスで登録した MAC アドレスの端末の通信が途切れてから削除す 
るまでの保管時間を表示します。 

Per Port Re-auth 

定期的再認証の有効 • 無効を表示します。 

Enabled 

定期的再認証を行います。 

Disabled 

定期的再認証を行いません。（工場出荷時設定） 

Supplicant MAC 
Addr 

認証に成功している端末の MAC アドレスを表示します。また、 Force Authorized MAC 
Address で登録されている端末が通信している場合、その MAC アドレスを表示します。 

Type 

認証の T y pe を表示します。 

Dynamic 

IEEE 802 .IX 認証により、認証に成功した端末を意味します。 

Static 

i-orce Authorized MAl Address Configuration で 
設定した端末を意味します。 

MAC Control 

認証要求の際の動作を設定します。 

Auto 

認証機能を有効とし、クライアントと認証サーパ間の認証プ□セ 
スのリレーを行います。 

Force Unauthorized 

認証機能を無効とし、クライアントからの認証要求をすべて無視 
します。 

Force Authorized 

認証機能を無効とし、認証許可なしでポートを通信可能としま 
す。（工場出荷時設定） 

Auth Status 

認証の状態を表示します。 

Unauthonzed 

認証が不許可の状態です 

Authorized 

認証が許可の状態です 

Re-auth 

定期的再認証の有効 • 無効を表示します。 

Enabled 

定期的再認証を行います。 

Disabled 

定期的再認証を行いません。（工場出荷時設定） 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 を入力すると表示が次のページに切り替わります。 

V 

前のページを表示します。 


「 V 」と入力すると表示が前のぺージに切り替わります。 

B 

ポートに認証できる端末の数を設定します。 


「 B 」 を入力するとプロンプトが 「Enter the number of supplicant >」に変わりますので、1から 

512の整数を入力してください。 

P 

ポート番号を設定します。 


「 P 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 に変わりますので、設定を行うポート番号 
を入力してください。 

C 

認言 

正要求の際の動作を設定します。 


「 C 」 を入力するとプロンプトが 「Select authenticator port control ?( A / U / F )>」 に変わりますの 
で、 Auto の場合は 「 A」、Force Unauthorized の場合は 「 U」、Force Authorized の場合は 「 F 」 を入 
力してくださし 、0 Default VLAN が無効の場合に Auto に設定すると 、 Current PVID の値が Default 
VLAN ID に自動的に設定されます。 

D 

認言 

正対象とする通信方向を設定します。 


「 D 」 を入力するとプロンプトが 「Select Administrative Control Direction , Both or IN ? ( B / I)>J 
に変わりますので、バケツトの送受信について認証が必要な場合は 「 B 」 を、受信のみ認証が必要な 
の場合は「1」を入力してください。 

Y 

MAC Based モードでは使用しません。 

T 

認証の再送信要求までの間隔を設定します。 


「 T 」 を入力するとプロンプトが 「Enter Transmission Period >」 に変わりますので、1から 

6 5535 (秒)の整数を入力してください。 

L 

クライアントのタイムアウト時間を設定します。 


「 U を入力するとプロンプトが 「Enter Supplicant Timeout value >」 に変わりますので、1から 
6 5535 (秒)の整数を入力してください。 

〇 

認言 

正サーパのタイムアウト時間を設定します。 


「0」を入力するとプロンプトが 「Enter Server Timeout >」 に変わりますので、1から65535(秒)の 
整数を入力してください。 

X 

認言 

正の最大再送信試行回数を設定します。 


「 X 」を入力するとプロンプトが 「Enter Max request count >」 に変わりますので、再試行回数を1 
から10(回)の整数を入力してください。 

U 

認言 

正が失敗した際の待機時間を設定します。 


「 U 」 を入力するとプロンプトが 「Enter Quiet PeriocW に変わりますので、1から65535(秒)の整数 
を入力してください。 

G 

MAC Based モードでは使用しません。 

E 

定期的再認証の試行間隔を設定します。 


「 E 」 を入力するとプロンプトが 「Enter re-authentication Period 〉」 に変わりますので、1から 
6 5535 (秒)の整数を入力してください。 

A 

定舞 

B 的再認証の有効 • 無効を設定します。 


128 






「 A 」 を入力するとプロンプトが 「Select Per port or MAC address ( P / M ) >」に変わりますので、 
ポート全体に設定する場合は 「 P 」 を、 MAC アドレスごとに設定する場合は 「 M 」 を入力してくだ 
さい。 「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled re-autherrtication ?( E / D ) >」と 
変わりますので、有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。また、 「 M 」 
と入力した場合はプロンプトが 「Enter supplicant MAC address >」に変わりますので、設定を行 
いたいサプリカントの MAC アドレスを入力してください。するとプロンプトが 「Enabled or 
Disabled re - au 1: hentication ?( E / D )>」 に変わりますので、有効にする場合は 「 E 」、 無効にする場合 
は 「 D 」 を入力してください。 

Z 

認言 

正状態を初期化します。 



「 Z 」 を入力するとプロンプトが rSelect the All MAC or MAC address ( A / M ) > J に変わります 
ので、全ての MAC アドレスに対して実行する場合は 「 A 」 を、 MAC アドレスごとに実行する場合 
は 「 M 」 を入力してください。 「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Initialize all MAC ( Y / N )>」 と 
変わりますので、初期化する場合は「丫」、しない場合は 「 N 」 を入力してください。また、 「 M 」 と 
入力した場合はプロンプトが 「Enter supplicant MAC address >」に変わりますので、初期化を行 
し V /■こいサプリカントの MAC アドレスを入力してください。するとプロンプトが 「Initialize MAC 
**:**:**:**:**:** ( Y / N )>」 に変わりますので、初期化する場合は「丫」、しない場合は 「 N 」 を入 
力してください。 

R 

再認証の状態を初期化します。 



「 R 」 を入力するとプロンプトが 「Selectthe All MAC or MAC address ( A / M )>」 に変わります 
ので、全ての MAC アドレスに対して実行する場合は 「 A 」 を、 MAC アドレスごとに実行する場合 
は 「 M 」 を入力してください。 「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Would you want to initialize 
re - authenticator ?( Y / N )>」 に変わりますので、初期化する場合は「丫」、しない場合は 「 N 」 を入力し 
てください。また、 「 M 」 と入力した場合はプロンプトが 「Enter supplicant MAC address >」に 
変わりますので、初期化を行いたいサプリカントの MAC アドレスを入力してください。するとプ 
□ンプトが 「Would you want to initialize re - authenticator ? (丫 / N )>」 に変わりますので、初期 
化する場合は「丫」、しない場合は 「 N 」 を入力してください。 

M 

ポートべ _ ス認証メニユ _ に移ります。 



プロンプトが 「Select the Port based or MAC based auth mode ( P / M ) >J に変わりますので、 
rPJ を選択してください 。 「Port Based Access Control Configuration Menu 」 の画面になりま 
す0 

S 

MAC Based モードでは使用しません。 

F 

MAC Based モードでは使用しません。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意 ： MAC Based モードに設定すると 、 Administrative Control Direction が自動的 
に In に変更されます。その後 Port Based モードに設定しても In のままとなるため、 
必要に応じて設定の変更をしてください。 
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4.7.9.c. Force Authorized MAC Address の設定 


(Force Authorized MAC Configuration Menu) 

r 802.1 x Access Control Configuration 」 でコマンド 「 F 」 を選択すると、 図小 7*45 のよう 
な 「Force Authorized MAC Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では 
IEEE 802. IX による認証なしに許可/不許可する機器の MAC アドレスを設定することがで 
きます。 



図 4-7-45 Force Authorized MAC Address の設定 


画面の説明 


MAC Address 

認証なしにアクセスを許可/不許可する端末の MAC アドレスを表示する。 

Mask 

指定されている MAC アドレスのマスクを表示する。 

Auth Status 

指定した認証状態を表示する。 

Force Unauthorizea 

認証機能を無効とし、クライアントからの認証要求をすべて無視し 
ます。 

Force Authorized 

認証機能を無効とし、認証許可なしでポートを通信可能とします。 
(工場出荷時設定） 

Port List 

登録した MAC ァドレスが適用されているポートを表示する。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 

V 

前のページを表示します。 



「 V 」と入力すると表示が前のぺージに切り替わります。 

A 

認証なしにアクセスを許可/不許可する端末の MAC アドレスの追加と削除を行います。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Add or Delete MAC address ( A / D)>J に変わりますので、認証なし 
にアクセスを許可/不許可する端末を登録する場合は 「 A 」 、削除する場合は 「 D 」 を入力してください。 
登録するために 「 A 」 を入力するとプロンプトが rEnter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx ) >J と変わり 
ますので、 MAC アドレスを入力してください。するとプロンプトが 「Enter mask length 〉」 と変わりま 
すので、マスクを指定してください。するとプロンプトが 「Select auth status ( A / U )>」 と変わります 
ので、許可する場合は 「 A 」 、許可しない場合は 「 U 」 を選択してください。するとプロンプトが rEnter 
port number>J と変わりますので、適用するポートを指定してください。また、削除するために 「 D 」 

を入力すると rEnter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx ) >J と変わりますので、 MAC アドレスを入力し 
てください。 

M 

登録されている MAC アドレスの Mask を変更します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx ) >」に変わりますので、変更 
したい MAC アドレスを入力してください。するとプロンプトが rEnter mask length 〉」 に変わりますの 
でマスクを指定してください。 

R 

登録した MAC アドレスを検索します。 



「 R 」 と入力するとプロンプトが 「Enter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx ) 〉」と変わりますので、検索し 
たい MAC アドレスを入力して下さい。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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〈 COMMAND 〉 
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図 4-7*46 Guest/Default VLAN の設定 


画面の説明 


Current PVID 

現在ポートに適用されている PVID を表示する。 

Auth Status 

認証の状態を表示します。 

Unauthorized 

認証が不許可の状態です 

Authonzed 

認証が許可の状態です 

Guest 

Guest Access 時に適用 
は一と表示します。 

される VLAN ID を表示します。また 、 Guest Access が無効のとき 

Default 

Port Control を Auto から Force Authorized 、 または Force Unauthorized に変更した際に 
適用される VLAN ID を表示します。また 、 Dynamic VLAN が有効で認証に成功したが、認 
証サーパから VLAN 情報が得られなかった場合にも Default VLAN ID が適用されます。 


47.9.d. Guest/Default VLAN の設定 

(Guest/Default VLAN Configuration Menu) 

「802 .lx Access Control Configuration 」 でコマンド 「 G 」 を選択すると、図 4-746 のよう 
な 「 Guest/Default VLAN Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では Guest 
Access と Default VLAN の設定を行なうことができます 。 Guest Access とは認証に失敗し 
た端末、またはサプリカントタイムアウトが発生した端末を特定の VLAN に割当てる機能の 
ことです 0 Default VLAN とは 、 Port Control を Auto から Force Authorized 、 または Force 
Unauthorized に変更した際に割当てる VLAN を意味してます。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 
I 次のページを表爪します。 

f 「 N 」 と入力すると表示が次のぺージに切り替わります。 

「 前のページを表示します。 

frv 」 と入力すると表示が前の ぺージ に切り替わります。 

1認証に失敗した端末やサプリカントを持っていない端末が接続されたときに割当てる VLAN を指定します。 

「 G 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 に変わりますので、設定を行うポートを入力して 
ください。するとプロンプトが 「Enter guest VLAN ID >」に変わりますので、1から4094の整数を入力 
してください。また、0を入力した際は Guest Access 機能が無効となります。 

)Default VLANID を設定します。_ 

「 D 」 を入力するとプロンプトが 「Enter port number 〉」 に変わりますので、設定を行うポートを入力して 
くださしヽ。するとプロンプトが 「Enter defaull : VLAN ID >」に変わりますので、1から4094の整数を入力 
してください。また、0を入力した際は Default VLAN 機能が無効となります。 

) r 上位のメニューに戻ります。 



4.7.9.e. lEEESCUX 統計情報の表示 (Statistics Menu) 

「802 . lx Access Control Configuration 」 でコマンド 「 s 」 を選択すると図 4-7-47 のような 
「Statistics Menu 」 の画面になります。この画面ではスイッチの統計情報として、 

IEEE 802. IX のバケット数を監視することができ、これによってネットワークの状態を把握 
することができます。また、エラーパケットを監視することにより障害の切り分けの手助 
けになります。 



図 4-7-47 IEEE 802.IX 統計情報の表示 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Refresh 

更新間隔を表します。 

Elapsed Time 

現在のカウンタの値が累積されている時間を表示します。起動または再起動して 

bince System Up 

からの時間を意味します。 

Counter Name 

各カウンタの名前を表示します。 

Total 

カウンタに累積された値を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

値を表示するポートを切り替えます 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select Port number 〉」 と変わりますので表示したいポート番 
号を入力してください。 

N 

次のポートの値を表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートのカウンタを表示します。ポート26まで行くと次(ポー M ) には 
移動しません。 

P 

前のポートの値を表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートのカウンタを表示します。ポート1では前のポートには戻れませ 
ん〇 

R 

カウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替えます。 



「 R 」 と入力すると、すぐにカウンタの値を reset してからの値の表示に切り替わります。画面右 
上の時間表示が 「Elapsed Time Since System Reset 」 に変わります 

F 

カウンタの更新モードを設定します。 



「 F 」 と入力すると、注釈行に「1 for start to refresh , 2 for set refresh rate 」 と表示されますの 
で、更新を止めたい場合は「1」を入力すると、更新間隔が 「 STOP 」 と表示され、表示を更新しま 
せん。更新間隔を変更したい場合は「2」を入力すると 「Input refresh time >」 プロンプトが表示 
されますので、5から600(秒)の整数を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります 


またこの画面では本機器が起動または電源 OFF 、 リセットによる再起動されてからの累積値 
(図 4-7-47) とコマンドによりカウンタをクリアしてからの累積値（図 4-748) の2種類 
を表示することができます。コマンドによりカウンタの値をクリアしても起動時からの累 
積値は保存されています。 



図 4-7-48 カウンタクリアからの累積表示 


135 

































画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Refresh 

再表示間隔を表します。 

Elapsed Time 
bince Reset 

カウンタをリセットしてからの時間を表します。 

Counter Name 

各カウンタの名前を表示します。 

Total 

カウンタに累積された値を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

値を表示するポートを切り替えます 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select Port number 〉」 と変わりますので表示したいポート番 
号を入力してください。 

N 

次のポートの値を表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートのカウンタを表示します。ポート26まで行くと次(ポート1)には 
移動しません。 

P 

前のポートの値を表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートのカウンタを表示します。ポート1では前のポートには戻れませ 
ん〇 

U 

起動時からのカウンタ表示に切り替えます。 



「 U 」 と入力すると、瞬時に reset 後のカウンタの表示から、システム起動時からのカウンタ表示 
に切り替わります。 

R 

カウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替えます。 



「 R 」 と入力すると、すぐにカウンタの値を reset し、全ての値を0にして再表示させます。 

F 

カウンタの更新モードを設定します。 



「 F 」 と入力すると、注釈行に「1 for start to refresh ^ for set refresh rate 」 と表示されますの 
で、更新を止めたい場合は「1」を入力すると、更新間隔が 「 STOP 」 と表示され、表示を更新しま 
せん。更新間隔を変更したい場合は「2」を入力すると 「Input refresh time >」 プロンプトが表示 
されますので、5から600(秒)の整数を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります 
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カウンタの内容は下記のとおりです。 


TxReqld 

本機器からの送信された EAP Request Identity フレー厶の数を表示します。 

TxReq 

本機器からの送信された EAP Request フレームの数を表示します。 

TxTotal 

本機器からの送信された全てのタイプの EAP フレームの総数を表示します。 

RxStart 

サプリカントから受信した EAPOL Start フレームの数を表示します。 

Rx Log off 

サプリカントから受信した EAPOL Logoff フレームの数を表示します。。 

RxRespId 

サプリカントから受信した EAP Response Identity フレー厶数を表示します。 

RxResp 

サプリカントから受信した EAP Response フレーム数を表示します。 

Rxlnvalid 

サプリカントから受信した EAPOL フレームのうち、フレームタイプを認識できな 
いフレームの数を表示します。 

RxLenError 

サプリカントから受信した EAPOL フレームのうち、バケツト本体の長さを示すフ 
ィールドが無効なフレームの数を表示します。 

RxTotal 

サプリカントから受信した EAP フレームのうち、有効なフレームの総数を表示し 
ます。 

RxVersion 

サプリカントから受信した EAP フレームのうち、 IEEE 802 .IX パージョン1の形式 
で受信したフレームの数を表示します。 

LastRxSrcMac 

本機器が最後に受信した EAP 0 L フレームの送信元の MAC アドレスを表示しま 
す0 
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4.7.9.f. EAP-Request の送信設定 (EAP-Request Configuration Menu) 

r 802.1 x Access Control Configuration 」 でコマンド 「 E 」 を選択すると、図 4-7-49 のよう 
な 「 EAP-Request Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では MAC ベース認 
証モードで必要な EAP Request の送信について設定することができます。 



図4-7"49 EAP-Request の設定 


ご注意 ： Windows XP / 2000等の EAP 〇 L Start フレームを送信しないサプリカントを 
ご使用の場合に本機能を有効にしてください。 
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4.7.9.1.1. EAP - Request の送信設疋 ( EAP-Request Port Configuration Menu ) 

「 EAP-Request Configuration 」 でコマンド 「 E 」 を選択すると、図 4-7-50 のような 
「 EAP-Request Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面ではポートごと 
に EAP Request の送信について設定することができます。 


図 4-7-50 EAP-Request の送信設定 
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画面の説明 
EAP-Request 
Interval 


EAP-Request 


E AP-Req uest を送信する間隔を表示します。 

Port 番号を表します。 

EAP Request の送信状態を表示します。 

Enabled 定期的に EAP Request を送信します。 

Disabled EAP Reauest を送信しません。（工場出荷時設定) 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 
^ [ 次のページを表示します。 

| 「 N 」 と入力すると表示が次のページに切り替わります。 
D 前のページを表示します。 


_ | 「 P 」 と入力すると表示が前のページに切り替わります0 _ 

EAP Request の送信間隔を設定します。 

「 E 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new intervals に変わりますので、画面最下部の黒帯に指定され 
た範囲で入力してください。 

登録されている MAC アドレスの Mask を変更します 0 _ 

「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number :>」 に変わりますので、変更したいポート番号を入 
力してください。するとプロンプトが 「Enabled or Disabled EAP-Request ?( E / D ) > J に変わりますの 
で有効にする場合は 「 E 」 を、無効にする場合は 「 D 」 を入力してください。 

上位のメニューに戻ります。 





4.7.9.f.2. 未認証 MAC アドレスの参照 

(Unauthorized MAC Address Table Menu) 

「 EAP-Request Configuration 」 でコマンド 「 U 」 を選択すると、図 4-7-51 のような 
「Unauthorized MAC Address Table Menu 」 の画面になります。この画面では MAC ベー 
ス認証モードにおける未認証の端末を表示します。 

(4.7.9. f .1 EAP Request 送信設定を有効にすると、本画面に表示されている未認証 MAC 
アドレス宛に EAP Request を送信します〇 ) 



図 4>7-51 Unauthorized MAC Address Table の参照 


画面の説明 


Age-Out Time 

未認証 MAC アドレスを保存する時間を表示します。最後にバケツトを受信してからの 
時間となります。工場出荷時は300秒 （5 分）に設定されています。 

Display by 

表示する方法を表示します。 

Select Port 

選択したポート番号を表示します。 

MAC Address 

未認証の MAC アドレスを表示します。 

Port 

MAC アドレスの属していたポートを表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです。 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートを表示します。 


前のページを表示します。 



「 V 」と入力すると前のポートを表示します。 

T 

未認証 MAC アドレスの保管時間を設定します。 



「 T 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new age-out time >」 と変わりますので、時間を秒単位で〇〜 
65535の間で設定してください。0と設定した場合はタイムアウトしなくなります。 

M 

未認証 MAC アドレスを全て表示します。 



「 M 」 と入力すると未認証 MAC アドレスが全て表示されます。 

P 

Port ごとに未認証 MAC アドレスを表示します。 



「 P 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number >」 と変わりますので、表示したいポートの番号 
を入力してください。 

A 

未認証 MAC アドレスの追加 • 削除を行います。 



「 A 」 と入力するとプロンプトが 「Add or Delete MAC address ( A / D ) >」と変わりますので、追加ま 
たは削除を選択してください。プロンプトが 「Errter MAC Address ( xx : xx : xx : xx : xx : xx ) >」と変わり 
ますので MAC アドレスを入力してください。プロンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますの 
でポート番号を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.10. IGMP Snooping の設定 

(IGMP Snooping Configuration) 

r Advanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド「 I 」を選択すると、図 4-7-52 のよう 
な 「IGMP Snooping Configuration Menu 」 の画面になります。 TV 会讓システムや映像配 
信、音声配信のシステムのような IP マルチキャストを用いたアプリケーションをご使用にな 
る場合に、マルチキャストバケツトが全ポートに送信され帯域を占有するのを防ぎます。 


COM 1:0000 baud - 
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図 4-7-52 IGMP Snooping の設定 
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画面の説明 


IGMP Snooping Status 

IG M P スヌービング機能が有効かどうかを表します。 

Enabled 

IGM P スヌービング機能有効 

Disabled 

1 G M P スヌービング機能無効 

Multicast Filtennq 

Status 

マルチキヤストフィルタリング機能が有効かどうかを表します。 

Enabled 

マルチキャストフィルタリング機能有効 

Disabled 

マルチキャストフィルタリング機能無効 

IGMP Snooping 

Querier 

IG M P クエリア機能が有効かどうかを表します。 

Enabled 

IGMP クエリア機能有効 

Disabled 

IGMP クエリア機能無効 

Host Port Age-Out 

Time 

マルチキャストグループに参加しなくなってから自動的に開放されるま 
での時間を表します。工場出荷時は260秒に設定されています。 

Router Port Age-Out 
Timer 

ルータポートが自動的に開放されるまでの時間を表します。 

工場出荷時は125秒に設定されています。 

Report Forward 

Interval 

Proxy Report の待機時間を表します。 

VLAN ID 

マルチキャストグループの VLAN ID を表します。 

Group MAC Address 

マルチキャストグループの MAC アドレスを表します。 

Group Members 

マルチキャストグループに属しているポートを表します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると次のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 


rp 」 と入力すると前のページを表示します。 

G 

IGMP Snooping を設定します。 


「 G 」 と入力するとプロンプトが 「Enable or Disable IGMP snooping ( E / D )>」 となりますの 
で、機能を有効にする場合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

U 

マ) 

レチキャストフィルタリングを設定します。 


「 U 」 と入力するとプロンプトが 「Enable or Disable Multicast Filtering ( E / D )>」 となります 
ので、機能を有効にする場合は旧を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

C 

IG 

jp クエリアを設定します。 


rc 」 と入力すると IGMP クエリアの設定画面が表示されます。 

H 

マルチキャストグループのメンノ彳一のエージング時間を設定します。 


「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter age out time >」 となりますので、時間を設定してくだ 
さい。設定可能な値の範囲は150〜300秒です。 

R 

マ) 

レチキャストグループのルータポートのエージング時間を設定します。 


「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter age out time >」 となりますので、時間を設定してくだ 
さい。設定可能な値の範囲は150〜300秒です。 

1 

Proxy Report の待機時間を設定します。 


「1」と入力するとプロンプトが 「Enterforward interval >」 となりますので、時間を設定してく 
ださい。設定可能な値の範囲は〇〜25秒です。 

V 

VLAN フィルタ設定画面を表示します。 


「 V 」と入力すると VLAN フイルタの設定画面が表示されます。 

T 

ルータポ_卜を表示します。 


「 T 」 と入力すると VLAN ID とルータポートが表示されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


ご注意 ： IGMP Snooping 機能とインターネットマンションモードの併用はできません。 
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47.10.a. Leave モードの設疋 (Set Leave Mode Menu) 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 でコマンド 「 L 」 を選択すると、 図 4-7-53 のよう 
な 「Set Leave Mode Menu 」 の画面になります。ここでは Leave パケッ ト 受信後の動作の 
設定を行います。 


図 4-7-53 Leave モードの設定 


画面の説明 


Leave Delay rime 

Leave バケツト受信後の待機時間を表示します。 

Port 

ポートの番号を表示します。 

Mode 

Leave パケツト受信後の動作を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると次のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 


「 P 」 と入力すると前のページを表示します。 

S 

Leave バケツト受信後の動作を設定します。 


「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select port number to be changed 〉」 となりますので、設定し 
たいポートの番号を入力してください。するとプロンプトが 「Set leave mode ( N / l )>」 となります 
ので、 Leave パケット受信後、直ぐにルータポートへ送信する場合は「1」を 、 Leave Delay Time 
の間待機してからルータポートへ送信する場合は 「 N 」 を入力してください。 

T 

Leave パケット受信後の待機時間を設定します。 


「 T 」 と入力するとプロンプトが 「Set leave delay time >」 となりますので、 Leave パケット受信後の 
待機時間を1 -1 0の範囲で入力してください。（工場出荷時は5秒） 

Q 

上位のメニューに戻ります。 


C0M1: 000 Obaud- 


BE ® 
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47.10 .b. VLAN フイルターの設定 

(Show IGMP Snooping VLAN Filter Table Menu) 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 でコマンド「 V 」を選択すると、図 4-7-54 のよう 
な 「Show IGMP Snooping VLAN Filter Table Menu 」 の画面になります。この画面では 
IGMP Snooping 機能の対象外にする VLAN の設定を行います。 



図 4-7-54 VLAN フイルターの設定 


画面の説明 


VLAN ID 

VLAN ID を表示します。 

Status 

フィルタの状態を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 



「 N 」 と入力すると次のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 



「 P 」 と入力すると前のページを表示します。 

S 

フィルタをかける VLAN を設定します。 



rs 」 と入力するとプロンプトが 「Enter VLAN ID >」となりますので 、 VLAN ID を設定してくだ 
さい。設定可能な値の範囲は1〜4095です。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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47.10 .c. ルータポートの設定 (Show Router Port Table Menu) 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 でコマンド 「 T 」 を選択すると、図 4-7-55 のよう 
な 「Show Router Port Table Menu 」 の画面になります。 



図 4-7-55 ルータポートテー プル参照 


画面の説明 


Dynamic Detection 

ルータポートの検出方法を表爪します0 

PIM and DVMRP 

PIM および DVMRP を受信したポートをルータポ 
—卜として学習します。 

IGMP Query 

IGMP Query を受信したポートをルータポート 
として学習します。 

PIM and DVMRP , 
IGMP Query 

PIM 、 DVMRP、IGMP Query を受信したポート 
をルータポートとして学習します。 

VLAN ID 

VLAN ID を表示します。 

Port List 

ポートリストを表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 
N 次のページを表示します。 

| 「 N 」 と入力すると次のページを表示します。 

~ P ~ 前のページを表示します。 

[ rp 」 と入力すると前のページを表示します。 
s スタティックでルータポートを設定します。 

「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Add or Delete Static Multicast Router Port ( A / D )>」 とな 
りますので、追加する場合は 「 A 」 を、削除する場合は 「 D 」 を入力してください。入力後、 
「Enter port number >」 と変わりますので、1〜26の間でポート番号を入力してください。 
T~ ルータポートの検出方法を指定します。 

「 L 」 と入力するとプロンプトが 「Set dynamic learning method ( P / l / B )>」 となりますので、 
PIM と DVMRP の場合は 「 P 」 を 、 IGMP Query の場合は「 I 」を、両方の場合は 「 B 」 を入力 
してください。 

Q 上位のメニューに戻ります。 




4.7.10.d. IGMP クエリアの設定 (Set Querier Configuration Menu) 

riGMP Snooping Configuration Menu 」 でコマンド 「 C 」 を選択すると、図 4-7-56 のよ 
うな 「Set Querier Configuration Menu 」 の画面になります 0 



図小7-56 IGMP クエリアの設定 


画面の説明 


Querier Status 

IGMP snooping Querier の有効 / 効を表示します 0 

Current Role 

IGMP snooping Querier の状態を表示します 0 

Querier 

本機器が Querier として動作している。 

None 

IGMP Query を送信する機器を検出したため、本機器からの 
Query 送信を停止しています 0 

IGMP Version 

送信する IGM 

P Query のパージョンを表示します。 

Querier Interval 

Query を送信する間隔を表示します。 

Max Response rime 

Query に対する応答の待ち時間を表示します。 

Querier Timeout 

他の Querier がいなくなったと判断するまでの時間を表示します。 

TCN Query Count 

STP のトポロジーチェンジ発生時に送信する Query の数を表示します。 

TCN Query Pending 
Count 

STP のトポロジーチェンジ発生時に送信する Query の残数を表示します。 

TCN Query Interval 

STP のトポ□ジーチェンジ発生時に送信する Query の送信間隔を表示しま 
す。 
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4.7.11 Power Over Ethernet の設定 

(Power Over Ethernet Configuration) 

r Advanced Switch Configuration Menu 」 でコマンド 「 P 」 を選択すると、 図小 7-57 のよう 
な 「Power Over Ethernet Configuration Menu 」 の画面になります。 IEEE 802.3 af 準拠 
の電源供給の設定を行うことができます。また、各ポートに対して最大 15.4 W 、 筐体全体 
で 370 W を供給可能です。 



図 4-7-57 Power Over Ethemet の設定 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


P 

各ポートの設定を行います。 



「 P 」 と入力すると fPoE Port Configuration Menu 」 へ移動します。 4.7.8 a をご覧ください 0 

G 

機器全体の設定を行います。 



「 G 」 と入力すると rPoE Global Configuration Menu 」 へ移動します。 4.7.8 b をご覧くださ 

い0 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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47.1 1.a. PoE ホートの設定 (PoE Port Configuration Menu) 

rPower Over Ethernet Configuration Menu 」 でコマンド 「 P 」 を選択すると、 図 4-7-58 の 
ような 「PoE Port Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 PoE ポートの 
電源供給の設定を行います。 


図 4-7-58 PoE ホートの設定 


画面の説明 


Admin 

給電可能かどろかを表示します。 

Up 

給電可能を表示します。 

Down 

給電不可能を表示します。 

Status 

給電の状態を表示します。 

Powered 

電源供給を行っていることを表示します。 

Not 

Powered 

電源供給を行っていないことを表示します。 

Overload 

Limit 以上の電源供給を行っていることを表示します。 

Class 

クラシフイケーシヨン機能により選択した Classifier を表示します。 

Prio . 

給電の優先順位を表示します。 

Crit . 

最優先されることを表示します。 

High 

Crit . の次に優先されることを表示します。 

Low 

優先されないことを表示します。 

Limit 

供給電力の上1 

艮を表示します。 

Pow . 

供給電力を表示します。 

Vol . 

電圧を表示します。 

Cur . 

電流を表示します。 


UPUPUPUP 如 UPUPUPUPUPUPUP 

— 234587$9101 112 


0000000^9000 

40404040 40 40404040404040 

SSSRVSSSSSSSS 


lotlovlovlovlovlovlovlovlovlmlovlo* 


152 



































ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

電源供給を可能にするかど a かを設定します。 


「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、変更したいポート 
番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力してくだ 
さい。すると、プロンプトが 「Up or Down PoE port admin status ( U / D )>」 となりますので、 
有効 ( Up ) にする場合は 「 U 」 を無効 ( Down ) にする場合は 「 D 」 を入力してください。入力が完 
了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

1 

電 ;I 

京供給に優先順位を設定します。 


「1」と入力するとプロンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、変更したいポート番 
号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力してくださ 
し、。すると、プロンプトが 「Enter the selection 〉」 となりますので、 Critical に設定する場合は 
n 」、 High に設定する場合は「2」、 Low に設定する場合は「3」を入力してください。入力が完 
了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

L 

供給電力の上限を設定します。 


「 L 」 と入力するとプロンプトが 「Enter port number 〉」 と変わりますので、変更したいポート 
番号を入力してください。全ポートを一度に変更する場合はポート番号を「0」と入力してくだ 
さい。すると、プロンプトが 「Enter the power limit 〉」 となりますので、3000〜20000 mW 
の範囲で入力してください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更さ 
れます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.7.11.b. PoE の設定 (PoE Global Configuration Menu) 

rPower Over Ethernet Configuration Menu 」 でコマンド 「 G 」 を選択すると、 図 4-7-59 
のような 「PoE Global Configuration Menu 」 の画面になります。この画面では、 PoE 全般 
の設定を行います。 



図 4-7-59 PoE の設定 


画面の表7^ 


Power Budaet 

本機器が供給できる最大電力量を表示します。 

Power 

Consumption 

現在供給中の電力量の合計を表示します。 

Power Usage 
Threshold for 
Sending Trap 

Trap を送信する電力量の閾値を表示します。 

Power 

Management 

Method 

電源供給の管理方法を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


U 

Trap を送信するための閾値を設定します。 



「 II 」と入力するとプロンプトが 「Enter power usage threshold 〉」 と変わりますので、 Trap を送信 
する閾値を入力してください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更され 
ます。 

M 

電分 

京供給の管理方法を設定します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Enter the power management method 〉」 と変わりますので、 
管理を行う方法を選択し入力してください。 Priority が Low のものを shutdown して新しく接続さ 
れたものに供給する場合は「0」、 Priority の値に関係なぐ次につないだものには供給しない場合は 
「1」を入力してください。入力が完了し、設定が変更されると上部の表示も自動的に変更されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.8. 統計情報の表示 (Statistics) 

「Main Menu 」 から 「 S 」 を選択すると 図 4~8-1のよろな 「Statistics Menu 」 の画面になりま 
す。この画面ではスイッチの統計情報として、パケット数を監視することができ、これに 
よってネットワークの状態を把握することができます。また、エラーパケットを監視する 
ことにより障害の切り分けに利用することができます。 



図小8-1統計情報の表示:起動後からの累積 


画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Refresh 

再表示間隔を表します。 

Elapsed Time 

現在のカウンタの値が累積されている時間を表示します。起動または再起動して 

bince System Up 

からの時間を意味します。 

Counter Name 

各カウンタの名前を表示します。 

Total 

カウンタに累積された値を表示します。 

Avg./s 

各値の一秒間の平均値を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

値を表示するポートを切り替えます 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select Port number 〉」 と変わりますので表示したいポート番 
号を入力してください。 

N 

次のポートの値を表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートのカウンタを表示します。ポート24まで行くと次(ポー M ) には 
移動しません。 

P 

前のポートの値を表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートのカウンタを表示します。ポート1では前のポートには戻れませ 
ん〇 

r 

カウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替えます。 



「 r 」 と入力すると、すぐにカウンタの値を reset してからの値の表示に切り替わります。画面右 
上の時間表示が 「Elapsed Time Since System Reset 」 に変わります 

f 

カウンタの更新モードを設定します。 



「 f 」 と入力すると、注釈行に「1 for start to refresh , 2 for set refresh rate 」 と表示されますの 
で、更新を止めたい場合は「1」を入力すると、 Refresh のパラメータが 「 STOP 」 を表示し、表示 
を更新しません。更新間隔を変更したい場合は「2」を入力すると 「Input refresh 1;1|716>」プ□ン 
ブトが表示されますので、更新時間を入力してください。 Refresh パラメータも連動して表示 
されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります 


またこの画面では本機器が起動または電源 OFF 、 リセットによる再起動されてからの累積値 
(図 4-8-1) とコマンドによりカウンタをクリアしてからの累積値（図 4-8-2) の2種類を表 
示することができます。コマンドによりカウンタの値をクリアしても起動時からの累積値 
は保存されています。カウンタの値は約10秒で自動的に更新されます。 
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図 4-8-2 カウンタクリアからの累積表示 
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画面の説明 


Port 

ポート番号を表します。 

Refresh 

再表示間隔を表します。 

Elapsed Time 
bince Reset 

カウンタをリセットしてからの時間を表します。 

Counter Name 

各カウンタの名前を表示します。 

Total 

カウンタに累積された値を表示します。 

Avg./s 

各値の一秒間の平均値を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

値を表示するポートを切り替えます 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Select Port number 〉」 と変わりますので表示したいポート番 
号を入力してください。 

N 

次のポートの値を表示します。 



「 N 」 と入力すると次のポートのカウンタを表示します。ポート26まで行くと次(ポート1)には 
移動しません。 

P 

前のポートの値を表示します。 



「 P 」 と入力すると前のポートのカウンタを表示します。ポート1では前のポートには戻れませ 
ん〇 

U 

起動時からのカウンタ表示に切り替えます。 



「 U 」 と入力すると、瞬時に reset 後のカウンタの表示から、システム起動時からのカウンタ表示 
に切り替わります。 

r 

カウンタの値をリセットしてからの値の表示に切り替えます。 



「 r 」 と入力すると、すぐにカウンタの値を reset し、全ての値を0にして再表示させます。 

f 

カウンタの更新モードを設定します。 



「 f 」 と入力すると、「1 for start to refresh , 2 for set refresh rate 」 と表示されますので、更新 
を止めたい場合は n 」 を入力すると、 Refresh のパラメータが 「 STOP 」 を表示し、表示を更新し 
ません。更新間隔を変更したい場合は「2」を入力すると 「Input refresh time >」 プロンプトが表 
示されますので、更新時間を入力してください。 Refresh パラメータも連動して表示されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります 
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カウンタの内容は下記のとお D です。 


Total RX Bytes 

受信した全てのバケットのパイト数を表示します。 

Total RX Pkts 

受信した全てのバケット数を表示します。 

Good Broadcast 

受信したブロードキャストバケット数を表示します。 

Good Multicast 

受信したマルチキャストバケット数を表示します。 

CRC/Align 

Errors 

エラーバケットで正常なバケット長 (64 〜1518パイト)ではあるが、誤り検出符号 
( FCS ) で誤りが発見されたバケット数を表示します。そのうちバケットの長さが 

1パイトの整数倍のものは CRC ( FCS ) エラー、そうでないものはアラインメント 
エラーです。 

Undersize Pkts 

エラーバケットで、バケット長が64パイトより短いが、その他には異常がないパ 
ケット数を表示します。 

Oversize Pkts 

エラーパケットで、パケット長が1518パイトより長いが、その他には異常がない 
バケット数を表示します。 

Fragments 

エラーバケットでバケット長が64バイトより短く、かつ CRC エラーまたはアライ 
ンメントエラーを起こしているバケット数を表示します。 

Jabbers 

エラーバケットでバケット長が1518パイトより長く、かつ CRC エラーまたはアラ 
インメントエラーを起こしているバケット数を表示します。 

Collisions 

バケットの衝突の発生した回数を表示します。 

64 -Byte Pkts 

バケット長が64パイトのバケットの総数を表示します。 

65-127 Pkts 

バケット長が65〜127パイトのバケットの総数を表示します。 

128-255 Pkts 

バケット長が128〜255パイトのバケットの総数を表示します。 

256-511 Pkts 

バケット長が256〜511パイトのバケットの総数を表示します。 

512-1023 Pkts 

バケット長が512〜1023パイトのバケットの総数を表示します。 

1024-1518 Pkts 

バケット長が1024〜1518パイトのバケットの総数を表示します。 


ご注意：この画面は工場出荷時には約10秒ごとに画面が更新されるため、コンソールおよ 
び Telnet のタイムアウトは発生しません。 
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4.9. 付加機能の設定 (Switch Tools Configuration) 

「Main Menu 」 から 「 T 」 を選択すると図 4-9-1 のような 「Switch Tools Configuration 」 の画 
面になります。この画面ではソフトウェアのアップグレード、設定の保存•読込、再起動、 
ログの参照等、スイツチの付加機能の利用とその際の設定を行うことができます。 



図 4-9-1 付加機能の設定 


画面の説明 


TFTP Software 

Upgrade 

本機器のソフトウェアのアップグレードに関する設定、及び実行を行いま 
す 。 

Configuration File 
Upload/Download 

本機器の設定情報の保存 • 読込に関する設定、及び実行を行います。 

System Reboot 

本機器の再起動に関する設定、及び実行を行います。 

Ping Execution 

本機器からの PING の実行を行います。 

System Log 

本機器のシステム□グの表示を行います。 

Quit to previous 

menu 

Switch Tools Configuration Menu を終了し、メインメニューに戻ります 0 


160 


















4.9.1. ソフトウェアのアップグレード 
(TFTP Software Upgrade) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 T 」 を選択すると図 4-9-2 のような 「TFTP 
Software Upgrade 」 の画面になります。この画面ではソフトウェアのバージョンアップを 
行います。 



図 4-9-2 ソフトウェアのアツフ°ク'レード 


画面の説明 


Image Version 

現在のソフトウェアのパージョンを表示します。 

TFTP Server IP 

アツプグレードするソフトウェアのある TFTP サーノ《の1 P アドレスを表示します。 

Image File 

Name 

アップグレードするソフトウェアのファイル名を表示します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

アツプグレードするソフトウエアの置いてある TFTP サーノ \'の1 P アドレスを設定します。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが 「Enter IP address of TFTP server 〉」 と変わりますので 、 TFTP 
サーノ '(の IP アドレスを入力してください。 

F 

アップグレードするソフトウェアのファイル名を設定します。 



「 F 」 と入力するとプロンプトが 「Enter file name 〉」 と変わりますので、ダウン□-ドしたプロ 
グラムのファイル名を半角英数字30文字以内で指定してください 

U 

アツプグレードを実行します。 



「 D 」 と入力するとプロンプトが 「Download file ( Y / N )> 」と変わり、確認が表示されます。 

「丫」と入力するとアップグレードを開始します。 「 N 」 と入力するとキャンセルされます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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ダウンロードが開始されると図 4-9-3 のような画面に切り替わり、ダウン□—ドの状況が確 
認できます。ダウンロードおよび更新がが完了すると自動的に再起動し、□グイン画面に 
戻ります。 



図 4-9-3 ダウン□—ド実行中 


ご注意：ダウン□ー ドが終了すると画面下の黒帯の説明欄に 「System will reset 

automatically after image proaram into flash 」 と表示されます。この時はソ 
フトウエアを Flash メモリに書き込んでいますので、スイッチの電源は絶対切らな 
いようにしてください 
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4.9.2. 設定情報の保存.読込 

(configuration File Upload/Download) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 C 」 を選択すると図 4-9-5 のような 
「Configuration File Upload/Download Menu 」 の画面になります。この画面では設定情 
報の PC へのアップ□—ドおよび PC からのダウン□—ドを行うことができます。 



図 4-9-5 設定情報の保存 • 読込 


画面の説明 


TFTP Server IP 

設定の保存 • 読込を行う TFTP サーバの IP アドレスを表示します。 

Config File Name 

設定情報のファイル名を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


S 

設定情報の保存、または読込を行〇丁卩丁？サ_パの IP アドレスを設定します。 



「 S 」 と入力するとプロンプトが Enter 1 P address of TFTP server 〉 と変わります。 TFTP サーパ 
の IP アドレスを入力してください。 

F 

保存、または読込を行う設定情報のフアイル名を設定します。 



「 F 」 と入力するとプロンプトが Enter file name > と変わります。ダウン□-ドしたプ□グラム 
のファイル名を半角英数字30文字以内で指定してください 

U 

設定情報の保存（アップ□—ド）を開始します。 



「 U 」 と入力するとプロンプトが Upload file ( Y / N )> と変わり、開始するかどうかの確認をしま 
す。設定が全て間違いないかどうか確認してください。「丫」と入力するとアツプグレードを開 
始します。設定に誤りが合った場合は 「 N 」 と入力すると元の状態に戻ります。 

D 

設定情報の読込（ダウン□—ド）を開始します。 



「 D 」 と入力するとプロンプトが Download file ( Y / N )> と変わり、開始するかどうかの確認をし 
ます。設定が全て間違いないかどうか確認してください。「丫」と入力するとアップグレードを 
開始します。設定に誤りが合つた場合は 「 N 」 と入力すると元の状態に戻ります。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.9.3. 再起動 (System Reboot ) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 R 」 を選択すると図 4-9-6 のような 「System 
Reboot Menu 」 の画面になります。この画面では本機器の再起動を行うことができます。 



図 4-9-6 再起動 


画面の説明 


Reboot Status 

再起動のコマンドが実行されているかどうかを表示します。 

Stop 

再起動は行なわれていない状態を表します。 

Reboot Type 

再起動の方式を表示します。工場出荷時には 「 Normal 」 に設定されています。 

Normal 

通常の再起動をします。 

i-actorv Default 

全ての設定を工場出荷時の状態に戻します。 

i-actorv Default 
Except IP 

ip アドレス以外の設定を工場出荷時の状態に戻します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


〇 

再起動の方式を単なる再起動か、工場出荷時に状態に戻すかに設定します。 



「0」と入力するとプロンプトが 「Select one option ( N / F / l )>」 と変わります。通常の再起動を 
する場合は 「 N 」、 全ての設定を工場出荷時に戻す場合は 「 F 」、 IP アドレスの設定以外を工場出荷 
時の状態に戻す場合は「1」と入力してください。 

R 

再起動を実行します。 



「 R 」 と入力するとプロンプトが 「Are you sure to reboot the system (丫 / N )」 と変わり再度確 
認をしますので、実行する場合は「丫」、中止する場合は 「 N 」 を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.9.4. 例タト処理 (Exception Handler) 


「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 x 」 を選択すると図 4-9-7 のような 「Exception 
Handler 」 の画面になります。この画面では例外処理が発生した場合の動作を選択すること 
ができます。 


£ite £drt Setup Control 妙 

6cm 出わ 

PtC3243H Local Hftmccaenl ^y%\ 
Switch Tools ConficurttlSort -> 

A 

Exception Handler 

Exception Handler ： 

Di»bled 

Exception Handler Mode ： 

Debut Menace 

■ - - 

I Enable/Disable E[x]ce^lion Handler 

Set Exc«pUon Handler (Mlod» 
[Ojuil to previous aenu 

CoMnd> 


mimcianTHH—Baa 



図 4-9-7 例外処理の設定画面 


画面の説明 


Exception Handler 

例外処理機能の状態を表示します。 

ヒ nabled 

例外処理が有効です。 

Disabled 

例外処理が無効です。 

Exception Handler 

Mode 

例外処理の方法を表示します。 

Debug Message 

デバッグメッセージを画面へ表示します。 

bystem Reboot 

自動的に機器を再起動します。 

Debug Message 
& System Reboot 

デバッグメッセージを画面へ表示後再起動します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


X 

例外処理機能の有効/無効を切り替えます。 



「 X 」と入力するとプロンプトが 「Enabled or Disabled Exception Handler ( E / D )>」 と変わります 
ので、機能を有効にする場合は 「 E 」 を、使用しない場合は 「 D 」 を入力してください。 

M 

例外処理の方法を設定します。 



「 M 」 と入力するとプロンプトが 「Select Exception Handler Mode ( M / R / B )〉」 と変わりますの 
で、 

デバッグメッセージを表示させる場合は 「 M 」 を、再起動させる場合は 「 R 」 を、両方を実施させる場 
合は 「 B 」 を入力してください。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.9.5. Ping の実行 (Ping Execution) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 P 」 を選択すると図 4-9-8 のような 「Ping 
Execution 」 の画面になります。この画面ではスイツチから Ping コマンドを実行することに 
より、接続されている端末や他の機器への通信確認を行うことができます。 



図 4-9-8 Pina の実行 


画面の説明 


Taraet IP Address 

Ping を実行する相手先の IP アドレスを表示します。工場出荷時は 0.0.0. 0になっ 
ています。 

Number or Request 

Ping の回数を表示します。工場出荷時は10回になっています。 

Timeout Value 

タイムアウトになるまでの時間を表します。工場出荷時は3秒になっています。 

Result 

Ping の結果を表示します。 
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ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 

I Ping を実行する相手先の IP アドレスを設定します。 

1『 I 」と入力するとプロンプトが [Enter new Target IP Address >」と変わりますので IP アドレス 
を入力してください。 

N Ping の回数を設定します。_ 

「 N 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new Request Times >」と変わりますので回数を入力し 
てください。最大10回まで可能ですので1〜10の間の数字を入力してください。 

T タイムアウトになるまでの時間を設定します。_ 

「 T 」 と入力するとプロンプトが 「Enter new Timeout Value >」と変わりますので時間を秒単位 
で入力してください。最大5秒ですので1〜5秒の間で設定してください。 

E Ping コマンドを実行します。また表示をクリアすることができます。_ 

「 E 」 と入力するとプロンプトが 「Execute Ping or Clean before Ping Data ( E / C )>」 と変わりま 
すので、実行する場合は 「 E 」、 表示のクリアのみを行 a 場合は 「 C 」 を入力してください。 

S Ping コマンドを中止します。 

~| Ping の実行中に 「 S 」 と入力するかまたは 「 Ctrl + C 」 入力すると中止します。 

Q 上位のメニューに戻ります。 





2 Tcra Term - 
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図 4-9-9 Ping の実行中画面 
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4.9.6. システム □ グ (System Log) 

「Switch Tools Configuration Menu 」 から 「 L 」 を選択すると図 4-9-10 のような 「System 
Log Menu 」 の画面になります。この画面ではスイッチに発生した出来事（イベント）の履 
歴を表示します。イベントを見ることにより、スイッチに起こった現象を把握でき、ネッ 
トワーク管理に利用できます。 



図 4-9-10 システム□グ 

この画面で表示される各イベントは、 SNMP のトラップと連動しています。トラップを発 
生させるよう設定してある場合はイベントとして表示されます。トラップとの関係は下記 
をご参照ください。 
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画面の説明 


Entry 

イベントの番号を表します。 

Time 

イベントの発生した時刻を表示します。時刻設定がされていない場合は起動からの通算時間が 
表示されます。 

Event 

スイッチに発生したイベントの内容を表示します。 

Login rrorn console 

コンソールポートからの□グインがあったことを表します。 

Login rrom telnet , 

xxx . xxx . xxx.xxx 

Tel net でのログインがあったことを表します。 

Configuration changed 

設定が変更されたことを表します。 

Runtime code changes 

ファームウエアが変更されたことを表します。 

( Bridge)Topology 

Change 

スパニングツリーのトポロジーが変更されたことを表します。 

Reboot : Normal 

本機器が再起動を行ったことを表します。 

Reboot : Factory 

Default 

本機器が工場出荷時設定に戻す再起動を行ったことを表します。 

Reboot : Factory 

Default Except IP 

本機器が IP アドレス以外を工場出荷時設定に戻す再起動を行っ 
たことを表します。 

Reboot : Exception ( Ox ^ 
Qxxxxxxx ) 

例外が発生し、 Exception Handler の設定により再起動を行った 
ことを表します。 

Not authorized ! ( IP : 
xxx . xxx . xxx . xxx ) 

SNMP によって未登録のマネージャからアクセスがあったこと 
を表します。 

SNTP first up date to 
yyyy / mm/dd hh : mm:ss 

SNTP サーバにアクセスし、時間情報の取得を行ったことを表し 
ます 

Found other multicast 
router . Stopped querier 
function . 

本機器とは別に1 GMP クエリアが存在した為、機能を停止したこ 
とを表します。 

Other multicast router 
is expired . Restarted 
querier function . 

別の IGMP クエリアが存在しなくなった為、機能を再開したこと 
を表します。 

Copied configuration 2 
to 1 

コンフィグ1が完全な状態でなく、コンフィグ2が完全な状態であ 
ることを表します。 

Copied configuration 1 
to 2 

コンフィグ1が完全な状態であり、コンフィグ2が完全な状態でな 
いことを表します。 

Reset configuration 1 & 

2 to default 

コンフィグ1とコンフィグ2が共に完全な状態でないことを表し 
ます。 

Copy configuration 2 
to 1 is failed 

コンフィグ2からコンフィグ1へのコピーが失敗したことを表し 
ます。 

Copy configuration 1 
to 2 is failed 

コンフィグ1からコンフィグ2へのコピーが失敗したことを表し 
ます。 

Save of configuration 1 
is failed 

コンフィグ1へのセーブに失敗したことを表します。 

Save of configuration 2 
is failed 

コンフィグ2へのセーブに失敗したことを表します。 


171 





( TRAP ) Port - A % Link-up 

ポートのリンクがアップしたことを表します。このイベントは 
Individual Trap が有効で、対応するポートが設定されているとき 
に発生します 


( TRAP ) Port-xv 

ポートのリンクがダウンしたことを表します。このイベントは 


Link-down 

Individual Trap が有効で、対応するポートが設定されているとき 
に発生します 


( TRAP ) Port - x>r Power 

対象のポートにおいてポートの給電が〇 N になったことを表しま 


ON notification 

す。 


( TRAP ) Port-xv Power 

対象のポートにおいてポートの給電が OFF になったことを表し 


OFF notification 

ます。 


( TRAP)Usage power is 
above the threshold 

PoE の供給電力が閾値を超えたことを表します。 


( TRAP)Usage power is 

PoE の供給電力が閾値を超えた後に閾値以下へ下がったことを表 


below the threshold 

します。 


( TRAP)System 
authentication failure 

S N M P マネージャからの認証が失敗したことを表します。 


P'.XXXXXXX 

P&.xx 

例外が発生したときのシステム情報を表します。 


ここで使用できるコマンドは下記のとおりです 


N 

次のページを表示します。 


「 N 」 と入力すると次のページを表示します。 

P 

前のページを表示します。 


rp 」 と入力すると前のページを表示します。 

C 

□グの内容を全て削除します。 


rc 」 と入力すると□グが全て削除されます。 

Q 

上位のメニューに戻ります。 
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4.10. 設定情報の保存 (Save Configuration to Flash) 

「Main Menu 」 から 「 F 」 を選択すると図 4-10-1 のような 「Save Configuration to Flash 」 の 
画面になります。このコマンドを選択することにより、本機器に設定した内容を内蔵のメ 
モリへの保存を行います。この画面でプロンプトが 「Save current configuration ?( Y / N)J 
に変わりますので保存を行う場合は「丫」、行わない場合は 「 N 」 を選択してください。 

この保存を行わない場合は、それまでに設定した内容は再起動時に消去されます。 



図 4*10-1 設定情報の保存:保存確認 



£iW £dit を tup C^ritrol Window わ 


Loctl 

Menu •> S«ve Conf icur«tion to Flash 


Uirm k imid 深 :，:-:-::-: 1 . j :: 星 



図 4-10-2 設定情報の保存：保存終了 
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4.11. コマンドラインインタフェース (CLI) 

メインメニューで、 「 c 」 を選択すると、図 4-1 i - i のよ a な画面になります。 

ここからメニュー形式ではなく、コマンドラインでの設定が可能となります。 

設定方法は「レイヤ2スイッチングパプ共通取扱説明書 ( CU 編)」に記載されておりますので 
ご参照下さい。 CU から Menu への復帰は、プロンプトから floaoutj と入力してください 0 



£ite £di( Setup Cgntrol He 亡 


M24HiP1R> 


図 4-11-1 コマンドラインインタフェース ( CU ) 
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4.12. ログアウト 

メインメニューで、 「 Q 」 を選択すると、コンソールからアクセスしている場合は図ルル1の 
ような□グイン画面に戻り、また Te I net でアクセスしている場合は接続が切断されます。 
再度、操作を行うには再び4 . 2節の□グインの手順を行なつてください。 

また、 4.6.6 項のアクセス条件で設定されたタイムアウトの時間を過ぎると自動的に□グア 
ウトします。 
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付録 A _ 仕様 

〇インターフェース 

-ツイストペアポートポート1〜24 ( RJ 45 コネクタ） 

今伝送方式 IEEE 802.3 10 BASE-T 

IEEE 802.3 u 100 BASE-TX 


-ツイストぺ アポー ト 
今 伝送方式 


ポート25〜26 ( RJ 45 コネクタ) 
IEEE 802.3 10 BASE-T 


IEEE 802.3 u 100 BASE-TX 


IEEE 802.3 ab 1000 BASE-T 


- GBIC ポート X 2( ポート 25 〜 26 と排他利用） 

♦ 伝送方式 IEEE 802.3 Z 1 000 BASE - SX /1000 BASE-LX 


-コンソールポート XI (9 ピン D - sub コネクタ） 

今 RS -232 C ( ITU-TS V .24) 準拠 

今接続には図 A の結線仕様のコンソールケープルをご使用ください。 



Dsub 9 ピンメス Dsub 9 ピンメス 

(インチネジ） （インチネジ） 


図 A D - sub 9 ピン- D - sub 9 ピンコンソールケープル結線仕様 


-冗長化電源ポート XI 
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〇スイッチ諸元 


-ストア•アンド•フォワー 

ド方式 

-フォワーディング • レート 

10 BASE-T 14,880 pps 

100 BASE-TX 148,80 Opps 

1000 BASE - T/GBIC 1,488,000 pps 

- MAC アドレステーブル 

8 K エント U / ユニット 

-バッファメモリ 

16 M バィト/ユニット 

-フ□一制御 

バックプレッシャー（半二重時） 

IEEE 802.3 x ( 全二重時） 

〇その他 


- IEEE 802.1 D 

スバニングツリー 

- IEEE 802.1 w 

ラピッドスパニングツリー 

- IEEE 802.1 Q 

タグ VLAN (最大 255 VLAN まで可能） 

- IEEE 802.1 ad 

リンクアグリゲーシヨン 


(最大8ポートのグループ構成可能） 

- IEEE 802 .Ip 

QoS 機能 (4 段階の Priority Queue をサポート） 

- IEEE 802 .IX 

ポートベース認証機能 


( EAP - MD 5/ TLS/PEAP 認証方式をサボート） 

- IEEE 802.3 af 

PoE 給電機能 

〇エージェント仕様 


- SNMP ( RFC 1157) 

- MIBII ( RFC 1213) 

- Bridge - MIB ( RFC 1493) 

- RMON ( RFC 1757) 

- TELNET ( RFC 854) 

- TFTP ( RFC 783) 

グループ1,2,3,9 

- BOOTP ( RFC 951) 

- SNTPv 3( RFC 1769) 
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電源仕様 
電源 

消費電力 

環境仕様 
動作環境温度 
動作環境湿度 
保管環境温度 
保管環境湿度 

外形仕様 
寸法 

質量{重量} 


AC 100 V 50/60 HZ 8.0 A 

または RPS -370 冗長化電源から供給する DC 48 V 

最大494 W 、 最小 39 W 


〇〜40 

20〜 80 %RH (結露なきこと) 
-20 〜70。〔 

10〜90 %RH (結露なきこと) 


44 mm ( 薄さ ) X4 4 0mm ( 幅 ) X38 5 mm ( 奥行き ) 

(突起部は除く） 

6,000 a 


適合規制 
電波放射 


一般財団法人 VCCI 協会クラス A 情報技術装置 
(VCCI Council Class A ) 



付録 B . Windows / W / 1 ーターミナルによる 
コンソールポ—卜設定手順 

Windows がインス!ルされた PC と本機器をコンソールケープルで接続し、以下の手 

順でハイパーターミナ j レを起動します。 

(Windows Vista 以降では別途ターミナルエミュ レータのイ ンス I ルが必要です。） 

① Windows のタスクバーの[スタート]ボタンをクリックし、[プ□グラム ( P )]— [アクセ 
サリ]—[通信]—[ハイパーターミナル]を選択します。 

② 「接続の設定」ウィンドウが現われますので、任意の名前（例えば Switch ) を入力、ア 
イコンを選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

③ 「電話番号」ウィンドウが現われますので、「接続方法」の欄のプルダウンメニューをク 
リックし、 “ Coml ” を選択後 [ OK ] ボタンをクリックします。 

ただし、ここではコンソールケープルが Coml に接続されているものとします。 

④ rcoMi のプ□パティ」というウィンドウ内の「ビット/秒 ( B )」 の欄でプルダウンメニ 
ューをクリックし、 “9600” を選択します。 

⑤ 「フロー制御が)」の欄のプルダウンメニューをクリックし、“ なし” を選択後 [ OKj ボ 
タンをクリックします。 

⑥ ハイパーターミナルのメインメニューの[ファイル ( F ) j をクリックし、[プロパティ （ R )] 
を選択します。 

⑦ 「< name > のプロパティ」 （< name > は②で入力した名前）というウィンドウが現われ 
ます。そこで、ウィンドウ内上部にある“設定”をクリックして画面を切り替え、“エ 
ミュレーシヨン ( E )” の欄でプルダウンメニューをクリックするとリストが表示されま 
すので、 “ VT 100” を選択し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 

⑧ 取扱説明書の4章に従って本機器の設定を行います。 

⑨ 設定が終了したらハイパーターミナルのメインメニューの[ファイル ( F )] をクリックし、 
[ハイパーターミナルの終了( X )]をクリックします。ターミナルを切断してもいいかど 
うかを聞いてきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックします。そして、ハイパーター 
ミナルの設定を保存するかどうかを聞いてきますので、[はい ( Y )] ボタンをクリックし 
ます。 

⑩ ハイパーターミナルのウィンドウに “< name >. ht ” （< name > は②で入力した名前） 
というファイルが作成されます。 

次回からは “< name >. ht ” をダブルクリックしてハイパーターミナルを起動し、⑧の操作 

を行えば本機器の設定が可能となります。 
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付録 C . IP アドレス簡単設定機能について 

IP アドレス簡単設定機能を使用する際の注意点について説明します。 

【動作確認済ソフトウェア】 

パナソニック株式会社製 『 IP 簡単設定ソフトウェア』 V 3.01 / V 4.00 / V 4.24 R 00 
パナソニックシステムネットワークス株式会社製『かんたん設定』 Ver 3.10 R 00 

【設定可能項目】 

• IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ 
※〇 ㈠ 匚口を利用することが可能です。 

• システム名 

※ノ《ナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアでのみ設定可能です。 
ソフトウェア上では“カメラ名”と表示されます。 

• 本機能を利用して機器の設定を行った場合 、 Web Server Status が自動的に 
有効 (Ena bled ) になります 0 

【制限事項】 

•セキュリティ確保のため、電源投入時より20分間のみ設定変更が可能です。 

ただし、 IP アドレス/サブネットマスク/デフォルトゲートウェイ/ユーザ名 
/パ スワー ドの設定が工場出荷時状態の場合、時間の制限に関係なく設定が可能です。 
※制限時間を過ぎても一覧には表示されますので、現在の設定を確認することが 
できます。 

• パナソニックシステムネットワークス株式会社製ソフトウェアの以下の機能には 
対応しておりません。 

-“自動設定機能” 

※ネットワークカメラの商品情報は各メーカ様へご確認ください。 
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故障かな？と思われたら 

故障かと思われた場合は、まず下記の項目に従って確認を行ってくださし、。 


♦ LED 表示関連 

■電源 LE D ( POWE R ) が点灯しない場合 
•電源コードが外れていませんか7 

—電源コードが電源ポートにゆるみ等がないよう、確実に接続されているかを 
確認してください。 

■リンク/送受信 LE D (U N K/ACT . )が点灯しない場合 
參ケープルを該当するポートに正しく接続していますか7 
•該当するポートに接続している機器はそれぞれの規格に準拠していますか7 
參オートネゴシエーションで失敗している場合があります。 

—本機器のポート設定もしくは端末の設定を半二重に設定してみてください。 

♦通信ができない場合 

■全てのポートが通信できない、または通信が遅い場合 
•機器の通信速度、通信モードが正しく設定されていますか7 
—通信モードを示す信号が適切に得られない場合は、半二重モードで動作します。 
接続相手を半二重モードに切り替えてください。 

接続対向機器を強制全二重に設定しないでください。 

•本機器を接続しているバックボーンネットワークの帯域使用率が高すぎませんか7 
—バックボーンネットワークから本機器を分離してみてください。 

♦ Po E 給電ができない場合 

■PoE 給電 LED ( PoE ) が点灯しない場合 

參ケープルは適切なものを使用し、 PoE 給電をサポートするポートに接続しています 
か？ 

參該当するポートに接続している PoE 対応機器は、 IEEE 802.3 af 規格に準拠しています 
か？ 
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アフターサービスについて 


1. 保証書について 

保証書は本機器に付属の取扱説明書（紙面）についています。必ず保証書の『お買い 
上げ日、販売店（会社名）』などの記入をお確かめの上、販売店から受け取っていた 
だき、内容を良くお読みのうえ大切に保管してください。保証期間はお買い上げの日 
より1年間です。 


2. 修理を依頼されるとき 


『故障かな7と思われたら』に従って確認をしていただき、なお異常がある場合は 
次ページの『便利メモ』をご活用の a え、下記の内容とともにお買上げの販売店へご 
依頼ください。 

♦品名 ♦品番 

♦製品シリアル番号 （製品に貼付されている11桁の英数字） 

♦ファームウエアパージョン （個装箱に貼付されている” Ver .” 以下の番号） 
♦異常の状況( できるだけ具体的にお伝えください ) 

籲保証期間中は： 

保証書の規定に従い修理をさせていただきます。 

お買い上げの販売店まで製品に保証書を添えてご持参ください。 

參保証期間が過ぎているときは： 

診断して修理できる場合は、ご要望により有料で修理させていただきます。 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

3. アフターサービス •商品に関するお問い合わせ 

お買い上げの販売店もしくは下記の連絡先にお問い合わせください。 

パナソニック ES ネットワ-クス株式会社 

TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 

4. ご購入後の技術的なお問し、合わせ 

■ご購入後の技術的なお問い合わせはフ |J _ダイヤルをご利用ください。 

IP 電話（050番号）からはご利用いただけません。お近くの弊社各営業部にお問い合わせください。 

rlvSl n 1つハフ1 "■) ~71 "■) 受付 9:30-12:00/13:00-17:00 
【•M U | ZU-D I Z .- 1 丨 Z (土.日.祝日、および弊社休日を除く） 

お問い合わせの前に、弊社ホームページにて、サボート内容をご確認ください。 

URL: http://panasonic.co.jp/es/pesnw/ 
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便利メモ （おぼえのため、記入されると便利です) 


お買い上げ日 

年月日 

ロク 
□□亡 

Switch - M 24 HiPWR 

品番 

PN 23249 H 

ファームウエア 
パージョン 0^) 

Boot Lode 


Runtime Code 


シリアル番号 




(製品に貼 1 

寸されている11桁の英数字） 

販売店名 
または 
販売会社名 

電話 ( ) — 

お客様 
ご相談窓口 

電話 ( ) — 


く※確認画面はメニュー編 4. 5 項を参照) 


© Panasonic Eco Solutions Networks Co ., Ltd . z 0 \ i 

パナソニック ES ネットワ-クス株式会社 

亍 105-0021 東京都港区東新橋 2 丁目 12 番 7 号住友東新橋ビル 2 号館 4 階 
TEL 03-6402-5301 / FAX 03-6402-5304 
URL : httq :// Danasomc . co . ip / es / Desnw / 


183 


P 0112-0 






























